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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　──かつて偉大な魔術師は言った。

「魔術とは触手ではじまり、触手で終わる」　～エドワード・ショ・クシュー二世～





Prologue







　ワインバーズ王立魔術学園に通う、アーニャ・ヘインズビーの朝は早い。

　今日も早起きした彼女はトレーニングをするため、学校指定のジャージに着替え、鏡で身だしなみを整える。

　鏡には、燃えるような赤毛をツーサイドアップにした、同じく赤い瞳を持つ少女が映っている。幼さを残す容姿と体型は少々のコンプレックスであり、こっそり胸に手を当てては発育のよい同級生を思い出して嘆息してしまう。

　こんなことを気にするようになったのは、数日前に出会った少年のせいだ。

　それまでの自分を振り返ると、退屈な人間だった。友人を作らず、勉強と訓練と失敗の繰り返し。

　アーニャに変化をくれたのは、学園に突如現れた転校生だった。そして、現在のルームメイトだ。

「ノア、起きて。朝よ！」

「んー……まだ……眠いよぉ」

「あんたが一緒にランニングするから起こしてって言ったんじゃない。あたし、ノアを起こすためにいつもよりも早く起きたんだからね！」

　この言い方ではまるで一緒に走ることを楽しみにしていたようで気恥ずかしい。

　頰を染める少女だったが、未まだベッドから出たくないと身をよじる少年は気にもしていないはずだ。

　ちょっとだけおもしろくない。

　いたずら心を宿したアーニャは、ルームメイトのタオルケットを摑つかんで一気に剝ぎ取った。

「ほーら、起きなさ……さ、さささっ、いやぁああああああ！」

　そして悲鳴。

　ルームメイトの名前は、ノア・アレン。男の子だ。ルームメイトが異性であることは前代未聞だが、もう慣れてしまった。しかし、未だ少年の寝姿にはなれることはできない。

「あ、あああ、あんたまたパンツ一枚で眠って！　あのね！　女の子と生活しているってことを忘れないでよね！」

　アーニャが怒るのは無理もない。タオルケットを奪われた少年は、パンツ一枚で眠っているのだ。

　侯爵家の三女で、父親もいないため男性と最低限しか関わりがなかった少女には目に毒だ。耳まで真っ赤にして、涙目になっている。動悸だってひどくなっていて、全力で走ったあとのようにうるさかった。

　年頃の少女とルームメイトになっても平然としているノアはいいが、アーニャは違う。

　異性との暮らしは気を使うし、ちょっとしたことで彼を男の子だと意識してはドギマギしてばかり。

「……人の気も知らないで気持ちよさそうに眠ってるなんて、どうしてくれようかしら」

　極力視界に少年の裸が入らないように視線を逸そらしつつ、彼を起こすべく手段を考える。

　なんだかんだいって、一緒に走る約束を守ろうとするあたりアーニャの性格がよくわかる。

　鼻でも摘つまんでみようかしら、といたずら心に再び火がつくと、笑いを嚙かみ締しめながらノアに近づいて行く。彼の裸は見ないように心がけながら、ベッドの上に乗り、腕を伸ばした。

「あれ？」

　しかし、アーニャの腕はノアに触れることはなかった。なにかが腕を摑んでいる。ノアではない。だって、彼はまだ気持ちよさそうに寝ている。ならば、なんだ。と、考えて青くなった。

「ま……まさかっ」

　逃げようとしたときにはもう遅い。アーニャの細い腕に、足に、腰に、黒い触手が絡みついていた。

「こらーっ、ノア！　あんたまた寝ぼけて触手暴走させて！　これで何度目だと思ってるのよーっ！」

　少女の叫び通り、ノアの影から数本の触手が伸びていた。アーニャを拘束している正体だ。

「いやっ、服の中入ってこないでぇ！　ぬるぬるしてるぅっ、んああっ、朝からっ、だめなのにぃいい！」

　本来はノアの意思で動くはずの触手だが、今は使用者が寝ぼけているため当てもなく動き回っているのだ。

　触手に服の中を動き回られるアーニャはたまったものではない。

「これっ、何度目だとぉ、思ってるのっ、よぉっ！　んっ、いやっ、そこ触ったらだめぇ！」

　分泌液を出してぬめぬめする触手はジャージの中に侵入し、太ももやお腹なか周りまでこねくり回すように動く。

　使用者は寝ぼけているくせに触手の動きはいやらしく、少女のデリケートな部分を的確に狙ってくる。

「──っ、んにゃあっ、おっぱいを触っちゃだめぇ……っぁ、んんんぅっ、パンツの中はっ、本当にだめっ──っ、んぁあぁああーーーっ！」

　平らな胸をこねくり回され、ついにはショーツの中にまで侵入してきた触手は、少女の秘部に容赦なく触れた。

　なんとか抵抗しようとするアーニャだったが、不意打ちの刺激を受けて腰を抜かしてベッドに崩れ落ちてしまう。

「……ん、あれ？　アーニャ、なにしてるの、触手巻きつけて？」

「はぁ……はぁ……あたしに触手が絡みついてるのよぉ……もういやぁ……」

　朝から触手の洗礼を受け、快感と羞恥で涙目になった少女は、なぜ自分ばかりがこんな目に遭っているのかと嘆く。

　すべては、数日前、ノアと初めて会ったときから始まったのだと、思い出すのだった。
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一章







　アマリリア大陸東部に存在するワインバーズ王国。建国の時代から王都に門を構える名門の学まなび舎やワインバーズ王立魔術学園の校長室。

　初夏の暑さを覚えるようになった日の夕方。ノア・アレンはここの学園長であり、魔術の師匠にあたるマルガレータ・グリムと一年ぶりの再会を果たしていた。

　東方の血を引いている黒髪と黒い瞳が特徴なノアは、柔和な笑みを浮かべた人懐っこそうな少年だった。この学園の制服を着用しておらず、破けたジーンズとカーキ色のジャケットを羽織っているだけ。つまり、外部の人間ということだ。

「久しぶりね、ノア。最後に会ってからもう一年になるのかしら？　ちょっと見ないうちにいい男になったわね」

　亜麻色の長い髪をポニーテールにした知的な美人が、書類から顔をあげて弟子に微ほほ笑えんだ。仕事中は眼鏡を愛用している姿が相変わらずで、変わりのない師匠にノアもつられて頰を緩ませる。

「お久しぶりです、師匠。最近は、裏社会で開催されているらしい裏触手武闘会に参加しようと思っていたんですけど、あなたから連絡をもらったので飛んできたんですよ」
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「なによその大会!?　わ、私の勘違いじゃなければ、触手魔術師ってあなたと私を含めて数えるほどしかいないはずなんだけど」

「ですから参加して偽者触手魔術師を倒して、僕こそ正当で愛と正義の触手魔術師だと示したかったんです」

「……触手魔術師に愛も正義もないでしょうに。……相変わらずの触手馬鹿でホッとしたような将来が不安のような、まったく」

　額に手を当てていたマルガレータだったが、すぐに笑顔に戻り、過去を懐かしむような視線をノアに向ける。

「そんなに褒めても触手しか出ませんよ？」

「神聖な学び舎で卑ひ猥わいなものを出さないで！　……本当に懐かしいわね。あなたに魔術を教えていた頃は、毎日怒鳴ってばかりだったものね」

「本当に懐かしいです。口が裂けてもあの頃に戻りたいなんて言いませんけど。マルガレータさんはスパルタでしたから」

「ふふっ、そうだったわね」

　こうして顔を合わせているだけで思い出が溢あふれかえってくる。彼女と過ごした数年は、慌ただしくも賑にぎやかで、忘れがたい思い出だ。

　だが、今は過去を懐かしんでいる時ではない。ノアはさっそく本題に入ることにした。

「ところで僕を学園に呼び寄せた理由はなんですか？」

「そうね。本題に入りましょう。ノアは違法魔術って知っているかしら？」

「大陸戦争時代に主流だった魔術ですよね。確か、使用者に危険だってことで現代では禁術にあたる魔術の一部だった気がするんですけど」

　現代において魔術と魔術師を管理している『魔術協会』が定めた危険魔術を禁術という。

　上は環境から、下は使用者にとって害にしかならないものまで様々だ。

　大陸戦争時代には魔術の使えない人間に強制的に魔術と契約させて無理な魔術行使をさせていたことで有名だ。その使用者の多くは、戦死するよりも早く廃人となり再起不能になっていたという記録が残っている。

「その通りよ。現代では国同士が戦うことなんてスポーツの延長線上ばかりだわ。使用者への副作用を押してまで使うものじゃないというのが我々現代魔術師の結論よ」

　禁術の中でも違法魔術というのは、魔力を持たない一般人でも魔術術式を刻んだ触媒と契約してしまえば行使できるというものだ。

　ただし、本来なら魔力を消費する魔術を、持たないものが使えば結果は明らかだ。

「まさかとは思いますけど、この話の流れですと……それに生徒が手を出している、なんてことは」

「残念ながらそのまさかなの。授業で違法魔術や禁術について学んでいても、成績に伸び悩む生徒の一部が手を出してしまっているの」

「うわぁ。大問題じゃないですか」

「問題はそれだけじゃないの。違法魔術はこの学園の誰かによって生徒に売られているのよ。頭が痛いことに、そこまで把握しながらも誰が違法魔術を売っているのかわからないってことなの。不ふ甲が斐いないわ」

「なるほど。そこで触手魔術師の僕の出番なんですね。わかります」

「違うから。ただ私の言うことを聞く手足が欲しかっただけよ。触手の出番なんてないから」

「ええー」

「残念な声出しても変わらないからね。あのね、あなたのその触手があればなんとでもなるっていう考えやめなさいって口を酸っぱくして注意したのに、まだ直してないのね」

　いったい触手でどう違法魔術問題を解決しようというのか問いただしてみたいマルガレータだったが、きっと意味がわからない独自の理論を展開されるだけとわかっていたので口を閉じた。

　要は、このノア・アレンという少年は、とても触手馬鹿だった。







「しょうもない弟子を持つと頭が痛くなるわ。さてと、あなたには私の手となり足となって奴隷のように働いてもらう予定なんだけど、せっかくだからこの学園の生徒として扱ってあげましょう」

「僕が、生徒って、いいんですか？」

「こっちにもいい機会なのよ。もう住む場所も用意してあるから安心なさい。なによ、変な顔して。もっと喜びなさいよ。それとも嫌なのかしら？」

「まさか！　逆ですって逆！」

　ノアは慌てて首を振る。一度として学園生活を送ったことのない彼にはありがたい申し出だった。

「ならよかったわ。じゃあ、さっそく今日から女子寮で生活してもらいましょう」

「──ええっ!?　女子寮ってそんな！」

「……鏡貸してあげましょうか？　口では驚いているけど、すっごくいい笑顔しているわよ」

「しまった！　……つい、ですね。いや、あの、僕も年頃なんですよ」

　喜びを隠そうとしない弟子につい苦笑が漏れる。

　思春期の扱あつかい辛づらい年頃なので反対も懸念していたが、想像の斜め上をいく返答に、そういえばこんな子だったわねぇ、と思い出した。

「言っておくけどね、学園は女子校だから住む場所は自然と限られてくるの」

「女子校!?　僕、男子ですよ!?」

「なにを言っているの。あなたとは一緒にお風呂だって入ったこともあるのよ。男の子なのはよーく知っているわ」

「……子供の頃の僕を弄んだことは忘れていませんからね」

「ふふっ、ノアが望むならいつだってかわいがってあげるわよ？」

　ルージュが塗られた唇を舐なめてみせるマルガレータに、ノアは背筋に嫌な汗をかく。もし間違った返答をすれば彼女は本当にやるだろう。

「遠慮しておきます」

「あら残念。さて、話を戻すけれど、我がワインバーズ王立魔術学園は共学化を考えているのよね。でも、反対する声もあって難航しているの。そこで、私の弟子であるノアをテストケースとして生徒に迎えることにしたのよ」

　反対の声も、学園長唯一の弟子を迎えるということで一応収まりをみせたようだ。

「せめて僕に相談してからにしてくださいよ」

「本音は？」

「女子校に唯一の男子万歳！　女子寮生活最高！」

「……ノアのそういう素直なところは好きよ」

　呆あきれたような感心したような顔をする師は、思い出したように口を開く。

「大事なことを言い忘れていたけれど、寮では触手禁止だから気をつけてね」

「──ええ!?　そんなぁ！」

　弟子の反応から事前に注意してよかったと思う。しなければ、絶対に触手を寮でうねらせていたに違いない。

「当たり前でしょう。あんな卑猥な魔術を寮で使われたら、私の責任問題になってしまうわ。万が一、私が学園をクビになったら責任をとってもらうから覚悟しておいてね」

「絶対に触手は使いません！」

「あら、残念。私、主婦も向いていると思うのだけどね。ま、触手魔術の訓練をするなとは言わないけど、人目につかないよう気をつけなさい」

「なんだか悪いことしているみたいで嫌な気分になるなぁ」

「年頃の女の子にとっては十分すぎるほど悪い光景でしょうね」

　師匠命令とはいえ、自分の大好きな触手を制限されたノアは、肩をがっくりと落としてしまうのだった。







「ほらほら、いつまでも落ち込んでいないの。そろそろ彼女が来る頃だからしゃんとなさい」

「彼女、ですか？」

　──コン、コン。

　丁度いいタイミングで、学園長室の扉がノックされた。

「あら来たようね。入っていいわよ」

「アーニャ・ヘインズビー入ります」

　会釈とともに現れたのは、小柄な美少女だった。

　燃えるような赤毛をツーサイドアップにした赤い瞳が印象に残る、勝気な雰囲気がある少女だ。

　体格は小柄で、幼さを残していると言っても過言ではない。ぴんと伸びた背筋と、青と白を基調にした制服をしっかり着こなしている姿から真面目さも窺うかがえた。

「……誰ですか、彼女」

「……そっちこそ、誰よ」

　ノアとアーニャの目と目が合った。なぜか探られるような視線を受け、少年がむっとする。

「よく来てくれたわね、アーニャ」

「あの、あたし、なにか学園長先生に呼ばれるようなことをしましたか？」

　どこか不安げな少女に、マルガレータが微笑む。

「いいえ、違うわ。今日はあなたに紹介したい子がいるの。ここにいる子は、私の弟子でね。名前を、ノア・アレンというのよ。ほら、挨拶して」

「ノア・アレンです。よろしく」

「あ、はい。アーニャ・ヘインズビーです……って、男子!?　この人、学園長先生のお弟子さんなんですか!?」

「かわいい愛まな弟で子しよ。今日からこの学園で男子のテストケースとして過ごすことになるの。アーニャには生活面でサポートをお願いしたいのよ」

　すると、少女は困ったような顔をした。

　いきなり初対面の男子生徒の世話をしろと無茶振りされたのだ、無理もない。

「あの、嫌ってわけじゃないんですけど、でも、ほら、男の子ってあたし、どうしていいのかわからないですし」

「あなたが一番の適任なのよ。だって、ルームメイトになるんだから」

「あー、ルームメイトならしかたがないですね。そっかー、ルームメイトかー。……え？　えぇえええええええっ!?」

　大きく目を見開いてアーニャが叫んだ。続いて、ノアとマルガレータを何度も交互に見比べてから、大きく深呼吸を繰り返した。

「無理です。無理です無理です無理無理！　ていうか、男子と一緒に生活するってどういうわけですか！　うちは女子校だから女子寮しかないんですよ！　あーもう、そうじゃなくて、あたしは女子寮に住んでいて、その部屋に男子がって、問題ばかりじゃないですかぁ！」

　あからさまに嫌だという反応のアーニャに、「だよねぇ」とノアは同情する。

　しかし、すでに学園長の中では決定事項なので、生徒に少し反対されたからといって変更などするはずがない。

「ところでアーニャ。あなたは、真夜中に訓練場の無断使用をしたあげく、武器や武具を破壊して隠しているそうね」

「うぐっ」

「本来なら停学にするところなんだけど、ま、あなた次第かなー？」

「う、ううぅ……あ、あたし、前々から男子と一緒に暮らしたいと思っていたんです！　喜んでルームメイトにしてください！」

「そう言ってくれると思っていたわ。でも、年頃の女の子が男の子と一緒に暮らしたいなんておませなこと言ったら駄目よ」

「このっ……」

「この？」

「い、いいえ、なんでもありませーん！」

　引きつった笑みを浮かべながらも、怒りなのか体をプルプル震わせるアーニャを見て、

「……相変わらず人の弱みを握って脅すのが得意な人だなぁ」

　と、師匠が相変わらずなことに、喜んでいいやら、嘆いていいやらのノアだった。

「では、二人仲よく学園生活を送るように」

　こうして、ノアの学園生活は、女子生徒とルームメイトという規格外な幕開けとなった。





◆






　すっかり日も落ち、学園長室から寮に案内されたノア。

　彼は、これから生活する部屋の扉を開け、なんとも言えない顔をしていた。

「うわぁ」

　ふたりが余裕を持って生活できそうな広さの室内には、ベッドとクローゼット、机がそれぞれふたつずつ備え付けられていた。

　他にも簡易キッチンと食事用のテーブルがあり、一般的な宿泊施設よりも設備が充実していた。部屋の奥にはトイレとシャワーもあり、男子でありながら女子寮で生活しなければならないノアにとっては至れり尽くせりである。

「うわぁ、これは、なんていうか、うん」

　ただ、問題がひとつあるとしたら、汚かった。

「ひ、ひとりで生活してたから気が緩んでいたのよっ。普段はもっと綺き麗れいなんだから、たまたま！　たまたまよ！」

　弁解するアーニャであるが、部屋の惨状は二日三日では到底できあがらない。少なくとも一ヵ月前から似たような感じだったはずだと推測できる。

　ベッドの上には脱ぎ散らかした衣服。靴下やショーツ、ブラジャーまでが落ちている。クローゼットは半開きで中身が半分溢れていて、机の上には書物が積み重なっていた。

　部屋の惨状に、ノアは女の子への幻想を砕かれた気分になってしまう。

（うん。まあ、掃除が苦手でずぼらな女性がいることは師匠と一緒に暮らしていた時に嫌という程見せつけられたけど、うわー。うわー）

「ちょっと待ってて、今片付けるから」

「手伝おうか？」

「お願──ううん、ありがと。でもやめて。男の子が触ってはいけない危険物ばかりだから」

「危険物って大げさ……ああ、なるほど」

　部屋を汚している原因の大半が衣服と書物だ。後者はさておき、前者は使用済みも落ちているはずだから、それを男子に拾われるのは抵抗があるのだろう。

　ノアとしても、同い年の少女のものを平然と片付けられるほど達観しているわけでもない。

　何気ない手伝いの申し出だったが、少々デリカシーがなかったと反省するのだった。

　することがないので、少ない荷物を床に置き、椅子に腰を下ろしてアーニャの後ろ姿を眺めることにした。

「あのね、学園長先生の手前、ああは言ったけど」

「うん？」

　黙々と片付けをしていたアーニャだったが、沈黙に耐えかねたのか手を止めずに話しかけてきた。

「本当は男の子と一緒に生活するなんて嫌なんだから。ママに知られたらなにをされるかわかったもんじゃないわ……一応だけど、あたしは貴族なんだから、変なことしようなんて考えないでよね」

「はいはい」

　ノアだって十六歳の少年だ。年相応に女の子は好きだし、興味もある。だが、アーニャのような気が強い子は、ちょっと苦手であった。

「少しでも変なことしたら、学園長先生がなんて言おうと寮から、ううん、学園から叩たたき出だすから覚悟しなさいよ！」

「わかったよ。でも、君だって僕に変なことしないでね？」

「誰がするか！」

　不本意だったのか、ノアに向かって手に持っていたものを反射的に投げつけたアーニャ。

　ノアは布の塊を片手で受け止める。手触りのいい感触に、ハンカチだと思って広げてみると、三角形をした淡いピンクのショーツだった。

「きゃぁああああああっ、ちょっとなんであんたがあたしのパンツ持ってんのよ！　変態！」

「誤解だ！　君が投げつけてきたんじゃないか！」

　慌てて投げ返すと、受け取った少女はショーツを素早くかき集めていた衣服と一緒にクローゼットに投げ込んで無理やり閉めてしまった。

　はぁはぁ、と肩で息をしながら耳まで真っ赤にしているアーニャに、射い殺ころさんとばかりに睨にらまれたノアは、大変な同居生活になりそうだと覚悟した。







「お、お互いに今のことは忘れましょう。ところで、あんたって学園長先生の弟子なんでしょ？」

　男子にショーツを広げられてしまった羞恥で真っ赤になったアーニャは、強引に話題を変えることを選んだようだ。

　同じく、なんとも言えない恥ずかしさを抱いていたノアは、苦笑しつつ素直に付き合うことにする。

「うん。付き合いだけなら結構長いんだけど、弟子入りしてから四年くらいかな」

「羨ましいわ。王国一と謳うたわれる学園長先生に師事することができるなんて。あの人って弟子を取らないことで有名なのよ。使っている魔術だって謎が多いし」

　魔術学園に通う生徒ならマルガレータのことが気になるのだろう。

　師匠が王国一などと仰々しい称号を持っているとは知らなかったが、弟子を取ろうとしないのは面倒ごとを嫌う彼女らしいと思った。

「あんたはどんな魔術が得意なの？」

　アーニャの興味は、当然、学園長の弟子であるノアにも向く。少年は、自慢するように胸を張って答えた。

「僕はひとつの魔術に偏っているんだけど、これだね」

　ノアの足元の影から黒い触手が何本も現れ、うねうねし始める。

「ひっ──な、ななな、なに？　なんなのそれ、触手？　どうして触手っ!?」

　突然の触手の登場に、アーニャは驚いて尻餅をつく。できるだけノアと距離を取ろうと後ずさりするが、すでに部屋の端にいるため逃げることができない。

「僕は触手魔術師なんだ」

「なによ触手魔術師って!?　はじめて聞いたんだけどっ！　ていうか、キモい！　うねうねさせんなっ、変態！」

「変態って、酷ひどいな。みんな誤解するようだけど触手魔術はね」

「説明なんてしなくていいから！　あんたね、変なことしたら承知しないって言ったばかりなのに、こんなもの出してあたしをどうするつもりなのよっ!?」

　拾いきれていなかった衣服を投げつけ、迫りうねる触手を警戒する。

「あのさ、さすがにその態度は失礼じゃないかって、またパンツ投げつけてくるし。そもそも、君になにもしないって──あ」

「なによ今、あ、って言ったでしょ。あ、って！」

「うん。ごめんね」

「どうして急に謝るのよ！　怖いんだけど!?」

「触手の制御に失敗しちゃった」

「どういう意味よ、それって……待って、どうして触手があたしに向かってくるの？　やめて、待って、待ってお願いだからっ、やめて触らないで、だめぇええええええっ！」

　ノアの触手魔術は触手を一から魔力で作って操っている。そのため常に制御下にあるのだが、まだ未熟であるためこうしてときどき暴走するのだ。暴走といっても酷いものではなく、害も少ない。

　──ただ、近くにいる誰かに絡みついて触手マッサージをするだけだ。

　制御を失った触手が獲物を求めて蠢うごめく。術者であるノア以外に、標的となりうるのは、この部屋の中には唯一アーニャしかいない。

　触手は少女の足首に絡みつき、逃げられないように拘束する。

「いやぁ！　ちょっとっ、離してよぉ！」

　続いて、もう一本の触手が分泌液を滴らせながら、彼女のふくらはぎ、膝の裏、太ももに触手を巻きつけていく。

「だめぇっ、ぬるぬるさせないでぇっ、ううっ、キモいよぉっ、とってぇ！　ねえっ、とってよぉ！」

「ごめん、本当に制御できないんだ。ちょっと待ってね、今なんとかして制御を取り戻すから！」

「このっ、ばかぁ！　役立たずっ！」

　足だけでは終わらない。アーニャを数本の触手が取り囲んで、一本、また一本と触手が絡みついてくる。

　触手の侵略はそれだけでは終わらない。少女の柔肌にそって、制服の中へと侵入していった。

「いぁあああああっ、だめぇっ、服の中だけはやめてぇっ！　入ってこないでぇえええ！」

「あわわわわわ、師匠に殺される！　禁止って言われたその日に、触手暴走させて女の子をマッサージしちゃうなんて……絶対に殺される！」

「そんなこといいから助けてよぉ！　早くぅっ、んっ、んんっ、だめっ、ブラとらないでぇっっ、もうっ、ぬめぬめ嫌っ！　こらっ、あんたっ！　絶対っ、わざとっ、やってるでしょぉ」

「誤解だよ！　事実無根だ！」

「知らないわよっ、ひゃぅっ、お尻までさわられたぁ！　もうっ、だめっ、服の中でっ、こんなにされたらっ、あたし、もうっ！」

　リボンを取られたブラウスのボタンがすべて外されたせいで、幼さを感じる肌を露出させてしまっている。

　スカートもホックが外れ、色の揃そろったピンク色のショーツとブラが露あらわになってしまっている。

「いやぁ、もうぉっ、男の子と手を繫つないだこともないのにぃっ、目の前でぇっ、こんなことされちゃうなんてぇ！」

　ノアは、今さらながら慌てて、視線をアーニャから外した。
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　無断触手使用をしたせいで師匠からどんな罰を受けるのか戦々恐々としていたのだが、今の状況はまずいと気づいたのだ。

　部屋にはふたりきり。ルームメイトの少女は自分が暴走させた触手に搦からめ取とられて、あられもない姿を晒さらしている。

　緊急事態だというのにノアにできることはなく、少しでも早く暴走が終わり、触手が消えますようにと触手の女神に祈ることしかできない。

　視線を外しても、触手が与える刺激に耐える艶なまめかしい声が聞こえ心臓に悪い。

「ちょっとぉ！　知らん顔してないで助けてよっ！　んっ、このっ、外れない！」

「ああっ、暴れるともっと絡みついちゃうよ！」

「そういうことは早く言ってよ！　んあっ、だめっ、もっとぬるぬるしてくるぅっ！」

　抵抗を続けるアーニャは、息も絶え絶えになりながらも諦めない。負けるものかと意地になればなるほど、触手もよりいっそう絡みついてくる。

「あの、言いづらいんだけど」

「なに!?　早く言って！」

「まだ触手くんは戯れているだけであって、マッサージはこれから始まるっていうか、なんというか、はじまりはこれから的な？」

「マッサージってなに!?　これからもっとひどくなるの!?」

　触手に全身を舐められながら、絶望に表情を歪ゆがめるアーニャ。

　その時だった。

「悲鳴が聞こえたけど、なにごとかしらぁ。あ、あら、なにかしらこれは？　ちょっと、あらあら、だめよ、いやっ、触手がっ、私の、服の中にぃ！　あぁんっ、そんなえっちなことしたらだめよぉ、彼氏だっていないのにぃっ、あんっ、いやんっ、触手にえっちなことされちゃってるぅっ！」

「なんか知らないけどひとり増えちゃったぁああああああ！」

「ハイディ先生たすけてぇええええ！」

　先ほどのアーニャが発した悲鳴を聞き駆けつけてくれた教師と思われる女性が部屋に飛び込んでくると同時に、素早く伸びた触手に搦め取られてしまう。

　絶叫するノアと助けを求めるアーニャだが、すでに遅い。

「あああんっ、お胸ばっかり揉もんだらだめよぉっ、いたずらしないでぇ！」

　ハイディと呼ばれた教師は豊満な肢体に服の上から触手を食い込ませている。

　癖のあるふわふわとしたブロンドヘアーを伸ばした二十代半ばの美女は、肌を紅潮させて喘あえぎだす。

　ゆったりとしたニットとフレアスカートを捲めくられ、ゆるふわな印象と違ってセクシーな紫色のランジェリーを露わにされながら、触手のいたずらを受けている。

　心なしか、アーニャからハイディに触手の興味が切り替わった気がした。きっと、ぺたんこの少女よりも、触手もスタイルのいい巨乳教師のほうがやりがいがあるのだろう。

「いやっ、なんかあたしまでおっぱい揉まれてるんだけどぉ！　やめっ、そんなにしたら、お胸壊れちゃうぅ！」

「ひうっ、生徒が見てるのにぃ……私の身体からだが触手にっ、あっ、あああっ、やめてくださいぃぃっ、お嫁にいけなくなってしまいますぅっ！」

　美少女と美女が触手に捕らわれ、肌を露出させて喘いでいる。

　両者とも快感を堪こらえようと力を入れているが、刺激には勝てないようで甘い嬌きょう声せいを漏らしている。

　卑猥な動きをする触手が少女の胸だけでは飽き足らず、ついにはショーツの中にも侵入を試みる。

「いやぁ！　だめぇっ、そこだけはだめなのぉ！　女の子の大事なところっ、触らないでよぉ！」

　顔から火が出そうなほど赤くしたアーニャがこれ以上ない羞恥を覚えて叫ぶ。

　年頃の女の子が異性の前で、触手にとはいえ秘部に触れられるということはあまりにも問題すぎた。

　不幸中の幸いなのは、肝心な場所が少年の目に映らないことだけ。

「あ、アーニャさんっ、ああんっ、私にもっ、うっ、あっ、んあっ、ショーツ脱がさないでくださぁいっ！　男の子の前でぇ、はずかしい格好させないでぇ！」

　女教師にも被害は続く。

　ついには下着を引っ張られ、大きなお尻が露わになっている。最後の一線を死守するように内股になっているものの、その姿は逆にいやらしく見えた。

　取り返しのつかない事態にノアは蒼そう白はくとなる。思春期の少年にとって目を離せない光景ではあるが、それどころではない。師匠に触手の暴走がバレれば、おしおき必至だ。

　少年は震える声を出して、なんとか彼女たちを落ち着かせようと試みる。

「えっとね、これは触手マッサージって言ってね。体をしっかりほぐしてくれるだけじゃなくて、美容効果もあったりするんだ。ほら。ぬめぬめしているでしょう。それは下手な美容液よりもお肌によかったりするんだよ。これは実験済みだから、安心していいよ！」

「できるわけないでしょぉおおおおおおっ！」

「だよねー！　ごめんなさーい！」

　その後、触手の暴走は三十分続いた。

　触手から解放されたと同時に、ほぼ全裸となったアーニャは有無を言わさずノアを張り倒した。

　変態、痴漢、女の敵、と出会ったばかりの少女に不名誉な称号を受けながら、ノアの学園生活初日は幕を閉じるのだった。





◆






　──深夜。校舎裏にひとりの生徒がいた。

　夜遅いにもかかわらず制服姿で月明かりに照らされる少女は、ケール・ビギング。茶色い髪をおさげにした、そばかすのある気弱そうな印象の子だ。

　寮生たちが寝静まった時間まで、彼女はひとり魔術の訓練を続けていた。

　ケールは成績優秀とは言えない生徒だった。座学はそれなりの成績を収めているが、気の弱い性格のせいか体が萎縮してしまうため実技は苦手だ。

　彼女と同じく実技を苦手とする赤毛の同級生と励まし合うことも度々ある。実のところ、ケールはそんな同級生が心の支えだった。

　魔術が使えない彼女がいてくれるだけで最下位になることはないと安心感を覚える。

　そんな嫌なことを考えなくてもいいように努力を続ける日々。

　しかし、赤毛の同級生は自分以上の努力家であるため、いつか追いつかれるかもしれないという不安がケールを襲うようになっていた。

　そして、今日。憧れてやまない学園長から同級生が名指しで呼び出されたと聞き、嫉妬した。

　──落ちこぼれのくせに。

　気づけば暗い感情が胸に宿っていた。

　自分の中の醜い感情を認めることができず、一日体を動かしていたが、結果は伴わず、嫉妬ばかりが膨れ上がってしまった。

　だからかもしれない。

　いけないとわかっている物に手を出そうと決意してしまったのは。

「お待たせしちゃったかしらぁ？」

　不意に闇の中から甘い声がかけられた。ケールは、身を硬直させる。

「い、いいえ、そんな。あの、私は」

「名前は言わなくても知っているわよぉ。だって、あなたのことを以前から見ていたもの」

「そ、そうなんですか？」

「とても努力している子だなぁって。でも、その努力が実らなくてかわいそうな子でもあるのよね。ごめんなさい、ちょっと意地の悪い言い方だったかしら？」

「……事実ですから」

　はっきり口に出されると落ち込んでしまう。

「あらあら、泣かないで。私を求めるみんなもあなたと同じ悩みを抱えているの。だから嘆くことも悲しむこともないのよ。あなただけの問題じゃないもの」

　闇の中から女性が歩いてくる。穏やかで安心感を与えてくれる心地よい笑みを浮かべる彼女に、ケールは安心した。

　これからする悪いことへの罪悪感が消えていく。

「さあ、契約をしましょう。あなたのためにとっておきの魔術を選んできたの。これで明日からあなたの世界は一変するわ」

「──っ、ありがとうございます！」

「でも、気をつけてね」

「え？」

　安心していたのも束つかの間ま、緊張に襲われ身を硬くする。

「ふふ、難しいことじゃないのよぉ。学園長がね、私たちの助けになってくれる魔術を違法魔術なんて言い始めて、調査する人間を迎え入れたの」

「それって……どうすればいいんですか？」

「特に何もしなくていいわぁ。ただ、気をつけてということ。向こうは私たちの魔術を違法だと思っているの、せっかく手に入れてもすぐに取り上げられたら嫌でしょう？」

「は、はい。嫌です。気をつけます」

「うふふ、ならよかった。ごめんなさい。ちょっと怖がらせちゃったかしらぁ。気をつけて欲しかっただけなの」

「いえ、前もって知ることができてよかったです。ありがとうございます」

　小さく頭を下げた少女の体を女性はそっと抱きしめた。

「じゃあ契約を交わしましょう」

　耳元で囁ささやかれた声に、ケールは希望に瞳を輝かせて頷うなずいた。







　無事に契約を結び、魔術を手に入れた生徒が繰り返し頭を下げながら寮へ戻っていく。

　小さく手を振って見送っていた女性だったが、少女の姿が見えなくなると浮かべていた笑顔を消して、鼻を鳴らした。

「馬鹿な子。あまり時間がないから値段を釣り上げて、あと何度か稼がせてもらいましょう。それにしても……学園長も余計なことをしてくれるわね。せっかく生徒会の目も盗んで順調だったのに……忌いま々いましいったらありゃしないわ」

　人の目がないため苛いら立だちを隠そうとしない女性は、親指の爪を嚙かんだ。爪を嚙み割り、血が流れる。痛みと血の味に冷静さを取り戻すと、女性は闇の中に消えていくのだった。





二章







　早朝。慌ただしい一夜を終えて、疲れ果てて眠ってしまったアーニャが目を覚ました。

　昨日までだったら空いているはずの隣のベッドになにげなく顔を向けると、頰に紅葉を作った少年がタオルケットをかけて気持ちよさそうに寝ている姿があった。

「──っき」

　思わず悲鳴をあげそうになって、慌てて飲み込んだ。男子のルームメイトができたことを思い出す。

　悲鳴の代わりに喉から出てきたのは、大きなため息だ。

　寝息を立てている少年を見ていると、昨晩の出来事を思い出してしまい頰が紅潮して顔が熱くなる。

「……よくも乙女に触手であんなことを」

　同時に怒りもふつふつと湧いてくる。

　昨夜は、触手で乙女の柔肌を蹂じゅう躙りんされた挙句、ブラとショーツを剝ぎ取られ、ひどい目にあった。

　さらに駆けつけた寮長を務める教師にまで毒牙を伸ばしたのだ。

　なんとか触手から解放されたアーニャは、謝罪するノアを本気でひっぱたいた。

　思うことはたくさんあるし、言いたいことも山のようにあったが、分泌液でぬめぬめになった身体からだを洗うため早々にシャワーに向かった。

　すっきりして出てくると、再び謝罪してくる少年の姿があった。

　さすがに二度も頰を叩たたくのは気が引けてしまったため、鼻を鳴らしてベッドに潜り込むとふて寝したのだ。

　昨晩の怒りを再燃焼させたアーニャだったが、意外と怒りというのは持続しない。くぅ、と可か愛わいいお腹なかの音がなると、

「お腹が減ったわね。怒るのにも疲れちゃったわ」

　空腹のほうが気になってしまった。

　時計を見ると、授業までは十分すぎるほど時間があったが、早朝訓練をする生徒のために食堂がすでに開いていることを知っている。

「あたしも体を動かさないと……今日も実習があるし」

　こっそりベッドから抜け出し、少年へ近づくと、本当に眠っているのか確認した。

「まだ、起きないでよ？」

　アーニャはしっかり寝息を立てているノアに安心すると、寝間着を脱いで制服に袖を通した。

　先に朝食を済ませてから訓練をしよう、と考えながら、メニューを思い浮かべて部屋から出て行こうとドアノブに手をかける。と、動きを止めた。

「い、一応、学園長先生から直々に面倒を見るように言われたし、このまま放っておくのもなんか違うわよね？」

　まるで自分に言い聞かせるようにつぶやくと、深呼吸を繰り返して足を戻す。

　未まだ眠る少年におっかなびっくり手を伸ばすと、そっと触れた。

「ねえ、起きなさいよ」

　よくよく思えば、異性に触れるのは初めてだ。

　物心ついたときに父親はおらず、厳しい母と二人の姉と一緒に暮らしていた。侯爵家の実家には使用人がいたが、関わったのは女性が多く、少ない男性も初老だった。

　昨日は勢いがあったため気にしなかったが、同世代の男子とこんな身近で生活したことはない。

「……男の子と一緒の部屋で眠ったなんてママに知られたら殺されるわ」

　男子への未知なる感情と、母への恐怖で胸がドキドキする。アーニャは胸の高鳴りを隠すように、先ほどよりも大きな声をノアに向けた。

「ねえったら、あんたも今日から授業を受けるんでしょ。早く起きなさいよ」

「うぅ……ん……あと五年」

「あのね、別にそんな定番なことをしてほしいなんて一言も言ってないから！　早く起きなさい！」

　ベタな寝言を口にしたノアに、苛いら立だったアーニャは、彼の体を覆っていたタオルケットを剝ぎ取ることにしたのだ。

　が、次の瞬間、アーニャは硬直した。

　続いて、顔中がみるみる真っ赤に染まっていく。

「にぃやぁああああああああああああっ!?」

　そして絶叫した。

　少女の視線の先には、寝間着など着用せずにパンツ一枚で眠るノアの姿があった。

　気が強くても侯爵家のお嬢様である少女には、あまりにも刺激が強すぎた。

「あ、ああああ、あんた、どうして、裸なのよぉ！」

　頭から湯気が出そうなほど熱を覚えながら、少女は手に持つタオルケットを再び少年にかけることで彼の体を隠そうとした。が、うまくできない。混乱していることと、慌てていることもあり、タオルケットがベッドの向こう側に落ちてしまった。

「もっ、もうっ、どうしてよぉ！　いやぁ……たすけてぇ」

　今まで以上に近づいているせいか、少年の体温が近い。ごくり、と喉を鳴らしてしまうが、理由は自分でもわからなかった。

　震える手でどうにかこの現状を解決しなければと思ったアーニャは、必死に視線を動かす。

　すると、手の届くところに、授業の復習のために毎晩読むことにしている分厚い革製の書物を見つける。

　なにを思ったのか少女は手を伸ばし書物を取り、大きく持ち上げる。

　重さに腕が震えるが知ったことではない。今は、一刻も早く、少年の裸を隠したい。

「もういやぁっ！」

　そして、短い叫びとともに、少年のパンツに向かって重い書物を放り投げたのだった。

　刹那、耳を塞ぎたくなる絶叫があがった。







「……男としての機能が駄目になったら責任を取ってもらうからね」

　授業開始前の教室前の廊下を、内股で前かがみとなったノアが歩く姿があった。隣には気まずそうな顔をしたアーニャもいる。

「ご、ごめんってば！　でもね、こっちだって被害者なのよ！　あんたの裸見せられてね！　ちょっとは女の子と一緒に生活していることを考えなさいよね！」

　顔色の青いノアと対照的に、アーニャは耳まで真っ赤だった。

　ふたりの朝は騒がしく始まった。

　分厚い書物で股間に打撃を食らったノアの目覚めは最悪の一言だ。

　悶もん絶ぜつする少年を見て、混乱していたとはいえやりすぎたと少女が慌てたのは言うまでもない。

　無防備な状態を襲われたノアは抗議の声をあげるどころか、呼吸さえままならず動けなかった。そんな彼を放置することができなかったアーニャは、揃そろって朝食に間に合わなかった。

　おかげで二人とも空腹だ。

「ほら、一時間目はグラウンドで実習よ」

「だめ、無理。お腹痛くて力入らない」

「あのね……そんな大げさにしなくてもいいじゃない。まるであたしが酷ひどいことしたみたいじゃない」

「言っておくけど、酷いことされたと思っているから。この苦しみを味わわせてあげたいよ！」

　恨めしそうに睨にらまれたアーニャは、罪悪感があるのか少年と視線を合わせない。

「さ、早くいきましょ。ほら」

　背中に突き刺さる視線から逃げようと、少女はグラウンドに向かい、足早に先導するのだった。







「本日は実戦式の授業をはじめまーす」

　担任教師のハイディ・マイヤーがふわふわした髪を揺らして甘い声で授業の開始を告げた。

　ゆったりとした服の上からでもわかる豊満な肢体が特徴の女性は、昨晩ノアが暴走させた触手に巻き込まれた人でもある。彼女はあられもない姿をさらしながら、必死に謝罪するノアをあっさり許してくれた人格者だ。彼女のおかげでアーニャも怒りを収めてくれたと言える。

　聞けば、寮長も兼任しているらしく、アーニャの悲鳴に駆けつけてきてくれたらしい。

（学校ってこんな感じなんだ。色々な生徒がいて楽しそうだなぁ）

　すでに例外的な男子の転校生として好奇の視線を浴びながら自己紹介したノアは、他の生徒と同じようにグラウンドに整列してハイディの話を聞いている。

　時々、前方にいるアーニャがこちらを振り返るので目が合うのだが、手を振ってもそっぽを向かれるだけで少し寂しい。

「それでは、ひとりずつ先生の使い魔と戦ってもらいますねぇ」

　致命的な怪け我がを防ぐ術式の施された円形の簡易リング上で、ハイディが操る使い魔の人形と生徒が戦うだけだ。

（怪我をしないのに本格的な戦いができるのはすごいな）

　学園の設備に感心するノアが、マルガレータのもとで魔術の訓練をしていた頃は、彼女に叩きのめされて怪我をする日々だった。今ではいい思い出だが、安全な訓練ができるというのは心底羨ましい。

　リングの周囲に生徒たちがそれぞれ散らばると、さっそくひとりの生徒が使い魔と戦い出し勝利する。

　基本は攻撃魔術の力押しではあるが、入学してわずかとは思えないほど魔術慣れしていた。

　実習形式の授業を続けている証拠だろう。魔術を使うにも苦労する人間は少なくないので、この学園の生徒の水準は高いように思えた。

「そろそろアーニャの番だね」

　隣に立っていた少女に声をかけてみるが、反応がない。

　彼女はリングで戦うおさげの少女を、信じられないものでも見るように凝視していて、ノアの声が届いていないようだった。

「アーニャ？　あの子、どうかしたの？」

「え？　あ、ううん、あの子……ケールは、あまり魔術が得意じゃなかったのに」

「……得意じゃない？　今までで一番、魔術が上う手まい子だと思うけど」

　ノアの言葉通り、ケールと呼ばれたおさげの生徒は、他のどの生徒よりも素早く、的確に使い魔の人形を倒していた。

　武器を持たない使い魔の動きは単調で、一直線に突っ込んでくるに近い。

　人形なので後先考えていないのか、生徒を萎縮させることを目的としているのか、その勢いはかなりのものだった。

　魔術学園の生徒になりたての少年少女が、突進してくる相手に落ち着いて魔術を使えるようにするための訓練なのだろう。実際、臆して尻餅をついてしまう生徒も少なからずいた。

　大半の生徒は、自分の得意分野である属性の攻撃魔術を放ち、使い魔を見事倒している。ケールはその中でも、魔術の威力も、展開するまでの時間の早さも群を抜いていた。

「あの子、いつの間に魔術が上手くなったの？」

　隣で呟つぶやくアーニャの声に、羨望と嫉妬の感情が宿っていることにノアは気づいた。しかし、ケールについて何ひとつ知らないため、少年は口を開くことはなかった。

　結局、アーニャは自分の番が回ってくるまで、唇を嚙かみ締しめて生徒たちが戦う姿を睨にらんでいた。







「では、次はアーニャ・ヘインズビーさん」

「はいっ！」

　名前を呼ばれ、アーニャはリングに上がる。

「頑張ってね、アーニャ」

　ルームメイトの少年が声をかけてくれたが、小さく頷うなずくことでしか返事ができなかった。

　これから挑む実習に緊張していた。それもそのはず、アーニャ・ヘインズビーは初歩ともいえる基礎的な魔術がうまく行使できず、大体が不発で終わってしまう。

　他人が羨むほどの魔力に恵まれているにもかかわらず、魔術を使う才能がなかった。

　心無い生徒たちは、そんなアーニャが失敗する度に嘲笑することもある。

　現在の少女の内心は複雑だ。理由は、先ほど見事使い魔を倒したケール・ビギングというクラスメイトだ。彼女はアーニャほどではないが、気の弱い性格から魔術を幾度となく失敗させていた。とくに戦闘面が苦手なようで、今日のような実習授業では例外なくミスを犯してしまう。

（でも、今日のケールは別人みたいだった。あんな風に術をちゃんと使えるようになるなんて……どれだけ訓練を積んだのかしら）

　似た境遇の二人は親しく、つい昨日も満足な結果を出せずに慰めあった。

（ケールが羨ましい……あたしだけ、置いていかれたみたいじゃない）

　胸の内には、気が弱かったケールが見事に戦えたことへの賞賛と、それ以上の羨望と嫉妬が宿っている。

（──あたしだって！）

　ケールが成長したのなら、自分もできるはず。

　根拠のない意気込みを抱き、使い魔の人形を睨む。

「準備はいいですね。それでは、はじめまーす」

　開始の声と同時に、使い魔が突っ込んでくる。

　今まで何度も見ていたので覚悟はできていた。たった一撃、魔術を当てればいい。

「──炎よ、あたしに力を貸しなさい！　敵を焼き払え！」

　魔力を高め右手を突き出す。

　手に集まった魔力が炎と化して放たれる──ことはなかった。

　──ぽすんっ。

　体から力が抜ける。魔力が霧散したのだとわかった。

「あーっ、もうっ、どうしてなのよ！」

　また失敗したのだと悟り、唇を嚙み締める。が、それが失敗だった。

　魔術を失敗しても実戦授業はまだ続いている。その証拠に使い魔はすぐ目前に迫っていた。

　思わずアーニャは目を瞑つぶってしまう。

　襲ってくる衝撃と痛みを覚悟して身を固くした少女は、次の瞬間、浮遊感を覚えた。

「え？」

　衝撃も、痛みもない。ただ、驚くことしかできない。

「まったく、いくら実習でも目を閉じたら駄目でしょうが」

　アーニャは、ルームメイトの少年によってお姫様抱っこされていた。

「え？　え？」

　突然すぎる状況に、混乱する。

　その間にも、割って入った少年が、勢いよく使い魔を蹴り飛ばした。音を立てて、地面に転がった人形を、ノアは少女を抱きかかえたまま追撃する。

　痛みなど感じない使い魔が立ち上がり、再びこちらに向かおうとしているも、それより早く少年の蹴りが頭部へ直撃した。

　宙に舞った人形は、そのままリングの外へ落ちる。

「あらあらお見事ですね」

　ハイディの賞賛の声と、周囲にいた生徒たちのざわめき。動かなくなった人形を見て、アーニャは自分がノアに助けてもらったのだと悟った。

「──よ、余計なことしないでよ！」

　魔術が失敗したこと、少年に救われたことを恥と感じたのか、顔を赤くした少女が怒鳴る。が、

「授業だからって気を抜いちゃだめでしょ？」

　感情的になったアーニャに対して、あくまでも冷静なノアの姿に、沸騰していた頭が冷静に戻っていく。

「……ごめん、あと、助けてくれてありがと」

「うん。どういたしまして」

　感謝が遅れたにもかかわらず、優しい表情を向けてくれたノアに、アーニャは泣きそうになった。







　ルームメイトの少女を抱きかかえていたノアは、リングの外で彼女を降ろすと内心安あん堵どの息を吐き出した。

（あー、びっくりした。間に合わなかったらどうしようかと思ったよ）

　リングの中では怪我はしないとはいえ、ダメージが大きすぎれば問題だ。

　ノアがアーニャと使い魔の間に割って入ったのも、少女が無防備だったからだ。あのままでは脳のう震しん盪とうくらい起こしていただろう。

　唇を嚙み締めてうつむくアーニャを励まそうと声をかけようとしたが、突如、不愉快な言葉が耳に届いた。

「またあいつミスったわ」「どうしてあんなのが学園に入学したのかしら」「あれと一緒にされたら嫌なんだけど」「侯爵家だからって優遇されてるんじゃない」「うわっ、最低」

　一部の生徒が好き勝手に言っている。

　ノアに声が届いているのなら、もちろんアーニャも同様だ。心無い悪口に、彼女は拳を固く握り締め、体を震わせて耐えていた。

　悲しみか、怒りか、それともノアにはわからない感情を我慢しているのか、今にも泣いてしまうんじゃないかと不安になる。

「いい加減に──」

　好き勝手言う生徒に我慢ができず抗議の声をあげようとしたノア。

　しかし、彼の言葉を遮って、誰かが声を荒らげた。

「いい加減にしなさい！　悪口を言うのなら、陰でこそこそ隠れてではなく本人に直接言いなさい！　できないのであれば、おとなしく口を閉じていなさい、不愉快ですわ！」

　声の主は少女だった。

　ブロンドの巻き毛を長く伸ばした、碧へき眼がんの少女だ。学園指定の制服の上からでもはっきりとわかる、たわわに育った胸を張り、臆することのない姿は気高さを感じる。

　少女の一喝に、陰口を叩いていた生徒たちが静まり返る。ふん、と鼻を鳴らす少女は、堂々と当然だと頷いている。

（……熱くなりかけたけど、この子のような友達思いの子もいるんだね。ちょっと安心した）

　転校生の自分なんかよりも、入学時から一緒だった生徒の言葉のほうが伝わっただろうと思う。同時に、周囲に流されることなくクラスメイトを想おもって、声を張りあげることのできる少女にノアは感動していた。

「……エミリア」

　アーニャは驚いた顔をして自分の口でエミリアと呼んだ少女に視線を向けた。もしかしたら、庇かばってくれるとは思っていなかったのかもしれない。

　しかし、

「アーニャさん、わたくしはあなたにはっきりと言いましょう」

「な、なによ」

「あなたはもう一度、一年生を来年からやり直すか、初歩のもっと初歩の魔術を別の何ど処こかで学び直すべきですわ。これでは、クラスメイトの足を引っ張ってしまうだけですもの」

（いい子だと思っていたけど、違ったー！　陰口じゃないけど、はっきりと言いたいこと言う子だったー！）

　こそこそしないので不快感はないが、ちょっと感動を返せと言いたい。

　呆ぼう然ぜんとしていたアーニャは、なにを言われたのかわかって体を震わせた。

「なっ、なんであんたにそんなことを言われなくちゃならないのよ！」

「事実ですわ。なぜ、アーニャさんのような方が入学できたのか知りませんが、取り返しのつかない怪我をする前に、魔術師になることを諦めた方が身のためですわ」

（──あれ、今のって）

「好き勝手言って、大きなお世話よっ！」

　顔を赤くして唾を飛ばすアーニャ。

　鼻を鳴らしてさも当然のことを言ったとばかりのエミリア。

　教師と生徒は、ふたりの間に割って入ることができずにオロオロしている。

「あのさ、ふたりとも今は授業中だし、一度落ち着いて」

「事実ですので。わたくしは陰口のような汚いことはしませんが、言うべきことははっきりと言って差し上げます。あなた、向いていませんわ」

「──っ、この……決闘よ！」

「僕の話聞いてよ」

「いいでしょう。受けて立ちますわ。アーニャさんがこれ以上、無駄な努力をしなくてすむようにコテンパンにしてさしあげましょう。おほほほほほ！」

「ムカつく！　超ムカつくこいつ！」

　今にも摑つかみかかりたいのを堪こらえているアーニャに、口元に手を当て高笑いしたエミリアが挑発的に誘う。

「さあ、リングにお上がりなさい。わたくしは他の生徒のように初歩的な魔術で喜ぶような実力ではありませんことよ？」

「上等よ！」

　ノアを無視してリングに上がってしまう二人。

「いや、だから聞いてよ！」

　取り残されたノアに、思い出したようにエミリアが言い放った。

「まるで他ひ人と事ごとのようにしていますが、転校生のあなたも同じですわ。殿方でありながら例外的に入学を許可されたあなたが、本当にこの学園にふさわしいのか、実力を見せてくださいまし」

「え？　僕もなの？」

　なぜか決闘に巻き込まれてしまったノアは、困ったように頭を抱えるのだった。
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「あんたは手を出さなくていいから。あたしだけであのムカつく高飛車女をぶっ飛ばすわ！」

「魔術苦手なんだから無理しないほうがいいんじゃないかな。さっきの繰り返しになるよ」

「……うぅ。そ、それでもあたしが売られた喧けん嘩かなのよ！」

　強気のアーニャではあるが、ノアの心配は的を射ている。

　つい先ほど魔術を失敗したばかりなのに、どこからエミリアをぶっ飛ばせる自信が来るのか不思議だ。もう少し慎重になってほしい。

　リングの上には、豪華なブロンドの巻き毛をいじるエミリアが待ち構えている。

「さあ、敗北する準備はよろしくて？」

「あんたこそ！　泣かせてやるんだから！」

「わたくしが？　泣くですって？　おーほほほほほほほっ、できるものならやってごらんなさい！」

「こ、こいつ、本当にムカつくぅ！」

　アーニャの啖たん呵かをエミリアは声をあげて笑い払った。

　その態度に頭にきた少女は、赤毛を振り乱して地団駄を踏む。

「どうどう、落ち着いて」

「あたしは動物じゃないんですけど！」

　今にも突っ込んでいきそうなアーニャの肩に手を置いて、なだめようとするノア。

「はいはい。とりあえず、しっかり落ち着いて。魔術が使えなくたって勝つことはできるんだから」

「……どういう意味よ」

「話を聞いてくれるみたいでよかったよ。あのね、これは決闘でしょ。魔術の授業じゃないんだよ」

「──っ、それって」

「気づいたみたいだね。別に魔術だけを使わなくちゃいけない理由なんてないんだってこと」

　決闘のルールは決められていないのだから、魔術以外を使えばいい。

「……でも、魔術の実習授業中なのに」

「あのね、はっきり言わせてもらうけど、魔術だけですべてが決まるわけじゃないんだよ。例えば、魔物を相手に戦うなら、剣と盾だって必要じゃないか。アーニャは将来、どんな魔術師になりたいの？」

「あたしは──騎士になりたい」

「そっか。なら、魔術だけにこだわらないほうがいいよ。騎士にとって魔術は戦う手段のひとつでしかないんだから」

　アドバイスを続けるノアだが、不意にアーニャが自分の瞳をじっと見ていることに気づいた。

「僕、なにか変なこと言ったかな？」

「ううん、でも……あのね、笑わないの？」

「笑う？　どうして僕がアーニャのことを笑わなきゃならないのかな？」

「だって、あたし騎士になりたいって言ったのよ。騎士になるためには、魔術が必須なのは知ってるでしょ。ただ使えるだけじゃダメ。一流の魔術師として認められないと、騎士にはなれないのよ」

　彼女の言う通り、騎士になるには魔術が使えるだけでは駄目だ。

　魔術の使えないアーニャにとっては、はるか高みの目標なのだろう。きっと、夢を口にして笑われたこともあるはずだ。

「アーニャの夢を、笑うわけがないじゃないか」

「……ノア」

「わかるよ。魔術が使えないから、自信がないんだね。でもね、考えてごらん。今、ここにいる僕を含めた生徒たちみんなが騎士にはなれないよ。だって、まだ魔術師になったばかりのひよっこじゃないか」

「でも、あたしよりはマシよ」

　弱々しい口調からわかった。

　アーニャ・ヘインズビーは自信がない。

「なら勝とう。たとえ魔術が使えなくても、決闘に勝って、みんなと大きな差がないんだって示そうよ」

「……うん。でも、ひとつだけお願いがあるの」

「なんでも言ってよ」

「ひとりで戦わせて！」

　きっとアーニャならそう言うと思っていた。

　目標に向かい、決意の炎を宿らせた少女の瞳に、ノアは黙って頷くことしかできなかった。







「待たせたわね」

「待っていませんわ。このエミリア・ウェイン。貴族として当然の振る舞いですわ」

「あのね、あたしの家は侯爵家。どっちも貴族だからね」

「──っ、そうやって爵位が上のことを自慢して」

「したつもりはないんだけど……もうっ、決闘の前に変なこと言わないでよね。覚悟はいい？」

「ええ、いつでもどうぞ」

　リングの上で、制服姿の少女たちが睨み合う。

　クラスメイトと担任が見守る中、ふたりはお互いだけに集中していた。開始の合図はいらない。少女たちは、同じタイミングで動いた。

「──疾風の矢よ！　敵を撃ち射い貫ぬきなさい！」

　一歩早かったのはエミリアだった。まるで手の中に弓と矢があるように、番つがえ、弦つるを引く。

　アーニャには見えないが、エミリアだけに見える風の弓矢が確かにそこにあった。

　引き絞った不可視の弦を離した刹那、風の矢が放たれる。

「食らうかっての！」

　見えない矢に対して、アーニャの対応は、体を動かし続けることだった。

　動かない的にならないよう、決して足を止めることなく、リングの上を縦横無尽に駆け巡る。

　クラスメイトであるからこそ、初手の対応もできた。

　エミリアが矢を射る度に、アーニャのいた場所が削れていく。おそらく足を狙って動きを止めようとしているのだ。

「動きさえ止めてしまえば射貫いてさしあげますのに！」

　しかし、アーニャが足を止めるはずがない。

「くっ、このっ、ちょこまかと！」

　早い段階で勝負を決めるつもりだったのか、矢を躱かわされ続けるエミリアの声には苛立ちが宿っていた。

　矢がアーニャを捉えられずリングを削ると、すかさず次の矢を放つ前に肉薄しようと試みる。が、

「あなたの考えなどとうにわかっていますわ！」

「──ちぃ！」

　エミリアは自らの足元に矢を射うち、衝撃波を生み出すことでアーニャの接近を許さない。

　舌打ちして再び間合いを取りながら、アーニャは考える。

　どうすれば勝つことができるのか。足を動かしながら、弾丸のように射られる不可視の矢を躱し続け、思考する。

（負けたくない！）

　夢を笑うことなく応援してくれたノアが見てくれているのだから、無様に敗北することだけは嫌だった。

「だったら、負けなければいいのよ！」

　奥歯を嚙み締め、方向転換する。エミリアから距離を取っていたアーニャは、愚直にも真正面から挑むことにしたのだ。

「……愚かですわね。少々がっかりしました」

　落胆の声など気にならない。なぜなら、自や棄けになったわけではないのだ。

「勝負よ、エミリア！」

　魔力を使えない分、体を鍛えているアーニャでも限界はある。

　全力疾走でリングを駆け回っているので、体力の限界が訪れかけている少女が考えたのが、捨て身だ。

「──疾風の矢よ。愚か者を仕留めなさい！」

　風の矢が放たれ、アーニャに直撃する。が、少女はわずかに仰のけ反ぞるだけで、足を止めない。

「な、なんですって！」

　一撃当てればいいと考えていたエミリアが目を剝むいた。

「ここは特別なリングの上よ！　魔術が直撃したって、すごく痛いだけですむんだから！」

　そう。アーニャの作戦は、魔術を受けた痛みを無視して突っ込むことだった。ここが術式を施され、魔術のダメージを負っても怪我をしないリング上だから考え付いたのだ。

　一度や二度の痛みなら耐えられる。敗北するほうがずっと辛つらい。

「あたしの勝ちよ、エミリア！　覚悟しなさい！」

　作戦通り、エミリアに肉薄することに成功したアーニャは、固く拳を握って振りかぶる。

　あとは一撃食らわせて、リング外に落としてしまえば勝ちだ。

「認めましょう。アーニャさん。その覚悟はお見事ですわ。ですが、わたくしだって魔術以外も勉強しているんですのよ？」

　放たれた拳を綺き麗れいに避よけたエミリアが、啞あ然ぜんとしているアーニャに微ほほ笑えんだ。そのままそっと彼女の腹部に手を当て、

「お暴れなさい、風かざ塊だま」

　風の塊を容赦なく解き放った。

「──がっ」

　体をくの字に折ったアーニャの肺から酸素が逃げていく。一瞬、呼吸困難になるも、意識はまだ繫つながっていた。

　リングに崩れ落ちていくのを止めようと、前に手を伸ばす。だが、少女の手は何も摑めないまま落ちていく。

「懐に入られた場合の対策も、接近戦の訓練も、わたくしは疎おろそかにしていません。努力しているのが、アーニャさんだけだと思ったら大間違いですわ」

　倒れたアーニャは、意識を失うことも、声をあげることもできず、ただ悔しさに溺れながら唇を嚙んだのだった。







「頑張ったね、アーニャ」

　できることなら勝って欲しかった。倒れたアーニャに駆け寄ったノアは、彼女を抱きかかえてそっと健闘を讃たたえる。

「まだ、やれるわ……戦わせて」

「声が震えているじゃないか。悔しいけど、負けを認めるのもひとつの成長だよ。今は耐えて、ひとつ強くなればいいんだ」

「うっ、ううー！」

　ノアの胸に自分の顔を押し付けて、アーニャは泣いた。

　鳴き声を押し殺す彼女の背中を撫なでながら、リングの端に移動する。

　アーニャが泣いていることに気づいていたエミリアも、この状況でノアにかかってこいというほど無粋ではなかった。

　しばらく泣いていた少女だったが、ゆっくり少年の胸から顔を離す。

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃになっていることに気づいていない彼女に、苦笑してハンカチを渡した。

「あたしは負けちゃったけど、ノアは勝ってね」

「仰せのままに。お嬢様」

「ぶっ、なによそれ。カッコつけてるつもりなの？」

　涙を浮かべたまま吹き出したアーニャに、ノアも笑ってみせる。

「あれー。駄目だった？」

「全然っ、似合ってないわ」

「でも、アーニャが笑ってくれたならよかったよ」

　そう言ってノアは少女に背を向けると、胸の下で腕を組んで待っていたエミリアの下に向かった。

「お待たせ」

「おほほほ、このくらいなんてことありませんわ。それよりも……アーニャさんは大丈夫ですの？」

「僕が言うことじゃないかもしれないけど、アーニャは強いから」

「そうですわね。ええ、そうですわ。アーニャ・ヘインズビーは決闘に敗北したくらいでめげたりしませんもの」

　どこか友人を誇るようなエミリアの態度に、先ほども感じた違和感の正体に気づいた。

「……やっぱり君って、アーニャのことを」

「なんですの？」

「いいや、なんでもないよ」

　だが、口に出すのは無粋だと考え、少年はなにも言わなかった。

「ならば、次はあなたですわ。この学園に転校生など前代未聞！　途中入学を認められたあなたの実力を、このエミリア・ウェインが測って差し上げましょう！」

「そう言うなら、僕の魔術をお見せしようじゃないか！」

　ノア自身も、師匠が学園長を務める学園の生徒の実力を見てみたかった。

「どこからでも掛かって来なさい！」

　金髪縦ロールを揺らして、余裕さえ見せるエミリアだったが、

「さあ、触手をはじめよう！」

　両腕を広げるノアの影から現れた、十本の触手を目にした瞬間、顔色が変わる。

「な、なななな、なんですの、その黒光りしたうねうねてらてらしたものは！　……長くて、太くて、逞たくましくて。なんだか卑ひ猥わいな動きをしていますわー！」

　意思を持つように蠢うごめく触手を指差し、絶叫するエミリア。彼女の言葉のほうが、なんだか卑猥だ。

「触手だよ」

「どうして触手ですの!?　あの、わたくしが測りたいのは、魔術の腕でして」

「あのね、だから、僕は触手魔術師なんだ」

「そんな魔術師見たことも聞いたこともありませんわぁー！」

　再び叫んだ少女に、「ああ、やっぱり触手魔術師ってマイナーなんだなぁ」と落胆するノアだった。







「こんな卑猥なものと戦うなんてごめんですわ！　あっ、こら！　誰の許可を得て、わたくしの柔肌に触れているのですか！　ちょっと、お待ちになってっ……あんっ、いや、違いますわ、今のわたくしの意思ではなく、勝手にひゃんっ!?　いやっ、駄目ですわっ、そんなところ！　おやめになって！　いけませんわぁ！」

　うねり荒あらぶるノアの触手を前に、怖おじ気け付づき逃げ出そうとしたエミリアを、素早く触手が絡み巻きついた。

「ああんっ、駄目ですわぁ！　おっぱいをそんな強くっ、いやぁっ！」

　触手はたわわに育った大きな胸を中心に、四肢へと絡みつき、エミリアの身体を持ち上げた。

　制服の上から触手を食い込ませる少女の姿は扇情的だった。

「おやめくださいましっ！　制服を、捲めくっては嫌ですわぁ！　わたくしの肌がっ、殿方の前で見えてしまいますのぉ！」

　伯爵家の淑女として育てられたエミリアは普段から肌を晒さらすことは好まない。にもかかわらず、丸見えだ。

　触手を食い込ませたせいで肉体のラインがはっきりと出てしまい、恥ずかしさのあまり涙目になってしまった少女が元凶を睨みつける。

「わたくしを辱はずかしめて、あなたにどのような得があるのですか!?　ちょっ、いけません、いけませんわ！　だからおやめなさい！　わたくしのおっぱいを強く揉もまないでくださいまし！　わたくしっ、牛ではないんですのよっ！」

　制服の中にまで触手が入り込み、エミリアの育った胸を揉みしだいていく。

　ぬるぬるした分泌液を肌に擦なすり付つけられ、身体の火照りさえ覚えてしまった少女の吐息は荒い。

　奥歯を食いしばって必死に耐える様子は、同性さえ興奮させただろう。

「だめぇっ、スカートを捲らないでくださいまし！　ショーツがっ、アレンさんに見られてしまいますぅ！」

　内側では触手が暴れ、外からはスカートを引っ張られる。

　すでに六割は肌を露出してしまっているが、必死の抵抗を続けているのでぎりぎりのところは死守している。が、それも時間の問題だ。

　触手が執しつ拗ように身体中を舐なめるように揉んでくるため、力が入らなくなっている。甘い痺しびれが少女の背筋を駆け上がり、言葉にはできない刺激に熱を帯びた声が漏れる。

「このような辱めにはっ、屈しませんっんんんんんっっ！　んあああっ、駄目ですわぁっ、屈しないっていったばかりですのにぃいいいっ、おっぱいぎゅうってしたら嫌ですわぁ！」

　胸を集中的に責められる度、強く切ない刺激が脳にまで達してしまいはしたない声が止まらない。

　もしクラスメイトにこんな自分の姿が見られていたら、そう思うだけで、燃えてしまいそうなほど恥ずかしくなる。

「もうっ、耐えられませんわっ、これ以上っ、お願いですっ、おやめくださいぃぃ！」

　少女の懇願が届いていないのか、触手はもっとうねりを強くする。

　脱げかけているショーツの内側に入り込み、ついには張りのあるお尻にまで触手が伸びる。

「いぁああああっ、お尻いぃっ、強くしないでくださいませぇ！　わたくしのお尻はぁ、おもちゃじゃないのですよぉ！　モミモミしないでぇ、くださいましぃ！」

　張りのある大きめのヒップを触手が揉みしだく。力強く揉むほど、肉が波打ち卑猥に揺れた。

　触手は少女のお尻を堪たん能のうするだけでは飽き足らず、お尻の割れ目を広げるように左右に引っ張り出す。

「ひぁああああんっ、だめっ、だめですわぁああああっ、いやぁっ！　わたくしのっ、大事なところが見られてしまいますぅううううう！」

　抵抗むなしく、ついにスカートが足から引き抜かれ、リングの上に落ちた。

　下半身を守っているのは、淡いグリーンのショーツのみ。そのショーツも、触手の分泌液によって透けてしまいそうだ。

「お願いですわ、アレンさん、もうわたくしの負けでっ、負けでいいですからぁ！　これ以上されたらぁ、わたくしぃっ！」

　上半身は制服を捲られ細く引き締まった腹部が丸見えだ。ブラが見えないよう必死で守っているが、そろそろ限界だった。

　下半身はもっとひどい。ショーツ一枚の姿を晒し、目の前にいる元凶の少年に大きく開脚した状態だ。

　ショーツが透けて、いつノアに秘部を見られてしまうかと気が気でならない。にもかかわらず、少女の身体は熱を発していた。

（こんな辱めをうけていますのにっ、わたくしっ、わたくしぃ！）

　わずかでも気持ちよいと自覚すれば心が折れてしまう。

　伯爵家に生まれ厳しく育てられた淑女は、負けるものかと唇を強く嚙んで堪える。しかし、耐えれば耐えるほど、触手の動きが激しくなり、刺激が与えられていく。

「ひぅっ、ああんっ、お股ぁ、広げないでぇ！」

　そして、ついにはブラの中にまで侵入していた触手が、たわわな双丘の先端を摘んだ。

「いやぁあああんっ、またぁおっぱいですのぉ？　駄目ですのぉっ、こねこねしないでっ、そんなぁ、いやっ、乳首までっ、ひぐぅっ、引っ張ったららめですのぉおおおおおおっ！」

　舐めるように撫で回され敏感になっていた身体に、一番の刺激が走る。

　痛いのに気持ちいいという不思議で、屈辱的な快感だ。

（もうっ、わたくしぃ！　おっぱいを弄ばれていますのにっ、こんなっ、屈辱的でぇ、いやらしいことをされているのにっ！　ああっ、だめですわっ、頭が真っ白になりますのぉおおおおお！）

　歯を食いしばって、大きく背中を仰け反らせて快感を受け入れたエミリア。

　羞恥と快感に飲まれて身体を繰り返し痙けい攣れんさせた。

「……はぁ、はぁ……わたくし……もう、お嫁にいけませんわ……」

　頰を紅潮させ、大粒の涙を瞳に浮かべたエミリアは、息も絶え絶えになりながら、そう呟いたのを最後に身体を完全に弛し緩かんさせた。

　ぴくりとも動かなくなった伯爵令嬢を見届けたノアは満面の笑みを浮かべた。

「僕の勝ち！」

　続いて腕を大きく掲げる。まるで誇らしいと言わんばかりだ。だが、次の瞬間、

「なぁにが勝ちよぉおおおおおお！　このド変態ぃいいいいいい！」

　リング上にへたり込んでいたアーニャが、なんとか正気を取り戻し、疲労と痛みが蓄積した体に鞭むち打うってノアの後頭部に飛び蹴りを食らわせた。

「あんたっ、エミリアになんてことしてんのよぉ！」

　アーニャの怒声に、事の成り行きを呆然と見ていた女子生徒と、硬直したままの教師ハイディが我に返るも、授業がこのまま進むはずはなく中断する形となった。





◆






　授業が強制終了され、アーニャと数名の女子によって素早く身だしなみを整えられたエミリアは保健室に運ばれていった。

　ノアはというと、リングの上で仁王立ちして怒っているアーニャの前に正座させられていた。

「あのね！　仮にも女の子にあんな卑猥な攻撃するなんて最低だと思わないの!?」

「思わない！」

「思わないの!?」

　まったく反省の色を見せようとはしないノアに、アーニャは頭が痛くなった。

　先ほどまで抱えていた、決闘の敗北の悔しさ、夢を追いかける難しさと辛さ、夢を笑わなかったノアへの感情がみんなどこかへ飛んでいってしまい行方不明だ。

「言っておくけど、触手は卑猥じゃない。卑猥なものだと触手を見ているアーニャのほうこそ卑猥だと思うよ」

「……クラス全員が触手を卑猥なものとして認識したと思うんだけど」

「じゃあ、クラスのみんなが卑猥なんだよ！　いや、すけべだ！　エロエロだ！」

「うるさいっ！　あんたね、少しも悪いことしたって思わないの？」

「全然。だって、考えてほしいんだ。相手の動きを封じるのは戦闘じゃ当たり前だよ？　僕は傷つけることなくウェインさんの動きを封じて、見事勝利したじゃないか」

「……エミリアを肉体的には傷つけていないかもしれないけど、間違いなく心は傷だらけよね。あと、微妙に間違ってないのが腹立つわ。ああっ、もう！　ドヤ顔するなムカつく！」

　ノアとしては触手魔術を十分に披露できたと満足している。

　戦法も言葉通り、触手魔術の基本に従っただけなので恥ずべきことはなく、むしろ堂々としていた。

　昨晩のような暴走させた触手がしでかしたことなら術者として反省もするが、すべて自分の意思でしたことだ。反省すべき点はない。

「はぁ……頭痛いからもういいわ。あと、怒ってばっかりの嫌な女になりたくないから、改めて言っておくけど、さっきはありがと」

　嘆息していたアーニャだが、ただ𠮟りつけるだけではバツが悪いのか先ほどの感謝を述べた。

「なんのこと？」

「あたしの夢を笑わなかったり、魔術が使えないのを馬鹿にしたりしなかったことよ」

「何度も言うよ。僕は誰かの夢を笑ったりしないよ」

　すでにお礼を言われているので、繰り返されるとくすぐったく思う。特別なにかをしたわけではないのだから。

「……だからありがと」

「それに、実を言うと僕は触手魔術以外は苦手だから、アーニャにどうこう言える立場でもないんだよ」

「そうだったの？」

「うん。とくに攻撃魔術が苦手でね。使えたとしても、あまり使いたくないかな」

「使えるのに使いたくないって、変わっているわね。ううん、贅ぜい沢たくよ」

「かもしれないね。自覚はあるよ」

　苦手と言いつつも触手魔術以外が使えないわけではなく、好みの問題であることが大きい。

　特に攻撃魔術を、攻撃という特性上、嫌っていて使いたがらないのだ。

「……あたしね、昔からずっと魔術が使えないの」

「理由はわかっているの？」

「全然わからないわ。あたしね、自慢するわけじゃないけど、魔力量はすごいの。だから小さい頃は期待されていたのよ。でもね、魔術が発動してくれなかった。初歩の魔術でも同じよ。不発、ひどい時には爆発してしまうの」

　過去を思い出すアーニャの表情は辛そうだ。

　魔力量が多く期待されていただけに、魔術が使えない落胆は本人を含めて大きかったのだろう。

　幼い少女が、期待が失望に変わった瞬間、なにを思ったのか察するに余りある。

「原因だってまったくわからないの。一応、炎属性を持っているってことだけは学園が調べてくれたんだけど……結局それだけよ。あたしがこの学園を退学にならないのは、学園長先生が教師の意地にかけて魔術を使わせてみせると言ってくれているからなの」

「あの人なら言いそうだ。意地っ張りだし、自分がわからないことはなにがあっても解明してやろうって躍起になる人だから」

　きっと今だってアーニャのためにどうするべきか頭を悩ませているはずだ。

「ふふっ、そのおかげであたしは学園に残れているわ。だからとっても感謝しているの。先生の中には、それとなく学園を辞めて別の道を探すべきだっていう人もいるわ」

「……それは」

　みんながみんなマルガレータのような教師ばかりじゃないのだろう。

「悪意で言ったわけじゃないってことくらいわかってるわ。先生たちだって、あたしのことを考えて言ってくれるの。でも、それが辛いわ」

　教師たちだって魔術の使えないアーニャをなんとかしてあげたいはずだ。

　しかし、原因もなにもわからないんだから手の施しようがない。ならば、若い内に別のことへ挑戦し、新しい目標を立てたほうが賢明だ。

　ノアだって、教師という立場であればただ応援するのではなく、様々な未来を考えた上で同じことを言うかもしれない。

「きっと、魔術師以外の別の道を探したほうが楽なのかもしれないわ。でも、あたしには見返したい人たちがいるから絶対に嫌なの」

「誰を見返したいの？　やっぱり、クラスメイトとかかな？」

「……あたしの家ってね、代々騎士を輩出してきた家系でね、母は騎士団長。姉は騎士団の部隊長なの。もうひとりの姉だってこの学園にいるけど優秀なのよ。あたしだけがおちこぼれで期待されていない。だから、あたしは、家族を見返したいの！」

　ぎゅっと拳を握って、言い放った。

「立派な魔術師となって、騎士になって、落ちこぼれなんかじゃない！　あたしだってやればできるんだって証明したいの！」







　アーニャの過去と騎士を目指す理由を聞いたノアは、苦手意識を抱いていた少女に好感を持ち始めていた。

「僕にもなにかできることがあったら言ってね。協力するよ」

「うん、ありがと。じゃあ、そろそろあたしたちも寮に戻りましょ。あーあ、ノアのせいで疲れちゃったな。お風呂入って寝よっと」

　ぐっと背伸びをしてリングを降りていくアーニャに、ノアが親切心から提案した。

「あ、じゃあマッサージでもしようか？」

「えー、男子にマッサージしてもらうってどうなの。変なところ触ったりしない？」

「しないしない。するわけがないよ」

　ノアが下心を持って言っているわけではないとアーニャにもわかっていたが、年頃なためちょっとだけ抵抗がある。

　だが、決闘もしたし、体には疲労が蓄積されている。悩んだ末に、彼の好意を受け入れようとした。

「じゃあお願いしようかな……って、あんたまさか触手でマッサージするつもりじゃないでしょうね!?」

「もちろん触手ですけど？」

「危なかったー！　すっかり忘れてたわ、あんたが触手馬鹿だってこと！　もうちょっとで昨晩と同じような目に遭うところだった！」

　あと少しというところで気づき、事なきを得たアーニャ。このまま部屋に戻っていたら、触手マッサージを受けて大変なことになっていただろう。

「あんたね！　あたしにもハイディ先生にも昨日、腰が抜けるほどマッサージしたのを覚えてないの!?　先生なんて……あんなことになって、昼間の様子を見てる限り平気そうだけど、女性がしたらダメな顔をしてたじゃないの！」

「それだけ僕の触手マッサージがよかったってことだよね。うん」

「違うから。そこで変な自信を持ってるあんたを逆に尊敬するわ」

「遠慮なんてしなくていいんだよ？」

「ちょ──こんなところで触手出さないでよ！」

　校舎内にもかかわらず、触手を出してうねらせるノアにあたふたしてしまうアーニャ。

　人に見られてしまえば好奇の視線に晒されるはずだ。なにより同類に思われたくない。

　善意から触手マッサージをしたいと諦めてくれない少年に強い口調で断りを入れながら、二人は寮に戻っていった。
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　触手ハプニングがあったため授業が昼前に終わってしまった日の夜。

　午後の授業代わりに出された課題を無事に終えて、夕食を取り、寮部屋でそれぞれの時間を過ごしていた。

　アーニャは寝間着姿で机に向かい、魔術書を読よみ漁あさっている。

　実技が不得意なので知識面で補おうとしているのだ。実際、彼女は座学の成績は優秀で上から数えたほうが早い。これで魔術が使えていたら、非の打ち所のない生徒だったはずだ。

　ノアは、ベッドの上であぐらをかき、目を瞑って瞑めい想そうをしながら魔力を体内に循環させて、一日の魔力疲労を和らげている。

　魔術を暴走させてしまう癖があるからこそ、気をつけて魔術を無駄無く使用できるよう心がけているのだ。

「ふう、疲れた。そろそろ新しい魔術書を図書館に借りにいきたいわね」

　ワインバーズ王立学園内には、大陸中から集まった書物が保管される立派な図書館がある。

　学園の許可さえあれば、生徒以外も利用でき、日々多くの人たちが訪れている。保管されている書物も多様であり、一般文学から、禁書と呼ばれるものまでその数は数え切れないほどだ。

「……それにしてもすごい集中力ね、もう一時間以上あのままじゃない」

　ちらり、とルームメイトの姿を見る。

　小休憩を挟んで読書する自分と違い、瞑想を続けたままの少年に、魔術が使える人間はみんなこうなのかなと首を傾かしげた。

　何度か見た彼の触手魔術は見栄え的には決していいものではないし、二度とこの身に味わうのはごめんだと思う。

　昼間、触手マッサージを受けたエミリアなんて夕食が終わる時間になっても寮に戻ってきていない。そんな酷いものでも、魔術は魔術だ。羨ましくないといえば噓うそになる。

「って！　あんた触手出てる！　触手、触手！」

「おっと、しまった。ごめんごめん。瞑想していたら眠くなってきちゃって、魔力の制御を失敗しちゃった」

「せっかく感心してたのに……昨日みたいな暴走はやめてよね」

「あははは、そうそうあんな暴走はしないって」

　どうも出会ったばかりの少年は、どこか真面目そうなのに気の抜けたことばかりする。それでいて、ときどきまっすぐな目をしている。

　触手馬鹿で、エッチなこともするし、思うことはいっぱいあるけど、アーニャにとってこの二日間が学園生活の中で一番楽しいと思えていた。

　ルームメイトが男子なんて、と思っていたのが噓のように今では彼を受け入れている。もしかすると、夢を笑うことなく応援してくれたからかもしれない。

「あのね、ノア」

　アーニャが触手を出したままのノアになにかを言おうとしたその時、不意に扉をノックされた。

「……誰かしら。はーい！　ほら、誰か来たから触手をしまって」

　注意されて、名残惜しそうに触手をしまい始める少年を横目に、椅子から立ち上がり扉を開けようとする。

「誰よ、こんな時間に」

「アーニャはいるかしら」

　聞き覚えのある声に、体が強こわ張ばった。躊躇ためらいがちに扉を開くと、廊下には銀色の髪の美しい制服姿の少女がいた。

「……グレタ」

　シルバーブロンドをショートボブに切り揃え、右目を前髪で隠した少女だ。

　こちらを覗のぞく瞳の色は翠みどりで、宝石のように輝いている。小柄なアーニャと比べると、背は少女のほうが高い。肌の色も対照的で、健康的なアーニャに対して、少女は病的に白い。

「ちゃんとお姉ちゃんと呼びなさい。貴女あなた、今日、授業で決闘騒ぎを起こしたと聞いたわ」

　言葉遣いは落ち着いているが、声に抑揚がなく単調だ。どこか責めるような顔をしているのはきっと気のせいではない。

　お転婆とも言える元気なアーニャとはなにもかも対照的に映る少女こそ、グレタ・ヘインズビー。アーニャの姉であった。

「……だったらなんだっていうの」

「あまりくだらないことをするようなら、私からお母様に貴女が限界だと伝えましょうか？」

　唐突な姉の言葉に、妹の顔が歪ゆがんだ。

「な、なによ！　急に来たと思えば見下して！　何様なのよ、あんた！」

「──はあ。私は貴女のためを思って言っているのだけど、伝わらないようね。いいわ、好きになさい。私も好きにさせてもらうわ」

「あんた……あたしのこと馬鹿にしに来たの？　喧嘩売りたいなら買うわよ」

　姉妹だというのに一触即発の雰囲気に緊張が高まる。

「クラスメイトに無様に敗北しておきながら、私と戦うとでもいうの？　せめて魔術が一人前に使えるようになってから言いなさい」

「──このっ！」

　姉の言葉に、頭に血が上ったアーニャが右手を振るう。

「──ちょ」

　ノアが止めるよりも早く、少女の平手打ちがグレタの白い頰に当たると思われた。しかし、見えないなにかによって阻まれてしまう。

　少年は安堵するものの、アーニャは悔しそうだ。

「ほらごらんなさい。今の貴女では私に触れることすらできない」

　叩かれそうになったにもかかわらず、瞬きどころか眉ひとつ動かさないグレタは淡々とそんなことを言う。それがまたアーニャに怒りを与えているのだが、当の本人は自覚がないようだ。

　ノアが姉妹喧嘩に介入すべきかどうか迷っていると、感情の揺らぎのせいで出しっぱなしにしていた触手の制御が甘くなってしまった。

「あの」

「なによノア！　今取り込み中！」

「なんですか、貴方あなた？」

　姉妹に揃って睨まれ、気後れするも、ノアは勇気を出して、告げた。

「お取り込み中申し訳ないけど、触手が暴走するかも」

「──げ」

「はい？」

「ごめんなさーい！　だって、ふたりがいきなり喧嘩なんてするから緊張して制御失敗しちゃいましたー！」

　半泣きでノアが謝罪したと同時に、彼の影から大量の触手が溢あふれ出でた。

　目を見開く少女たちだったが、悲鳴をあげるわずかな時間すら許されないまま、揃って触手に飲み込まれた。

　ご丁寧にも触手はグレタをしっかりと搦からめ取とり、廊下から部屋に招き入れた上で、扉を閉めて施錠までした。

「あ、あああっ、あんた！　わざとやってるんじゃないでしょうね！　この変態っ！」

「誤解だよー！　触手に誓ってそんなことはしないよ！　でも、ほら、本来するはずだったマッサージをすると思えば、納得が」
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「できるかーっ！」

　すでに触手に寝間着の中まで侵入されているアーニャは、顔を真っ赤にして大絶叫だ。内側からボタンが外され、健康的なお腹とブラが露出してしまっている。

　姉のグレタはというと、目を丸くして自分の身になにが起きたのか理解できずにいた。

　分泌液で滑った触手が白い肌を舐めるように這はい、くすぐったいような切ない痺れが襲う。

「あっ、いやっ……なにをっ、しているのっ……服の中にっ、なにかが入ってっ、アーニャっ、やめなさいっ！」

「あたしじゃないから！　ノアのせいでしょ！　なんとかしてよ！」

「五分だけ我慢して、制御取り戻すから」

「ふざけんな！　ちょ、やめてったらっ、服の中でもぞもぞしないでぇ！　ひぃぁっ、お風呂はいったのにぃ、ぬるぬるするぅ！」

　手足を拘束されて吊り上げられた形になった二人は、恥ずかしさに顔を赤くして触手にされるがままだ。

　ようやく自分がなにをされているのか理解したグレタなど、白い肌を真っ赤にして身をよじっている。だが、抵抗すればするほど、触手は彼女の肌に食い込み、制服の中へと入っていく。

　挙句の果てには、足を広げられているため、スカートがまくれてショーツが丸見えだ。

　ノアはすぐに彼女の姿に気づいて目を逸そらしていたが、すでに色々目撃した後だ。

　触手はいやらしいものではないと考えている少年であっても、見た目が美しい少女のあられもない姿にまったく思うことがないわけではないのだ。

「アーニャっ、貴女っ、普段から……んっ、あっ、こんなことをっ!?」

「誤解よぉおおおおおおおおおっ！」

　五分後、ノアがなんとか触手の制御を取り戻した時には、姉妹はほぼ裸となっていた。分泌液で透けてしまいそうなほど濡ぬれている脱げかけのショーツとブラが、申し訳程度に少女たちの大事なところを隠していた。

「はぁ……はぁ……もうっ、いやぁ」

「私を、辱めてっ、許さないっ」

　ベッドの上で姉妹仲良く並んで弛緩している姿は扇情的だった。

　健康的な肌を赤くしたアーニャはもちろん、雪のように白い肌を真っ赤にしたグレタの艶あで姿すがたも、少々の鈍感さを持つ少年が生唾を飲み込むには十分過ぎる。

　目に毒な光景なため、本来なら目を逸らすなり、身体をタオルケットなどで隠してあげるのが正しいのかもしれない。

　だが、ノアはいいことを思いついたとばかりに触手をうねらせた。

「──の、ノア？　あの、ね、あまり聞きたくないんだけど……その触手で、なにするつもり？」

「まさか……やめて、考え直して、お願い。もうこれ以上されたら、私は」

　姉妹揃って警戒心を露あらわにするも、弛緩しきった身体では逃げることもできない。そんな少女たちにノアは満面の笑みを浮かべた。

「せっかくだからきっちりマッサージをしちゃおう。ほら、アーニャは疲れたって言っていたし、お姉さんも中途半端だとあれだから、うん。やっておいたほうがいいかなーって」

「やめてやめて！　もう嫌ってほどマッサージ受けたから！」

「わ、私も結構よ。疲れてもいないから、気遣いはいらないわ」

「いいから、いいから遠慮しないで」

「話を聞きなさいよっ、ばかぁ！」

　やる気に満ちた少年は触手を伸ばし、仰向けになっている少女たちを触手で器用にひっくり返してうつ伏せにした。

　綺麗な背中を惜しげもなく露わにする少女たちに触手を絡め、圧をかけながらマッサージしていく。

「んっ、ああっ、これっ、本当にっ、マッサージなのっ、ねっ、んんっ」

　エッチなものを予想していたのか、普通のマッサージがはじまったことにアーニャは安堵の息を吐いて気を緩めた。だが、

「ひぁっ、ちょっ、そこっ、お尻ぃ！」

　背中から腰、腰からお尻に触手が下がってきた。念入りに揉まれ、肉をほぐされていく。姉妹は必死に声を出さないようにするも、強い刺激にそれぞれ声が漏れてしまう。

「んっ、やぁっ、はっ、はっ、んあっ、いっ、いいっ、あっ」

「やめっ、そんなところっ、触らないでっ、んっ、んんっ、あんっ、いやぁ！」

　肌に汗が浮かぶ。連続して襲いかかってくる刺激は、少女たちに甘い痺れも与えていた。まるでパンの生地を捏こねるようにお尻を揉まれると、切ない声が溢れてしまう。

　ただ声を発するだけならまだしも、どこか嬌きょう声せいに似た甘い声のため、姉妹は燃えるような羞恥に苛さいなまれていた。

　お尻を広げられる度に、ショーツに守られている秘部が少年に見えてしまわないかとヒヤヒヤする。

　分泌液なのか、それとも自分の体液なのかわからないほどぐちゃぐちゃになっているため、下着が濡れて透けているのではないかという恐怖もあった。

　万が一、少年に大事なところを見られてしまったら、と思うだけで気絶しそうなほどの恥ずかしさが波のごとく襲ってくる。

「もうっ、いいっ、からっ、やめっ、もうっ」

　アーニャはそろそろ限界に近かった。

　言葉にはできないなにかが、身体の奥から放たれそうだった。それがなんなのかわからない。だけど、彼の前でその感覚を迎えては駄目だと本能で察していた。

「わかったよ」

　あっさり承諾してくれたノアに、安心した。が、それも束つかの間ま、再び身体が半回転して、今度は仰向けとなった。

「え？　うそ……まさか」

「やめなさい、まだ、いまなら、間に合うわっ」

「じゃあ、おなか側もマッサージ始めまーす」

　ノリノリの少年に、姉妹はまだ続くのか、と絶望した。

　触手が蠢く。

　少女たちの、お腹を中心に円を描くようにマッサージが行われていく。

「うぅっ、あっ、んあっ、っあっ、だめっ、おへそっ、触っちゃやぁ！」

「ああっ、だめよっ、そこはっ、気軽に触れてっ、いいものじゃっ、ないっ！」

　腹部だけではなく、複数の触手が少女の身体の至るところを揉んでくる。

　二の腕、首回り、肩、太もも、足の付け根、腰、と丹念に触手が舐めるように責める。おへそにまで触手の先端を入れられてしまい、少女たちは未知の感覚に喘あえぐことしかできない。

　分泌液が姉妹の汗と混ざり、濃い匂いが部屋に充満する。

　触手が動く度、粘り気のある水音が部屋に木霊した。

　ぐちゅぐちゅ、と全身を舐めまわされている気分になりながら、決して不快ではなく、むしろ気持ちがいいと思ってしまう少女たちは、羞恥に唇を嚙んで終わるのを待ち続ける。

「そろそろラストスパートにするね」

「あっ、いやっ、まだっ、するのぉ!?」

「もうっ、私……限、界っ」

　まだこれ以上のことがあるのかと知った少女たちは、さすがに拒もうとするも、触手の動きのほうが早い。

　全身をこねくり回していた触手が数を増やす。そのまま姉妹の小ぶりな胸をそっと撫でた。

「ひぁっ」

「っっう」

　アーニャとグレタが揃って短い悲鳴をあげる。どこか甘さを含んだ、切ないものだった。

　触手は少女たちの胸を愛あい撫ぶするように外側から内側に向けて、捏ねるように揉んでいく。

「ひうっ、ああっ、だめっ、おっぱいっ、いやぁっ、揉まないでよぉ！」

「くぅっ、こんなっ、辱めっ、んあっ、だめよっ、やめなっ、さいぃっ」

　ブラは分泌液と汗のせいで透けてしまっており、うっすらとピンク色の先端が見えている。

　度重なる甘い刺激と快感のせいで、少女たちは快楽と興奮を覚えているようだ。その証拠に、敏感になった乳首は固く尖とがっていた。

「ノアぁ、お願い、これ以上……エッチなこと、しないでぇ、もう、あたし、我慢っ、できないのっ！」

　アーニャの懇願にノアが頷いた。

「じゃあ、これで最後だよ！」

　ただし終わりが訪れたのではない。最後のマッサージが訪れただけ。

　少年の言葉に、少女たちは頰を赤く上気させたまま絶句した。

「──っ、だめぇ！　そこだけはっ、ほんとにやめてぇぇぇ！」

「やめっ、だめだっ、そんなところに触れたらっ、責任をとらせるわ！」

　姉妹が慌てた声を出したのには理由がある。

　触手たちがついに下半身のデリケートゾーンに伸びたのだ。

　にゅるり、と触手がショーツの上から秘部を撫でる。全身が敏感になっている少女たちには、刺激が強すぎた。

「──ひあぁっ！」

「んあああっ！」

　電気が流れたように同時に姉妹が身体を跳ねさせる。

　弓なりになった少女たちへのマッサージは止まらない。触手はさらに彼女たちの陰部をショーツ越しに、撫で、押し、揉んでいく。

「だめっ、そんなとこっ、触っちゃっ、やだぁ！　お願いっ、これ以上されたらっ、あたしっ、身体がっ、変なのっ、ビリってっ、ビリってしたからっ、やめ──」

「離しなさいっ、いやぁっ、私をっ、辱めてっ、貴方っ、ゆるさないっ、から！　覚悟っ、しなっ、さいっ、んんっっ！」

　少女たちに限界が近づいていた。

　度重なる甘い刺激に、もう息も絶え絶えになっている。

　ときどき身体を短く跳ねさせては、喘ぎ続ける。抵抗しようとしているようだが、快感のせいでうまく身体が動かないようだ。

「もうっ、限界っ、おねがいっ、ノアっ、もうっ、きちゃうぅっ！」

「んんっ、はっ、はっ、もうっ、だめぇっ！」

　姉妹の弱々しい声を受け、触手が今までで一番の刺激を与えた。刹那、大きく身体をはね上がらせて、少女たちが悲鳴をあげた。

「くるぅうううっ、きちゃうぅううっ、あたまっ、真っ白になるぅううううううっっ！」

「──っっぁあああっ、んっ、いやぁっ、だめぇえええええっ！」

　ベッドの上で、二度、三度と大きく身体を痙攣させた姉妹は、そのままぐったりして身体を動かさなくなってしまう。

　ふたりの荒い吐息だけが、部屋の中に聞こえる。

　玉のような汗を浮かべて、嫁入り前の少女がしてはいけないだらしない顔をした姉妹は、全身を弛緩したまま放心するのだった。







　しばらくして、なんとか正気に戻り、身体の自由を取り戻したアーニャとグレタは、シーツで自分たちを隠して怒りの形相を浮かべた。

　姉妹は頷き合うと、最初の険悪な雰囲気などなかったように、揃ってノアの頰を左右から引ひっ叩ぱたいた。

　痛みに膝をつく少年を、シーツで簀す巻まきにすると、二人で協力して窓の外へと吊るしてしまう。

　その後、ノアがどれだけ謝罪しても姉妹は許してくれず、彼を放置して大浴場にいってしまうのだった。





三章







　触手を暴走させてヘインズビー姉妹に寮の部屋から吊つるされた翌日。ノアはアーニャと一緒に、食堂で朝食を取っていた。

　ノアはフルーツとヨーグルトを美お味いしそうに食べ、アーニャはシリアルを行儀よく口に運んでいる。

　少年が学園に通い始めて二日目。初めての穏やかな朝だった。

「おはよう。昨晩は散々な目に遭ったわ」

「……グレタ。あんたまた来たのね」

「まだ伝えるべきことをすべて伝えていないから」

　銀髪を揺らして不機嫌な顔をしているグレタの視線は、妹ではなくノアにあった。射殺さんとばかりに睨にらみつけている彼女の瞳は氷のように冷たい。

「あのさ、ちょっと気になっているんだけど」

「なにかしら」

「どうしてそんなところに立ってるのかな。話すんだったらもっとこっちに来なよ」

　少年が首を傾かしげたのはグレタの立ち位置が気になったからだ。彼女は妹たちが座る目的のテーブルから数歩離れていた。

「……貴方あなたに近づいたら陵辱の限りを尽くされて妊娠させられるからよ。近づかないで」

「酷ひどいな！」

「昨晩、私にあんなことをしておいてよく言うわ！」

「言い方！　言い方をちょっとでいいから気にして！」

　誤解を招くようなことを大声で発したグレタに、生徒たちが何事だと視線を向けてくる。周囲の視線と声に気づいた少女は、白い頰を真っ赤にしてノアに怒りを向ける。

「……一度だけではなく、二度も私を辱めて……責任をとるか、死んで償うか選びなさい。おすすめは後者よ」

　恥ずかしさから物騒なことを言い出したグレタに、ノアの顔が引きつる。

　アーニャは怒りで小刻みに震える姉に、仲間を見るような瞳を向けた。

「グレタ、慣れちゃいなさい。ノアに関わったことが最大の失敗よ。ちなみにもう、あたしは諦めて慣れることにしたわ」

「──っ、馬鹿な。それでは泣き寝入りよ！」

「だから言い方ぁ！」

　まるで自分が酷い男ではないかと不満を浮かべるノアに、その通りだと言わんばかりの顔を向ける姉妹だった。

「とにかく慣れなさいよ。マッサージしてもらったと思えば、ほら、きっと耐えられる、かも……しれないわ。わぁい、お肌すべすべ」

「そんなに喜んでくれるなんて！　よかったら今夜も触手マッサージしようか？　たくさんサービスするよ？」

「あんたっ、皮肉も通じないの!?　ていうか、触手を暴走させた挙句、あんな……念入りにマッサージまでしてぇ！　ちょっとは反省しておきなさいよ！」

「わ、わかってるよ。暴走させたことはごめんなさい！　朝からそんな怒ったら血圧上がるよ？　どうどう」

「……誰のせいだと思ってんのよっ」

　ついにはスプーンを握りしめて拳を震わせるアーニャに、呆あきれたような姉の声がかかる。

「貴女あなたが落ち着きなさい。アーニャを見ていたら冷静になりました。私はそこにいる触手男に文句を言いに来たわけではないの」

「じゃあなによ。言っておくけど、決闘の件ならもう聞きたくないわ」

「違うわ。昨晩言うつもりだったけど邪魔されてしまったから今言っておくわ。一年生の次の試験が実戦形式なのは知っているでしょう？」

「もちろんよ。どうせあたしには無理だって言うつもり？」

　ノアに向けていた以上の怒りを込めてアーニャは姉を睨んだ。いくら姉でも、やる前から無理などと決めつけて欲しくない。

「私は試験官のひとりに選ばれたわ。貴女の相手は私がします。力を示してみせなさい。私を納得させれば、お母様に失態を報告しないと約束するわ」

「──っ、そうやってまた上から見下して」

「事実、私のほうが実力は上よ。ついでに言っておくと年齢もね。姉ですもの」

　感情的になってしまったアーニャと、淡々としているグレタのやり取りにノアはハラハラしてばかりだ。

　なんとか落ち着いてもらおうと、必死に声をかけた。

「ちょっと、こんなところで言い合っちゃ駄目だよアーニャ。お姉さんも、もうちょっと言い方をなんとかできないんですか？」

「貴方は黙っていなさい。これは家族の問題よ」

「本当の家族じゃないくせに」

「──ッ」

　アーニャの一言は、グレタの体を大きく強こわ張ばらせた。もともと不機嫌な顔から感情が抜けていくのが見て取れた。

　グレタだけではなく、アーニャの一言は、ノアにも驚きを与えた。

「あ」

　口を滑らせたとアーニャが口を押さえるも、もう遅い。

「ごめ──」

「事実ですからお気になさらず。貴女が私を家族と認めずとも、私のすべきことはかわらないわ。それでは、試験で」

　妹に謝罪する間も与えず、グレタは踵きびすを返し去って行く。食堂には気まずい顔をしたノアと、今にも泣きそうなアーニャが残された。







「あたし最低だわ」

　俯うつむき唇を嚙かみ締しめるアーニャの体は震えていた。

　口が滑ったとは言え、失言をしてしまった少女の心中は察するに余りある。

　ノアは、彼女に会話を振ることで、深刻にならないように試みる。

「……お姉さんと血が繫つながってないんだ。アーニャって養子なの？」

「逆よ。グレタが養子なの。ううん、正確に言うとね、亡き父の妾めかけの子よ。まだあたしが子供のころにうちに引き取られて家族になったの」

「そっか。家族っていろいろあるよね」

　家族の問題を抱えていない家は少ない。

　ノアの家だって結構面倒な事情を抱えていたりするのだが、そんなことを言っても慰めにはならないだろう。

「グレタとあたしってね、一番上の姉を含めて小さいころはとても仲がよかったのよ」

　ポツポツと語り始めてくれたアーニャに、ノアは静かに耳を傾けた。

「家は厳しかったから友達もいなかったし、あたしの遊び相手って言えばグレタたちだった。色々なことをしたわ。グレタったらひとつしか違わないのに、変にお姉さんぶって。いつもあたしのことばかり構ってくれていたの」

　でも、と少女の声が陰る。

「いつからだろう……魔術の出来に差が出るようになると、家族や使用人たちからの扱いも変わってきたわ。別に扱いが悪かったとかじゃないから誤解しないでね。でも、子供ながらにわかるじゃない。期待されてないとか、がっかりされているとか、そんな空気が嫌になったの」

　子供だからこそ周囲の雰囲気を敏感に感じ取ったのだろう。

「家にそんな変化があると次第にあたしたちも変わっていったわ。あたしは姉と呼ばなくなって、グレタの態度も急に頑かたくなになった。口うるさくて、貴族らしくって口癖のように」

　きっと当時のグレタにもなにか感じ取り、思うことがあったはずだ。

「グレタはね、あたしが魔術の才能がないから家に戻そうとしているのよ。顔も知らない貴族の誰かと結婚して、子供を産んで、貴族らしく生きろって言うの。あたしはそんな生活したくないのに！　だから、騎士になってみんなを見返したいの。誰かにあたしの人生を決めてもらわなくてもいいんだって、証明したいの」

（──僕の都合のいい推測でしかないけど、きっとグレタさんは純粋にアーニャのことを心配しているんじゃないかなって思うんだ）

　わざわざ夜遅くに部屋を訪ねて苦言を呈するのがその証拠だ。

　本当に心配していなければ関わったりしない。

　アーニャだって心のどこかではグレタが自分のことを想おもってくれているとわかっているはずだ。だから血の繫がりのないことを口にして後悔している。

（グレタさんだって、アーニャに本当の家族じゃないって言われてすごく辛つらそうに見えた。もしアーニャを厄介に思っていたら、あんな顔しないよね）

　ノアは悩んだ末、アーニャにはあえてなにも言わなかった。

　うまく伝わるかわからなかったし、仮に伝わっても悔いている彼女をもっと落ち込ませるだけだと思ったから。

（二人が昔のように仲よくできればいいのになぁ）

　そのためには、アーニャが魔術を使えるようになることがきっかけになるのではないかと思う。

　前途多難な姉妹の関係に、ノアはこっそりため息を吐ついた。







　元気のないアーニャと座学中心の一日を過ごしたノアは、寮に戻ろうとしていたところ廊下で声をかけられた。

「ねえ、ちょっと付き合って」

「……気持ちは嬉うれしいけど、告白にはまだ早いかなって思うんだ。僕とアーニャは知り合ったばかりじゃないか」

「告白なんかしないから！　はっきり言っておくけど、出会ったばかりの女の子に触手責めしてくるような男子に誰が惚ほれるもんですか！」

「……てへ。美容効果はあったでしょ？」

「うん。とっても。おかげでお肌がぷるぷるっ──って、違うでしょ！　謝りなさいよ、そこは！」

　朝に比べれば元気を取り戻したらしいアーニャの様子にほっと胸を撫なで下おろす。

　笑顔が似合う少女の表情が陰ると、こちらの調子も狂ってしまうので笑っていてほしい。

「明日の試験のために付き合ってほしいって意味よ」

「なるほど、魔術の訓練だね。許可は取ったの？」

「普段は許可が必要だけど、試験前なら訓練場は解放されているわ。まあ、本番直前はみんな体を休めていると思うから、きっと貸切りよ」

（アーニャが魔術を失敗するのをよく見ておきたかったから、一緒に訓練できるのは都合がいいね）

　彼女には相当量の魔力がある。ならば使い方が悪いということだ。

　魔術は技術的なもの以上に、感覚的であることが多い。

　とくにシンプルに魔術を放つくらいならば、慣れてしまえば手足を動かす延長線上のように感覚で使うことができる。

　触手も同じで、単調な動きは感覚で使えるが、複雑な役割を求めると、高い技術と集中力が必要となるのだ。

「喜んで手伝うよ。明日の試験、うまくいくといいね」

「……ありがと」

　おそらくであるが、アーニャは初歩魔術で学ぶ感覚を、まだ摑つかんでいない。

　それらを確かめるためにも、姉妹仲改善のきっかけのためにも、彼女のために手伝いがしたかった。







「お待ちしておりましたわ。ノア様、アーニャさん！　少々、遅いのではなくて！」

「うげ、エミリア」

「どうして君がここに？」

　訓練場でノアたちを出迎えたのは、クラスメイトのエミリア・ウェインだ。制服姿の彼女は腰に手を当て、大きな胸を揺らしている。

　そんな彼女の胸を凝視したあと、アーニャは自分の幼さの残る体に目をやり、小さくため息を吐いた。

「で、なんでエミリアがここにいるのよ。成績優秀なあんたなら前日に訓練するほどじゃないでしょ」

「おほほほほ。そうはいきませんわよ、アーニャさん。わたくしにはあなたの企たくらみはわかっているのです」

「企みって、なによそれ」

「わたくしは先ほど教室で聞いていました。アーニャさんが魔術を使えないことをいいことにノア様にドキドキ放課後秘密の個人レッスンを強要していたことを！」

「誰がそんなことをするか！」

「あの、ウェインさんは本当になにしにきたの？」

「まあ、嫌ですわ。わたくしのことはエミリアとお呼びください、ノア様」

「……さっきから気になっていたけど、ノア様ってなによ。ノア様って」

　なにやら様子のおかしいエミリアは質問を受けて頰を染めると、体をくねくねさせながら近づいてきた。

「えっと、ウェインさん？」

「どうか、エミリアと」

「エミリアさん、その、近いです。距離が。腕に当たってますから」

「おほほほ、当てているのですわ」

　なぜか抱きついてくるエミリアのたわわに育った胸の感触に、ドギマギしてノアは顔を赤くしてしまう。

「だから！　あんたはどんな用事があってここにいるのよ！」

　どこか不機嫌なアーニャが大きな声を出すと、そうでしたわ、とエミリアが手を打った。

「わたくしはノア様に言いたいことがあって参ったのですわ。アーニャさんはそのついでですわ」

「ノアに言いたいこと？」

「僕に？　なにかな？」

　腕に抱きついたままモジモジしているエミリアのせいで、双丘が揺れて感触がすごい。

　アーニャがジト目でこちらを睨んでいた。

　もったいぶって大きく深呼吸したエミリアは、満面の笑みを浮かべてノアに言い放った。

「わたくしを辱めた責任をとってノア様に婿になっていただきますわ！」

「……さ、訓練しましょ」

「そうだね。試験まであと少し。頑張ろう！」

「ちょっとお待ちになってー！　どうして無視するんですの、意地悪はやめてくださいまし！」

　この場から立ち去ろうとする二人をエミリアが必死に止める。

　ノアは困った顔をしているが、アーニャに至っては心底面倒だと言わんばかりの表情を浮かべている。

「意地悪って、あんたの性格のほうが意地悪じゃない。そもそもどうしてノアを婿にするなんて結論になったの？」

　アーニャの疑問に、エミリアはぽっと頰を紅潮させた。恥ずかしそうに身をよじる姿は可か愛わいらしい。

「あのように衆人環視の中で、触手によって陵辱されただけではなく……お恥ずかしながらわたくし、絶頂してしまいましたの」

「本ッ当に恥ずかしいわね！」

「お黙りなさい！　なので、もうノア様以外と結婚なんてできませんわ」

「どうでもいいけど、別に嫁でいいじゃない」

「ほら、そこはわたくし長女ですので」

「変なところでこだわるのね」

　少女たちのやりとりを、ノアは大粒の汗を流したまま聞き硬直していた。

　辱め、絶頂、なにそれ知らない。少年からすれば、昨日の決闘では責任を取るようなことはしていない。

　触手によって動きを止めて無力化したのは立派な『戦闘技術』である。

　それをまるでみんなの前でエッチなことしたみたいな扱いだ。

（──納得できないんですけど！）

　とはいえ、下手に余計なことを言えば少女たちを怒らせるという推測くらいは、今までの経験からできる。

　なぜか昔から、幼おさな馴な染じみも、屋や敷しきのメイドも、触手マッサージを受けた女性たちは必ず同じようなことを言って、反論しても聞いてくれないのだ。

　結論は、話が終わるまで静かにしていることに尽きる。

「あのね、ノアを婿に迎える気満々のエミリアには言いづらいんだけど」

「なんですの？」

「あんたの理屈なら、あたしだってノアと結婚しなきゃならないじゃないの！　あたしなんて二度も触手責めされたのよぉー！」

「──っ、やっぱりドキドキ秘密レッスンを！」

「してないから！　……でも、えっと、その、触手はね、二度も」

「羨ましいですわぁーーーーー！」

「あんたそんなキャラじゃなかったでしょ！　なにこれ、触手マッサージって人格まで変えちゃうわけっ!?　ノア、なんとかしなさいよ！」

　酷い言いがかりをつけるアーニャに、ずるいずるいと興奮するエミリア。

　二人が落ち着きを取り戻すのに、それなりの時間が必要となった。

「──はぁはぁ……、わたくしったらはしたなく我を失ってしまいましたわ。お話を戻しますと、わたくしはアーニャさんの訓練のお手伝いに参りましたの。試験は実戦式。ならば相手がいたほうがよろしいのではなくて？」

「エミリア、あんた」

「あと、旦那様が浮気をしないように監視も兼ねて参上しましたわ。一石二鳥ですの」

「……感謝の気持ちが半減したけど、一応、お礼言っておくわ。でも、どうして急に手伝ってくれる気になったの？」

　問われたエミリアは、ブロンドの巻き髪を優雅に払ってみせた。

「アーニャさんははっきり言って落ちこぼれですわ。わたくしが言わなくても、ご本人が一番ご承知でしょう。ですが、同じくらい努力家でもあります。昨日だって決闘などせず逃げればよかったのに立ち向かってきましたわ。あれだけの気概があるのでしたら、いずれ魔術だって使えるようになると信じていますわ」

　エミリアは、努力するアーニャなら必ず魔術を使えると信じているのだ。

　クラスメイトの激励に、アーニャは胸が熱くなる。

　今まで馬鹿にされたことは数え切れないほどあったが、こんなまっすぐに魔術が使えると言い切ってくれた人はいない。

　決闘相手の激励がどれだけ嬉しいか、少女以外にはきっとわかるまい。

「……エミリア……ありがと」

　泣いてみっともない顔を見せたくないが、声に涙が混ざってしまう。

　それでも、アーニャはエミリアにお礼を言いたかった。

「おーほほほほっ。実技はさておき、座学ではわたくしのライバルとしてふさわしい成績なのですから、もっと自信をお持ちなさいな、アーニャ・ヘインズビー！」

　エミリアから差し出された手を、アーニャが力強く握りしめる。

「エミリアさんって、やっぱり前々からアーニャのこと気にかけていたんだね。言い方はきつかったけど、昨日のことも𠮟しっ咤た激励だったってことだね」

　少女たちの友情を垣かい間ま見みたノアは、感動したように頷うなずく。

「旦那様っ、わたくしのことはエミリアと。あと、よくわからない勝手な推測をするのは、あまり褒められたことではありませんわよっ！」

　真っ赤になって否定しようとしたエミリアだったが、涙ぐんで手を握りしめるアーニャに目を向けると、

「もうっ、ご想像にお任せしますわ！」

　照れたようにそっぽを向くのだった。







　エミリアを交えたアーニャの実戦訓練は夜遅くまで続いた。

「だーかーらー！　触手を暴走させるなって言ってるでしょう！　これで何度目よ！」

「ごめん！　最近、魔力の加減ができなくて……成長期だからかな？」

「あああんっ、わたくしっ、ノア様の触手でっ……もうっ、達してしまいますわぁあああっ！」

　ブラとショーツを露出させながら、触手に絡みつかれて真っ赤になって怒っているアーニャ。

　大きな胸をはだけさせながらタイツを破かれ、あられもない姿を晒さらしてだらしない顔をしているエミリア。
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　そして、触手の制御に失敗して頭を抱えているノアの三人が、薄暗い訓練場にいた。

　すでに生徒たちは就寝中の時間帯であり、校舎のあらゆる場所も明かりは消えている。訓練場もこっそりノアが学園長に連絡をしたおかげで使えているだけ。

　長時間にわたる訓練も、触手マッサージを受けることで疲労回復できていた。

　触手の分泌液には回復効果があるため、小さな傷くらいは簡単に治る。

　触手マッサージといっても、しっかりノアが制御していたので少女たちが嫌がることはなかった。

　最初は、今までのことを思い出し、羞恥に赤くなったりもしたが、術者のノアが真面目に取り組もうとしているのだから自然と少女たちも思考を切り替えていく。

　ただし、マッサージなので気持ちよさはあり、わざとかそうでないのか際どいところまで触手が伸びるので、自然と声が漏れてしまった。

　口を押さえて耐えるものの、やはり恥ずかしさが湧いてきてしまうのだ。

　そんな触手マッサージも、五回目になったところで暴走した。

　戦闘訓練に付き合いながら触手マッサージも行っていたノアは、少女たちよりも疲れは酷く、すでに暴走も三度目だ。

「はぁ……はぁ……もう、だめ、疲れたし、汗と触手の変な液体でベトベト……お肌だけツルツルしてるのがなんか嫌……」

　暴走した触手から解放されたアーニャはなんとか肌の露出だけはさせなかったが、抵抗した分、息切れして呼吸も荒い。

「失礼だね。触手から出ているのは変な液体じゃなくて、美容液と回復系ポーションの配合物だよ」

「悪いけど、今はツッコミ入れる気力もないの、黙ってて」

「……はい」

　はだけてしまった制服を整えながら、アーニャが横を向くと、地面に大の字になって倒れているエミリアがいる。

「──うわぁ」

　訓練相手として幾度となく戦ってくれた彼女の姿は悲惨の一言だ。

「……わたくし……本当に、ノア様以外に嫁げませんわぁ……」

　簡易リングの上で豪華にカールされたブロンドの髪を広げて大の字で倒れているエミリアは、ブラとスカートを触手に剝ぎ取られてしまっていた。

　ショーツは死守したようで下半身はギリギリ守られているが、同級生とは思えない大きな双丘が溢あふれて露出している。

　顔を見れば、女の子がしてはいけない蕩とろけきった顔をしていて、触手による刺激がどれだけ強かったのか物語っていた。

　アーニャはクラスメイトのよしみで、制服の上着を脱ぐと彼女の羨ましいたわわな胸を隠してあげた。

「うーん、どうしたものかな」

　ノアはというと数時間続けたにもかかわらず、アーニャが魔術を成功できなかったことに頭を悩ませていた。

　明日は、決闘ではなく試験だ。グレタに勝てば合格ではなく、魔術を使った内容が評価される。

　しかし、アーニャはその肝心の魔術が使えない。

　ならば試験結果は火を見るよりも明らかだ。一学期の試験で留年や退学が決まるわけではないが、後々を考えると決して見過ごせない。

（どうしてアーニャは魔術が使えないんだろう。意外なことに、感覚的なものは持ってるみたいだ。でも肝心な魔術が発動していない。うーん、なにかが邪魔している感じがするんだけどなぁ）

　腕を組み、夜空を眺めながらノアは考えたが、結論は出ていない。

　だが、まるで苦手な属性を無理やり使おうとして失敗している感覚があった。

（根本的に、アーニャの中でなにかがズレている感じがするんだよねぇ）

　はっきりとしないことが気持ち悪い。

「ねえ、アーニャって本当に炎属性？　間違ってない？」

「なによ急に。ええ、間違ってないわよ。だって学園長先生が調べてくれたんですもの」

「……あの人でも間違う時は間違えるからな」

「なんだっていうのよ？」

「もしかしたら、アーニャって魔術属性を勘違いしているんじゃないかなって。たまにいるんだよ。炎だと思ったら水でしたって人が。魔術をそれなりに使える中級者ならいざしらず、魔術を学び出した初心者が魔術属性を間違えていると魔術は使えないんだ」

　ノアの説明した通り、魔術属性を勘違いしているとアーニャのように魔術が発動しないことは珍しくない。

　もともと魔術師は、ひとつ、稀まれにふたつ以上の魔術属性を持っている。

　基本は、その魔術属性に基づいた魔術を中心に学び、使えるようになっていく。他の属性は余程のことがない限り、使うことも、学ぶことも少ない。

　ひとつの属性を極めることだって、人間の一生では足りないのだ。

　これで初心者魔術師が属性を間違えていましたとなると、発動さえしないのは当たり前だ。

　ノアはその可能性を考えたのだが、アーニャは違うと言う。

「できれば、僕の推測が当たって欲しかったんだけどな」

　魔術属性を間違えていたのなら、正しい属性を知ればいい。

　明日の試験に間に合わずとも、次の試験には間に合ったかも知れない。

　アーニャだって、魔術の使える可能性が出てくれば、今まで以上に努力できたはずだ。それだけに残念に思う。

「色々考えてくれるのは嬉しいけど、『もし』を考えていたら身動きできなくなっちゃうわ。そんなことよりも、早く訓練の続きをしましょ。エミリアはダウンしてるから、またノアが相手してね」

　夜だというのに前向きのアーニャが輝いて見える。自分にはないポジティブさだと感心してしまう。

　そんな少女には、精神的な疲労が見て取れた。

「いいや、そろそろ終わりにしよう」

「え？」

「このまま続けたら明日の試験に響くよ。無理をして結果が出せないなんてことになったら元も子もないじゃないか」

「──なによ、それ」

　アーニャを気遣い訓練終了の提案をしたノアは、雰囲気を変えた少女に目を丸くした。

「アーニャ？」

「なんなのよ、それ。明日に響くから終わりって、どういう意味？」

「試験前だからって根を詰めすぎたら体に毒だよ。エミリアさんだって倒れちゃったし、明日に向けてそろそろ体を休めないと」

「それって、魔術の使えないあたしには関係ないじゃない！」

「気持ちはわかるけど、無理しすぎたらよくないでしょ」

　今にも泣き出しそうな少女が切羽詰まっていることくらい知っている。

　姉との戦いを控えながら、未まだ魔術を使えないのは敗北に等しかった。

「わかってない！　魔術が使えないあたしは、今日血を吐くほど無理をしなきゃ意味がないのよ。明日のことなんて考えてなんかいられないわ。ノアならわかってくれると思っていたのに」

「わかる、わかってるよアーニャ。無理をしないと不安なんだよね。でも、僕は友人として見過ごせない。ここで体を壊してしまったら元も子もないじゃないか」

「そんなの魔術が使えるノアだから言えるのよ！　使えないあたしには、これからを考える余裕なんてないのよ！」

　悲痛な声に、アーニャが明日の試験を想像以上に重く考えているのだと悟った。

　ノアは姉妹の対決を軽んじていたわけではないが、魔術を使えずとも内容次第では、グレタだって厳しい考えを改めてくれるかもしれないと思っていた。

　口では厳しいことをいいながら、妹を思いやっているはずの彼女なら、妹を追い込むようなことはしないはずだと信じていたのだ。

　しかし、その考えはノアだけのものであり、アーニャは違う。

　甘えたような楽観的思考は持てない。

「もし、僕の考え足らずのせいで傷つけてしまったなら謝るよ。でも、無理をして欲しくない、体を壊して欲しくないのは変わらない」

「……心配してくれてるのかもしれないけど、あたしは試験でグレタに勝たなきゃいけないの。この学園でやっていけるって証明しないと、家に報告されて学園をやめなきゃならないかもしれない可能性だってあるのよ！」

「それは、そうかもしれないけど」

「だったら！　明日以外のことを考えられるわけがないじゃない！」

　それでもノアの考えは変わらない。いくら将来がかかっているかもしれないとはいえ、たかだか試験で体を壊すのはナンセンスだ。

　少年は静かに首を横に振った。

「あたしがここまで言っているのに、まだ止めようとするの？　もういい！　もういいわよ！　どうせあんただってあたしのことを落ちこぼれって馬鹿にしてるんでしょ！」

「なんでそうなるんだ！　僕が、いつアーニャのことを馬鹿にしたっ！」

　自や棄けになった少女に、ついノアは声を荒らげてしまった。

　少年の怒声は大きく、周りが見えなくなっていた少女に冷静さを取り戻させるには十分だった。

　アーニャは、気遣ってくれた友達への暴言と後悔が波のように押し寄せてきて、心がぐしゃぐしゃになってしまう。

「──っ」

　ノアを直視できなくなったアーニャは、彼から逃げ出そうと反射的に背を向けた。

　ひたむきに努力をし続けていた少女の心がはじめて折れた瞬間だった。

「アーニャ！」

　自分の名を呼ぶ声が聞こえても、聞こえないふりをして少女は走り出してしまう。

「待って、アーニャ！」

　少女の背中に声をかけたノアだったが、彼女は足を止めることなく訓練場を飛び出していく。

　アーニャを放っておくことなどできるはずもない少年が、追いかけようとすると、

「旦那様。アーニャさんには少し頭を冷やす時間を差し上げましょう」

　不意に、倒れていたはずのエミリアに制止の声をかけられ、足を止めてしまう。

「……エミリアさん、起きていたんだ」

「ええ。少し前から。恥ずかしながら、お二人のように体力には自信がありませんの。正直に申し上げて、これ以上お付き合いすることは難しかったでしょう」

　ゆっくり上半身を起こしながら、エミリアが疲れた笑みを浮かべる。

　きっとノアとアーニャのやりとりは耳にしていたはずだ。その上で、口を挟まずにいてくれたのだろう。

　エミリアがこれ以上無理だと言えば、ノアは同調していたはずだ。アーニャにもいずれ来る限界を迎えさせようとは思わない。

　だが、ルームメイトは納得せずに、怒りを向ける対象がふたりになり、もっと酷いことになっていたかもしれない。

　ノアはエミリアの気遣いに感謝した。

「アーニャさんだって旦那様が心配してくださっていることには気づいているはずですわ。ただ、それ以上に自分が不ふ甲が斐いないのでしょう」

　友人たちに手伝ってもらいながら結果が出せなかったことは、誰よりもアーニャ自身が気にしているだろう。

「それはわかるけど、このまま放っておくのって」

「時にはひとりになりたいときもあるでしょう。きっとアーニャさんにとって、今がそうだと思いますわ」

「…………」

　エミリアの助言に、ノアはアーニャを追いかけたい気持ちをぐっと堪こらえた。

「ふふ、旦那様に大事にされているアーニャさんに妬やけてしまいますわね」

「……エミリアさんだって。昨日も、口ではきついことを言っていたけど、やっぱりアーニャのことを友達だと思っているんだね」

「──っ、それは、その。魔術が使えないのはさておき、座学では立派なライバルですので」

　おそらく先日学園を去れと言ったのは、半分は怒らせての𠮟咤激励だったのだろう。

　もう半分は、アーニャのためを想って別の道を探したほうがいいと考えていたのかもしれない。

　自分以外にもアーニャを想う友人がいることを、今すぐ彼女に伝えてあげたかった。

「アーニャさんだって馬鹿ではありませんわ。冷静に戻れば、きっといつもの調子を取り戻しますわ。わたくしたちは、それを待ちましょう」

「そうだね。うん。そうだよね。ありがとう、エミリアさん」

「ふふふ、旦那様を励ますのは妻として当然ですわ！　あの、よろしければお手を貸してくださいまし」

　まだ立ち上がれていない少女に手を貸す。

　彼女の体は軽く、片手だけで簡単に引き上げることができた。こんな軽い体で、長時間訓練に手を貸してくれたのかと思うと感謝しかない。

　出会ったばかりのときは高飛車な子だと思っていたが、今ではすっかり印象が変わっている。

　少々不器用だが友達思いのいい子。それがエミリア・ウェインという少女だった。

「まあまあ、力強いのですね。……ところで、すんすん、ああっ、旦那様の汗と男の濃厚な匂いが素敵で、わたくしくらくらしてしまいますわぁ」

「え、急になに、怖いっ！」

「ちょっとわたくしの寮部屋で休んでいきませんか。な、なにも変なことは致しませんのでご安心ください。少々、一緒にベッドを共にして、素敵な朝を迎えるだけですから」

「それ少々って言わないから！」

「いえ、真面目な話、お住まいはどこに？　我が校は女子校なので男子が生活する場所はないはずですわ。今から学園の外に出るのも面倒ではありませんの？　わたくしの部屋ならば、ルームメイトもいませんし、少々大きな声を出しても角部屋ですので問題ありませんわ。うへへ」

　女の子がしたらいけないしまりのない顔は、いかにもなにかを企んでいますという感じだ。

　部屋に招かれたら大変なことになる予感しかしない。

「あ、ありがたいけど、僕は寮で生活させてもらっているんだ。あと、ほら、アーニャが帰ってくるのを部屋で待っていたいし」

「──お待ちください」

　なぜか急に真顔になって、低い声を出したエミリアにびくり、とノアは驚く。

「な、なに？」

「まさかとは思いますが、アーニャさんと同じ部屋でお暮らしになっているということですか？」

「う、うん。一昨日からね」

「……つまりそれは、毎晩触手でアーニャさんにあんなことやそんなことをした挙句、ぐへへへへ、今夜は寝かさないぜ、と言って野獣降臨しているということですのね!?」

「そんなことして……いなくもないけど、冤えん罪ざい！　野獣降臨とかないから！　君、ちょっと妄想癖酷くないかな!?」

　連日、触手を暴走させて、教師や上級生を巻き込んで触手マッサージをしてしまったが、野獣になるようなことは一切していないと誓える。

「ずるいですわ！　わたくしもまぜてくださいまし！　アーニャさんは側室にしてあげますから、わたくしも可愛がってくださいませー！」

「ちょっ、やめて、離れて。いや、この子意外と力強いな！　疲れているとか噓うそでしょ！」

　制服で隠しているが、こぼれそうな巨乳を押し付けてぐいぐいせまってくるエミリアに、慌てふためくノア。

　アーニャと喧けん嘩かしてしまったことで、落ち込んでいた彼だったが、エミリアのおかげで少しだけ気持ちが楽になった。

　ただ、旦那様と呼び迫ってくる彼女が本気なのか演技なのか、真意がわからず、思春期の少年は年頃の少女の豊満な体にドギマギしてばかりだった。
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「遅かったじゃないの、ノア」

「……師匠？　どうして部屋にいるんですか？」

　しきりに部屋に誘ってくるエミリアをなんとか引き離し寮部屋に戻ってきたノアを出迎えたのは、師であり学園長のマルガレータ・グリムだった。

　執務用の眼鏡を外し、どことなくラフな雰囲気の彼女は待っている間に読んでいたであろう本をベッドの上に投げた。

　ベッドに腰を降ろしている師匠は、少年がひとりだけのことに怪け訝げんそうな顔をする。

「あら、ずいぶんな言い方ね。わざわざ様子を見にきてあげたのに。ほら、女の子と一緒の生活だといろいろ溜たまっているんじゃないかと思ってね」

「大きなお世話です！」

「……それにしてももう少し片付けなさいよ。女の子がルームメイトなんだから気をつけないと嫌われてしまうわよ？」

「言っておきますけど、この惨状は僕じゃなくてアーニャです。あと、これでも片付いているほうなんですからね」

「…………」

「本当ですよ？」

「えっと、まあ、いいわ。昨今では片付けられない女の子って多いらしいし、将来は綺き麗れい好きな旦那さんを捕まえればいいものね」

「そういう師匠も片付けられない女ですもんね」

「お黙り！　というか、遅かったじゃないの。まさかとは思うけど、女の子とよろしくやっていたんじゃないでしょうね、先生許しませんよ？」

　あからさまに話題を変えた学園長にノアは嘆息しながら付き合う。

「違いますよ。アーニャと訓練していたんです」

「それにしてはアーニャはいないじゃないの。どこにいったのかしら？　あ、シャワーなら、学園長自ら背中でも……うへへへ」

「同性でもセクハラになりますからね！　ったく、かわいい子が好きなのは知っていますけど、まさか部屋に来る口実を作るために僕をルームメイトにしたわけじゃないでしょうね？」

「そんなことあるわけないでしょう。ふふっ、でも珍しいこともあるのね。女の子に興味がないからちょっと心配していたけど、アーニャのことはかわいいって認めているのね」

「元気でひたむきで、いい子じゃないですか」

「うんうん。私が目をかけている理由はわかるようね。でも、だからこそ心配なのよ」

「え？」

　アーニャのどこに心配する要素があるのかノアにはわからなかった。

　確かに魔術を使えないという点だけ見れば、わからないでもない。

　だが、そんなもの些さ細さいな問題だ。魔術を使えないだけで、学園長自らが心配する必要なんてないと思いたかった。

「違法魔術の話をしたのを覚えているかしら？」

「当たり前じゃないですか」

「アーニャのように魔術が使えず悩んでいる子はいいカモになるわよ」

「──っ、師匠！　その言い方って」

「ごめんなさい。でも、本当よ。その場合は、あなたが気づいてくれるでしょうけど」

「そんな心配はいりませんよ。アーニャは強い子です。今までずっと努力していたのに、そんな安易で間違った道を選んだりしません。誘惑なんて蹴り飛ばしますよ」

「それならいいの。私もかわいい生徒が過去の遺物に食いつぶされるのは我慢できないからね」

　マルガレータがわざわざ寮に足を運んできたのも、彼女なりに生徒を案じているからだとわかった。

　違法魔術など生徒にかかわらせることも嫌なはずだ。

　なによりも学園という自分の領域で好き勝手している犯罪者がいることを我慢できないのだろう。

「それはそうと、あなた、触手は使っていないでしょうね？　昨夜、寮の大浴場へ続く廊下でぬめぬめになっているヘインズビー姉妹を見ちゃったんだけど」

「な、なななな、なんのことかなー。ぷぴー」

「適当な口笛を吹かないの。わざとらしい」

「そ、そんなことありませんよー」

「驚いたわ。いつも不機嫌な顔をしてなにを考えているのかわからないグレタが、顔を真っ赤にして唇を嚙み締めて、羞恥と怒りに必死に耐える姿は──最高だったわ」

「このっ、変態学園長！」

「褒めない褒めない。攻撃魔術しかでないわよ！」

「いりませんよ、そんなもん！」

　どこかノリのいい師弟は、現在この場にいないアーニャへの心配を頭の片隅に置いた。彼女なら大丈夫だろうと、信頼していたのだ。

「ふふっ、グレタのかわいらしい姿を見ることができたから、今回の無断触手使用は勘弁してあげるわ」

「さすが師匠！　ありがとうございますっ！」

「ただし、次やったら、全力で組手よ」

「ひぃぃいいいいいいっ」

　師匠に釘くぎを刺されたノアは、絶対に触手を暴走させないように気をつけようと固く決意するのだった。
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　アーニャはひとり、寮に戻らず学園内を当てもなく彷徨さまよっていた。

「……あんなこと言うつもりなんてなかったのに」

　彼女は自己嫌悪で押しつぶされそうだった。

　姉に暴言を吐いたことも、ノアへきつく当たったことにも、後悔ばかりが押し寄せてくる。

　少し冷静になれば、少年の心配が正しいことくらいわかる。

　素直に受け取ることができなかったのは、自分だけが魔術を使えない悔しさと、結果を出せない不甲斐なさからだ。

「……グレタに手も足も出せずに負けるのが嫌。見下されるのはもっと嫌」

　優秀な姉とは、姉妹らしい会話なんてなく、顔を合わせれば口うるさいばかり。こちらが勝手にコンプレックスを抱いているが、嫌いなわけがない。

　姉妹だからこそ見返したかった。

「──認めないんだから」

　敗北することなど許せない。

　──情けない結果のせいで、もしふたりがあたしのことを見限ったらどうしよう？

　親身になってくれたふたりによくもこんなことを、と恥ずかしくなる。

　必死に不安を追い払おうと、脳裏に触手魔術師の少年のことを思い浮かべる。

　はじめて親しくしたお人ひと好よしの男の子に、アーニャがどれだけ救われたのか、きっと彼は知りもしないだろう。

　夢を笑わず、応援してくれた。

「あたしって嫌な子だ。ノアにありがとうって言わなきゃ。ごめんねって言わなきゃ」

　心が少しだけ軽くなった。

「エミリアにもありがとうって言わなくちゃ」

　不安は未だ消えないが、友達を信じられなくなるほど絶望していない。

　──大丈夫。うん。大丈夫。魔術が使えなくなって、仮に学園を去らなくちゃならなくても、ふたりがあたしを見限ることはない。だって、ふたりは友達だから！

　気遣ってくれた友達に、感謝と謝罪を伝えよう。

「帰らなくちゃ」

　そう呟つぶやき、寮に戻ろうとした。

「あらあら、随分とお悩みのようですねぇ、アーニャさん」

　不意打ちのように背後から誰かに声をかけられ、驚き飛び上がってしまった。

「──っ、誰っ！　……って、あなたは」

　声の主がよく見知った人物だったことに、胸を撫で下ろした。

「ごめんなさいね、驚かせちゃいましたか？」

「い、いいえ、その、こんな時間にどうしたんですか？　そんなことを言ったらあたしもそうなんですけど、訓練をしていたからちょっと遅くなってしまって」

　すでにちょっとという時間ではない。

　一応、自主訓練を考慮されて、寮には学園外に外出しない限り門限はない。

「ふふっ、頑張っている生徒を𠮟ったりなんてしませんよぉ。ところで、明日の試験は不安ですか？」

「……はい、不安です。でも、悔いなくやってみようと思います。友達が手伝ってくれましたから」

「実はあなたたちのことは見ていました。でも、魔術は使えませんでしたよねぇ？」

「そ、それは」

　また感情的になってしまいそうになり、反射的に唇を嚙み締めた。

「いいんですよ。生徒ひとりひとりに得手不得手があるんですからぁ。そもそも私はこの学園に疑問を抱いているんです」

「疑問、ですか？」

「みんながみんな魔術が得意なわけないじゃないですか。なのに、そういう生徒に対してフォローが少ないと思いませんかぁ？　放課後の訓練だって、本来なら教師が面倒をみるべきだと私は思います」

　その人はアーニャに甘い声で囁ささやく。

「だから私は陰ながらアーニャさんのような生徒にお力を貸しているんですよぉ」

「力をって、どういうことですか？」

「あまりまどろっこしいことは好きじゃないので、単刀直入に聞きますねぇ。アーニャさん、魔術を使いたくありませんか？」

「それって、どういう」

「魔術師は生まれ持った属性の魔術を使うことができます。逆に言えば、それ以外の属性魔術はあまり使えないのが現状です。ですが、例外があったとしたらどうしますか？」

「……例外？」

　アーニャは、口の中が干からびる感覚を覚えていた。このままこの人の話を最後まで聞いてはいけないと本能が告げている。

　しかし、目の前の人物の言葉の続きが気になってしまう。

「はい。例外です。特定の古い魔術は、その魔術術式を刻んだ媒体と契約することで使用可能となります。そこに得手不得手はないのですよ。代償は魔力以外にも色々支払わなければならないことですが、アーニャさんにとっては些細な問題でしょう？」

　ごくり、と少女の喉がなった。

　もし話が本当だとしたら、その古い魔術の媒体さえ見つかれば魔術が使えるようになるということだ。

「……もしかして、あなたは」

「持っていますよ。今、ここに、魔術媒体があるんですよ。欲しくありませんか？」

　まるで悪魔の誘惑だと思った。

　誰かのために力を貸すと言いながら、目の前の人物の瞳にはルームメイトの少年のような優しさなどかけらも感じない。

　それでも構わなかった。

「本当に魔術が使えるようになるの？」

「それはお約束します。すでに何人もの生徒に試してもらっていますから。結果は、皆素晴らしい成績を収めてくれていますよ」

　心から欲しいと思った。

　きっと、この人は自分がどれだけ魔術を欲しているのか知った上でもったいぶっているのだ。

　自分から、ください、と懇願させたいのだ。

「……いくら払えばいいの？」

「うふふふ、お金なんてそんな。ですが、魔術媒体を手に入れるのにかかった費用くらいは出してもらったほうが後腐れなくてよさそうですね。侯爵家の娘さんなら十分に払える額ですのでご安心くださいね」

　お金で魔術を買う。

　それはきっと恥ずべき行為だったかもしれない。

　今までの努力の意味と、友達の優しさ、気遣いも馬鹿にしてしまうことになるかもしれない。

　それでも、魅力ある誘惑に勝てなかった。

　だって、魔術さえ使えるようになればすべてが解決すると思えてしまったから。

　──ごめんね、ノア。

　なぜ自分が脳裏に浮かぶ少年に謝罪したのかわからないまま、目の前の人物に魔術を求めた。

「いくらでも払うから、あたしに魔術をちょうだい！」

「うふふっ、うふふふふふっ！　お買い上げ、ありがとうございまぁす！」





四章







　寮に戻ってこなかったアーニャを待ち続けて一睡もしなかったノアは、重い瞼まぶたを擦こすりながら試験を受けるため学園の闘技場にいた。

　ここは学園開校から存在し、ときには国が開催する闘技大会なども行われたりする場所であった。戦乱の時代には、勇者が選ばれた場所という逸話もある。

　そんな場所での試験は、生徒同士の真剣勝負だ。

　試験として挑む生徒はもちろん、試験官を務める上級生も、内容により成績をつけられる。

　どちらの生徒も本気で挑むため、術式が施されたリング上とはいえ、ダメージによる失神や、魔術疲労による気絶も起こりうる。

「やっぱりアーニャはいないな。喧けん嘩かしちゃったけど、試験にこないなんて考えられないし」

　すでに多くの生徒が緊張しながら揃そろっていた。

　生徒の中にはエミリアの姿もあり、彼女がこちらに気づき不安げな視線を向けてきた。

　きっとアーニャの姿がないことに気づいているんだろう。ノアは力なく肩をすくめて見せた。

　残念そうな表情を浮かべていたエミリアだったが、彼女はノアの背後に何かをみつけて、安あん堵どするように胸をなでおろした。

　弾はじかれたように振り返った少年の目には探し人がいた。

「アーニャ！　どこ行ってたの、心配したんだよ」

「ごめん。ちょっとひとりで訓練してただけよ」

「昨日はごめん、アーニャの気持ちを考えずに。でもあまり心配させないでよ、なにかあったんじゃないかって不安だったんだ。僕だけじゃない、エミリアさんだって心配していたんだよ」

「本当にごめんね。心配かけたことも、感情的になってノアに酷ひどいこと言っちゃったのも」

「いいんだ。気にしないで。こうしてアーニャが元気そうだから、それだけで十分だよ」

　少年は噓うそ偽りない本心を伝えるも、少女の対応はなぜか素っ気なかった。

「うん、ありがと。でも、あたしのことは心配しなくても大丈夫よ」

「それって、どういう意味？」

「そのままよ。あたしね、もう魔術が使えるの。だから心配しないで」

「──え？」

　アーニャがなにを言っているのか理解できなかった。

（魔術が使えるって……そんなことありえない。だって、昨日の夜中まで使えなかったじゃないか。あの後、アーニャになにがあったんだ？）

　彼女がつまらない噓を吐つく子じゃないとわかっているからこそ混乱している。

　一晩でルームメイトの身になにが起きたのか、と。

　その疑問を口にしなかったのは、また喧嘩になることを恐れてだった。

「待ってくれ、アーニャ。詳しく教えてくれないかな？」

「それでは試験を始める！　生徒たちはリングの上に集まれ！」

　ノアは事情を訪ねようとするも、教師がリングの上から生徒を呼んだ声に邪魔されてしまった。

「もう時間よ。いいから見ていて。あたしが本当に魔術を使えるって証明するから」

「……アーニャ」

「グレタを倒して、みんなを見返してやるんだから」

　どこか暗い瞳のまま足早に離れていってしまう少女に不安を覚え、腕を摑つかもうと手を伸ばす。

　自分がなにか見過ごしているような気がしてならなかったのだ。

　しかし、ノアの手は空を切ってしまう。

　アーニャはノアを一度も振り返ることなく、生徒たちの隙間に消えたのだった。
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「一年生諸君。もう学園生活には慣れたかしら？　本日は、入学してからあなたたちがどれだけ成長できたのかを測らせてもらいます。恐れることはないわ。試験といっても厳しいものではないの。果敢に挑み、大いに失敗なさい！」

　学園長マルガレータ・グリムの激励によって試験は始まった。

　続いて、教師たちから試験の説明を受ける。

　試験は、上級生ひとりに対し、一年生がふたり掛りで挑む形だ。第一に、それだけの実力差があると判断されているのだろう。次に、ただ魔術だけの優劣ではなく、チームワークも評価されることとなる。

　二年生に進級して実戦を経験する前にこうした場所で多くの経験を積み重ねさせようという学園の考えが感じられた。

　魔術師は単にひとりで戦えればいいというわけではない。

　生徒たちが目指すのは、仲間と協力してひとつの目的を達することのできる優れた魔術師だ。

「私はレニーです。よろしくね……アレンくん」

「僕はノア・アレンです。レニーさん、よろしく。お互いに試験頑張ろう」

　ノアは今まで会話をしたことのないクラスメイトのレニーと組むことになる。

　連携のため、挨拶と握手を交わし、簡単な会話を挟む。

　しかし、なぜか少女から怯おびえを感じた。

　はて、と首を傾かしげたノアに、彼女は恐る恐る言った。

「あのね、アレンくん……触手で酷いことしないでね」

「しないよ!?　僕、どんな風に思われてるの!?」

「だって、エミリアさんにあんな酷いことしたし」

「あれは戦術だよ。動きを止めて、傷つけずに戦闘不能にするんだ。触手って最高の魔術だと思わない？」

「もし私がエミリアさんみたいなことをされるなら、舌嚙かんで死ぬよ」

「……あれ？　お、おかしいな」

　もしや、と思っていたが、気のせいだと放っておいていた。

（──まさかとは思うけど、触手魔術って人気ないの？　いやいや、そんなことはない。落ち着け、落ち着くんだノア・アレン。僕は代々続く触手魔術を受け継ぐ者として、自信を持って触手を使えばいい。そうさ、その通りさ！）

「あの、アレンくん？　ごめんね、ちょっと言い過ぎたかも」

　わずかに浮かんだ不安をなかったことにして、笑顔を浮かべる。

「大丈夫、大丈夫。初見さんにはちょっと印象が強かったのかもしれないね。きっとこの試験で挽ばん回かいしてみせるよ」

「う、うん、頑張って、ね？」

「ありがとう！」

　無駄に明るく、はきはきしているノアに、若干引き気味のクラスメイトの態度に気づかないままノアは試験へ意気込む。

（そういえば、アーニャは誰と組んだんだろう？）

　彼女に理解がある子なら安心ができる。そう考えて少女の姿を探す。すると、アーニャの隣にはエミリアがいた。

　クラスメイトの中で、一番の理解者と組んでいることにノアは安心した。

　その安心も束つかの間ま、エミリアの表情がどこか困惑を含んでいることに気がついた。

　彼女はアーニャに声をかけているようだが、素っ気なく対応されているようだ。

　二人と少し離れているので、なにを話しているのかまでは聞こえないが、アーニャの感情が希薄に見える。

　一抹の不安を覚えるも、試験が始まってしまうので動けない。

　上級生がリングに上がってくると、教師の説明が終了し、ノアたちは自分たちの順番が回ってくるまで闘技場の観客席で待機するのだった。







　ノアとレニーが挑むことになったのは、青みのかかった黒髪を短く切りそろえたボーイッシュな上級生だった。

　胸元のリボンを緩め、ボタンをいくつか外している快活そうな彼女は、後輩たちを見てにやりと笑った。

「行きます！」

　教師の合図とともにレニーが駆け出した。

「ちょっと待って、そんな猪ちょ突とつ猛進に！」

　ノアが慌てて制止をかけるも、パートナーの耳には届かない。

「えぇえええええいいいっっ！」

　レニーは魔力を高めると、虚空から石でできた地属性の大剣を出現させ、思い切り振るった。

　薙ないだ大剣が唸うなりをあげるも、上級生は肉食動物が勢いをつけるように身を低くすることで一撃を躱かわした。

「はっ、いい攻撃じゃねえか！」

「まだまだです！」

　器用に大剣ごと体を一回転させ、レニーは再び薙ぎ払うような一撃を放つ。が、地面を蹴って肉薄していた上級生の姿は、少女の懐にあった。

　眼前に先輩がいたことに目を丸くした少女は、そのままバランスを崩し、背後に転んでしまい、手にしていた大剣が放り投げられた。

　お尻を打ったレニーが涙目になっていると、上級生は彼女の襟首を摑んであっさりとリングの外へ投げてしまった。

「きゃぁっ！」

　小さな悲鳴とともに、リング外へ落ちるレニー。

　ノアは、その瞬間を見逃さなかった。

　魔術を使うことなく一年生ひとりを容易たやすく降くだした上級生に、ノアは肉薄する。

　掌底を構え彼女の顎めがけて打ち払った。

（魔術を使うよりも、肉弾戦に頼ったほうが早いはず）

　だが、

「おいおい一年坊、ちゃんと魔術を使えよ、な！」

　あろうことか、彼女は額でノアの一撃を受け止めてしまった。

　平然としている少女は獰どう猛もうに笑う。次の刹那、下からノアの顔めがけてつま先が飛び込んでくる。

　一歩、後退することで蹴りを避よける。返す一撃で拳を放った。が、やはり少女は軽々と腕で払ってしまう。

（運動神経では僕の負けか。この人がどんな魔術を使うかわからないけど、触手で動きを拘束したほうが無難かな）

　アクロバットのようにリングを跳ね、拳や蹴りを繰り出してくる少女の一撃は重い。

　術式に守られていなければ骨くらい折れていただろう。

　触手魔術を使うため距離を取りたいが、距離を空けてもすぐに詰めてくるので応戦し辛づらい。

（だけど、焦るほどじゃない）

　ノアは慎重に距離を空けるも、上級生はなにも考えていないのか平然と突っ込んできて蹴りを連続して放ってくる。

「なるほど、あなたは地属性魔術師か。地の力を身体能力にしているんだね」

「正解だっ！　よくアタシの魔術を見破りやがったな。だいたい、適当に喧嘩してるだけって思われるんだけどなっ！」

　ようやく彼女の身体能力と、一撃一撃の重さの理由がわかった。

「なんだ、慎重になって損した」

「あんだと!?」

　──どんっ。

　音を立てて少女が地面を蹴って勢いよく突っ込んでくる。

（避けてもすぐ方向転換してくるはずだ。なら押さえ込めばいい）

「──ぐぁっ」

　上級生の重たすぎる一撃を、ノアは両腕を重ねて受け止めた。

　数秒、宙で静止した少女の隙を少年は見逃さなかった。

「あなたの魔術はその身体能力そのものだ。ならば、それ以上魔術は使わないはずです。だから、もう様子を窺うかがったりしませんよ？」

　にゅるん。ノアの影から十を超える触手が伸びた。

　まだ触手の制御が未成熟である少年にとって、影から複数本の触手を伸ばすのには数秒必要とする。

（──この時間が欲しかった！）

　上級生の魔術は、大地から力を借りて身体能力を大幅に引き上げるというものだった。

　好戦的な笑みを浮かべる彼女に腹芸ができると思えないので、隠し球はないと判断した。

　一撃は重く、術式に守られていなかった場合のことを考えるとぞっとするも、今は魔術の試験だ。

　痛いだけなら歯を食いしばって堪えればいい。

「やるなお前。アタシはリザだ。お前は──って、なんだそりゃ!?」

　黒い触手に足首を摑まれた少女がノアの名前を尋たずねようとして大声をあげた。

　右足首から、ふくらはぎ。膝の裏を一周して、太ももへ触手が伸びていく。

「こらっ、おい！　なにしてんだ！　ひゃんぅっ。──っ、違う、今のはアタシの声じゃねえ！　だからやめろって言ってんだろ！　ぬるぬるさせんなっ、ぶっ飛ばすぞ！」

　健康的な太ももを分泌液で濡ぬらしながら、折り返すように戻り足を拘束しきった。

　続いて、左右から腕に巻き付いていく触手たち。

　胴体に何重にも絡みつき、彼女の身体からだを宙に止める雄々しく太い触手。

　細く、女性の手のようなしなやかな触手が、マッサージするように胸元に潜り込んでいく。

　影から出した全ての触手が、リザと名乗った上級生にすべて絡みついた。

「きゃっ、くそっ、やめろぉ！　ぬるぬるさせんじゃねぇ！　っく、あっ、んっ、もうっ、あ、だめだっ、中に入ってくるなぁ！」

　腕を振って触手の拘束から逃れようとするリザだったが、もがけばもがくほど、触手はしっかり彼女の体に食い込み絡みついていく。

「こらっ、くねくねすんな！　おいっ、パンツひっぱるんじゃねーよ！　脱げちゃうだろ！」

　露あらわになった太ももの付け根にはピンク色のかわいらしいショーツが見える。

　触手が引っかかっているため下着が脱げてしまいそうだ。

　もがくためスカートがめくれ、ブラウスのボタンも触手が中で動いているせいで弾けてしまった。

　ショーツと同じ色のスポーツブラが露出し、分泌液のせいでうっすらと肌色が浮き出てしまっているのがわかる。

　抵抗を続けているせいで玉のような汗を浮かべる少女のお腹なかは、きゅっと引き締まっていてよく鍛えられているのがわかった。

「やめっ、脱げる脱げちゃう！　おまっ、こんな魔術使う奴やつなんて聞いてないぞ！　あっ、んんっ、こら、太ももばっかりなでるなぁ！　変な感じがするっ、背中っ、だめだってばぁ！　そこビリっとしたビリって！」

　言葉遣い同様に息遣いも荒いリザは、身体中に汗を浮かべて悶もだえ続ける。

　頰は紅潮し、なにやら刺激を受けるたびに、びくんっ、びくんっ、と身体を跳ねさせている。

　気づけば、リングを見守る生徒たちから言葉が失われていた。

　みんなが固唾を吞のんで凝視している。ときおり「ええ……うそ」と驚きの声があがっているが、些さ細さいな問題だ。

「こらぁ……もうっ、らめ……なんかくる、ぐって、きちゃう……アタシの中でなにか、爆発しちゃう……ぅんっ、あっ、だめぇ」

　ついに弱々しくなったリザの抵抗が弱まったところに、一気に触手マッサージの力を込めていく。

　全身を揉もみくだくようにうねらせ、筋肉という筋肉を弛し緩かんさせていく。

　分泌液を塗りたくってすべりをよくした触手は、太もも、膝の裏、脇、首筋、細々としたところまで丹念に揉んでいった。

「ばかぁ、やめろ……くるっ、きちゃうっ、なんか──んああああああっ、ああっ、にああああああっ!?」

　連続して身体中を揉まれ、辱められたリザはついに大きな声をあげて背を弓なりにしてのけぞった。

　唇から唾液が溢あふれ、だらしなく舌をだしてしまっている。

　目は、半分白目となり、焦点があっていない。

「そ、そこまで！　そこまでです！　これ以上はだめですーーーー！」

　強い刺激を受けた少女が絶頂を迎えたと同時に、啞あ然ぜんと見守っていた教師が慌てて試験の中止を声高々に宣言した。

「しょ、勝者は一年生のノア・アレンくんです。うう……教師生活始まって以来です、こんな酷い試験内容は……これで学園長先生のお弟子さんって、噓でしょぉ」

　わぁっ、と静まり返っていた闘技場が爆発したように歓声が湧いた。

「死ね！」「女の敵！」「くたばれ！」「退学になっちゃえ！」「妊娠させられるぅ！」「死んじゃえ！」「帰れ！」「学園から出て行け！」

　みんなの声に応えようとすると、より一層声が強くなる。

「ありがとう！　みんな、ありがとう！　これからも触手をよろしく！」

　触手が巻きついた腕を高々と上げ、満面の笑みのノアだったが、

「笑ってんじゃねーよ！」「先輩に謝れ！」「責任とって娶めとれ！」「いや、責任とって腹を切れ！」

　よく耳を澄ませば、歓声などひとつもない。すべてがブーイングだと気付いた。

「あ、あれ？」

「……最低です、アレンくん」

　リングの外からパートナーだったはずのレニーが絶対零度の視線で睨にらんでいる。

（うん、認めよう……残念だけど、やっぱり触手魔術は受けが悪い！　いつか、絶対にみんなに「触手大好き」って言わせてやるんだから！）

　幼い頃からよく遊び、よく学び、よく触手してきたノアにとって、触手に対する女子のブーイングはかなりちょっとショックだった。

「触手って最高だもん」と呟つぶやいて、リングから去っていくその姿は、勝者のものとは思えないほど寂しげだった。







「……あいつは、本当にもう」

　観客席で体育座りをして、膝の間に顔を埋うずめているノアに、アーニャは呆あきれ苦笑していた。

「旦那様っ、浮気ですの!?　わたくしよりも、あのような少年みたいな女性がお好きなんて……おのれ、よくも旦那様を、あの女め狐ぎつねめっ」

「あんたさ、触手責めされてから本当にどうかしちゃったわね」

「わたくしはいつでも旦那様への愛で満ち溢れていますわ！」

「はぁ。いつでもって、あんたノアと出会って間もないじゃない」

　隣で荒ぶるエミリアにアーニャはそれ以上興味を抱くことはなかった。

　今、彼女の頭を支配しているのは、これから始まる姉との戦いだ。

「次の生徒、リングへ！」

「──はい」

　ようやく訪れた自分の番だ。昨晩、力を手に入れてからこの瞬間をずっと待っていた。

　見下していた奴らに思い知らせることがようやくできる。そう思うだけで、恋い焦がれるような胸の高鳴りを覚えてしまう。

　まるでこれから愛する人のもとへ駆けていく純情な乙女のごとく、緊張と期待で狂ってしまいそうだった。

「ふ、ふふ……これさえあれば……もう昨日までのあたしじゃない」

　アーニャは古びた短剣を握りしめて、暗く笑う。

　昨晩譲り受けた古いにしえの魔術が封じ込められた魔術媒体だ。

　昨晩は、初めての魔術の快感に酔いしれて、寝る間も惜しんで使い続けた。

　同時に思った「なんだ、こんなものか」と。

　魔術を使えないせいで、素晴らしいものと想像していたが、この程度のものなら騒ぐ必要なんてなかったと今なら思う。

　一度でも使えば、魔術など実に簡単だ。

　与えられた魔術は生まれ持つ属性と同じ炎で使いやすく、剣にして振るうことも、凝縮して弾丸のように撃つことも簡単にできた。

　しかし、所詮はそれだけ。応用範囲は狭く、つまらない。

　はっきりいって肩透かしだった。

　この程度のものを少し使えるだけで、姉と同級生が自分のことを馬鹿にしていたと思うと、怒りを通り越して殺意が湧いた。

　──グレタを焼いて、這はいつくばらせてやるんだから。驚いた目であたしを見ればいいのよ。そうすれば、少しだけ気が晴れると思うわ。

　心にドス黒い感情を抱きながらも、アーニャは楽しそうに笑った。

「──ああ、すっごく楽しみ」

「アーニャさん？　どうかなさいましたか？　わたくしたちの番ですわよ」

「うん。わかってる。行こ」

「ええ、サポートしますのでお姉さまと存分に戦ってくださいませ」

「ありがと、エミリア。あたしの本当の実力を、一番近くで見せつけてあげるわ」

「……アーニャさん、どこか調子でも悪いんですの？」

「なによ？」

　自信満々に言い放ったアーニャに、エミリアは違和感を受けた。

　魔術が使えず感情的になっていた少女とはまるで別人だ。

「あたしはいつも通り……ううん、違うわ。いつも以上に調子がいいの。見ていて、エミリア。あんたも、向こうで見てるノアだって、きっと今のあたしに驚くんだから」

　やはり自信に溢れるアーニャに、言葉にできない不安をエミリアは覚えた。

　しかし、負けることを前提に怯えながら戦うわけではないのできっといいことなんだろう。そう無理やり思うことにしてしまった。

　教師の急せかす声が届き、少女たちは顔を見合わせて頷うなずくと、リングへ上がった。







　試験官を務めるグレタ・ヘインズビーは、静かに妹を待っていた。

　不機嫌な顔つきこそいつも通りだが、表情の下では血の繫つながらない妹のことばかりを考えている。

　彼女の実力を見定めることが自分の役目だと自覚していた。

　魔術を使えないアーニャが、たった一日で魔術が使えるようになることを期待していない。

　──結果次第では、お母様に報告しないといけないわね。その結果、あの子が学園を去ることになっても、仕方がないわ。

　もともと母も姉もアーニャが魔術学園に入ることを反対していた。

　姉の贔ひい屓き目めなしに、妹は勉強ができる子だったので、苦手な魔術をムキになって学ぼうとするのはナンセンスだと思ってしまう。

　──今回の試験で、自分が魔術に向いていないことを思い知るでしょう。

　それでも、アーニャの人生だから好きにすればいいとも考えている。

　ただ姉としては──。

「来たわよ、グレタ」

「……アーニャ」

　不思議と余裕がある顔をした妹がリングの上でこちらを見つめている。

　──どうして余裕があるの？

　虚勢か、それともなにか対策を練ってきたのだろうか。

　どうせグレタの魔術属性や、得意な魔術は知られている。対策のひとつやふたつくらいは思いついたのかもしれない。

　だが、それで勝ったと思うのなら、甘い。

　──やれるものならやってみなさい。私はアーニャをありのまま評価するだけ。

「さあ、かかってきなさい、アーニャ」

　淡々と告げたグレタに、妹は歪ゆがんだ笑みを浮かべた。







「行きますわよ、アーニャさん！」

　試験がはじまると同時に、先手必勝と攻撃を仕掛けたのはエミリアだった。

　風属性魔術を得意とするエミリアは、不可視の風の矢を散弾のように放った。

　見えない矢の軍隊がグレタを頭上から襲う。

「……甘いわ」

　しかし、銀髪の少女は避けようとするどころか、その場から一歩も動かなかった。

「──っ、なんですって！」

　エミリアの驚きも無理はない。なぜなら、グレタを取り囲んだ風の矢がすべて宙で凍りついてしまっていたのだ。

　百を超える矢を、指一本動かすことなく凍らせたグレタの実力は、意気込んでいたエミリアを怖おじ気け付づかせるには十分過ぎた。

「……アーニャさんはこんな方と戦おうとしていたなんて。グレタ先輩が強いことは知っていましたが、まさかここまでとは」

　自慢の一撃を封殺されてしまったエミリアは、緊張に唾を飲み込んだ。

　ワインバーズ王立魔術学園では進級する度に生徒の数が減っていく。それだけ授業内容も、実戦訓練も厳しいものとなっていくのだ。

　まだ一年生のエミリアたちとグレタでは実力に差があるとわかっていたが、ここまでとは思っていなかった。

　エミリア・ウェインは伯爵家の長女として生まれ、幼い頃から魔術の才能に目覚め周囲を期待させた。

　両親は家庭教師をつけ、娘に早くから魔術を学ばせたのだ。そのおかげでエミリアは一年生の中では頭ひとつ抜けて成績優秀だ。

　だというのに、一年学年だけ上の生徒に自慢の一撃が容易く防がれてしまった事実が、彼女のプライドを粉々に打ち砕いた。

「ならば──これではいかがですか！」

　腕の中で作った、風の塊。頭ひとつ分の大きさに、暴風のごとき威力が凝縮されている。

　不可視の塊を手に取り、力一杯投げる。

　風かざ塊だまは周囲の空気と魔力を取り込み、グレタにぶつかる直前に人ひとりの大きさへ変貌した。

「見えない攻撃は怖い。でも、向かい合った相手から一直線に向かってくるとわかっていれば、恐れることなど微み塵じんもないわ」

　はじめてグレタが動き、まるで虫でも払うように軽く手を振るった。

　その刹那、耳障りな音を立てて分厚い氷の壁が眼前に出現した。

　次の瞬間、風の塊が激突し、氷壁に大きな亀裂が入って崩れていく。

「この壁を壊すなんて相当の威力があるようね。でも、当たらなければ意味はないわ」

「……全力でしたのに。アーニャさん、あなたもなにかなさい！　お姉様と戦うと決めていたのでしょう！　魔術が使えずともできることはあるはずです！　ひとりでは到底勝てませんわ。なら、協力して──」

　背後を向き、なぜか戦おうとせず眺めているだけの友人に訴えるも、反応がない。

　ここにきて怖気付いてしまったのかと思うも、力の差は歴然なので責めることはできない。

「もう終わり？　なら、早く試験を終わらせましょう」

　感情のない瞳でエミリアを見据えたグレタが地面を蹴ると、滑るように疾走する。

　右手を後方に構えると、氷の槍やりが生成された。銀髪を揺らして振りかざすと、一気に放り投げる。

　投とう擲てきされた槍は、唸りをあげてエミリアを襲った。咄とっ嗟さに大きく横に飛んで避けた少女は、上級生の行動理由が摑めない。

「──っ、わたくしとしたことが、失敗しましたわ」

　だが、すぐに無意味な行動ではなかったと悟ることとなる。

　槍を投げたのは注意を引くためだ。

　回避行動を取っている間に、グレタは氷の大鎌を生成していた。

　距離を詰めていたグレタが、大鎌を力強く薙ぐ。彼女もまた直接攻撃を得意とするパワータイプだった。

　風を生み出し盾としようとするも、構えきるまえに攻撃がぶつかる。

「きぃやあああああああっっ！」

　大鎌の直撃を受けたエミリアは、体に凍いてつく冷気と痛みが同時に襲いかかってくるのを自覚したまま吹き飛ばされた。

　リングの上を転がり、あと一歩でリング外へ落ちてしまう場所でなんとか体に力を込めて踏みとどまった。

　せめてアーニャがなにかするまでは持ちこたえたい。

　そんな願いとともに立ち上がった少女に、グレタは妹を無視して追撃した。

　下から大鎌の切っ先を向け、掬すくい上あげるように振るう。魔術は間に合わず、腕で防御しようとすると、腕が交差するよりも早く首に衝撃が走り宙に浮く。

　大鎌の一撃は、エミリアの首を死神のごとく刎はねた。

　術式に守られていなければ、体ではなく首が宙を舞っていただろう。

　意識を保ちながらそんなことを考えた少女は、一度自分が死にかけたことに総毛立ちながら、リングの外へ吹き飛ばされた。

　エミリアはグレタに敗北したが、実力差をものともせず最後まで戦った彼女は評価されるべきだ。

　問題はアーニャだ。

　いくら魔術が使えないからとはいえ、傍観に徹していたのはまずい。

　このままなにもしないで終わってしまうのか、誰もが少女に集中した。







「ごめんね、エミリア。でも、グレタとはあたしひとりで戦いたかったの」

　リングの外の芝の上でうつ伏せになり動かないエミリアに、アーニャは小さく謝罪した。

「……なにを言っているの？　アーニャ、貴女どういうつもりなの？」

「──うるさいっ！」

　始終、戦いに加わらなかった妹へ問いかけた姉に、ヒステリックに声を荒らげる。

　アーニャの瞳には暗い炎が宿っていた。

「もうあたしに指図するなっ！」

「……貴女、なにを言っているの。私はそんなことを」

「いつだってそう、あんたは上から目線で、あたしのこと馬鹿にしてっ！　あたしがあんたのせいでどれだけ傷ついたと思う？　惨めになったと思う？」

　子供のように癇かん癪しゃくを起こす妹に、姉はなにもできずに見ているだけだ。

「アーニャ」

「でも、もうこれで終わり。今日、この瞬間で終わりよ」

　姉を睨みつけながら、アーニャは口元を歪ませた。

　グレタに指を突きつけ、低く静かな声で告げる。

「──炎よ」

　はじまりは温度の上昇だった。リングの上にいるグレタと審判役の教師ははっきりとした温度変化を感じた。

　熱い。

　汗が噴き出す。

　唇が乾燥し、喉が渇いた。

　次は目に見える炎だった。轟ごうっ、とさして大きくない音と共に、アーニャの指先に炎が灯ともる。

　黒い、異色な炎だった。

　炎はまるで泥が垂れるようにゆっくり指先からリングの上に落ちていく。

　アーニャを包むように、炎は広がる。

　黒炎が少女の近くで波打つと、また熱さが増した気がした。

「……貴女、魔術を」

　驚いたように硬直していたグレタが、渇いた喉で困惑の声を出す。

　観客席にいたノアや他の生徒たちもただただ驚きを隠せない。

　いったい誰が、わずか一日で魔術が使えるようになると予想しただろうか。

「ふふっ、いくわよ」

　姉は妹に近づくどころか、耐えきれない熱量を受け一歩退いた。

「──炎よ、炎よ、炎よ、炎よ、炎よ。あたしに、敵を倒す力をちょうだい」

　自らを包む炎に乞い魔力を流す。次の瞬間、彼女を中心にリングが爆発した。

　観客から悲鳴が上がり、リングを越えて熱波が闘技場全体を襲う。

　観客席にいた生徒や教師の一部が思わず逃げ出してしまう熱量だった。

「あはははっ、これがあたしの魔術！　これがあたしの炎！」

　黒い炎の翼を広げ、リング上を灼しゃく熱ねつの地獄と化したアーニャは、妖艶に微ほほ笑えんだ。

　リングを炎で包み込んだ少女が姉に向けて、炎の足跡を残して進み出す。

　グレタにはアーニャとの距離が縮まる度、熱量が増え、炎が敵意を持って襲いかかってくるように思えていた。

　すでに教師は幾重にも魔術障壁を張り巡らして身を守っている。

「どうやって魔術が使えるようになったのか知らないわ。でも、これで一方的にならずに戦えるわね」

「そう、そうやってまだあたしを馬鹿にするのね。いいわ、いいわよ。なら、グレタのこと、ぐっちゃぐちゃにしてあげる！」

　黒炎の翼を広げ、アーニャは地面を蹴った。

　ゆらり、と陽炎かげろうが揺れ、少女の姿がまるで周囲の炎と同化してしまったように消えた。

　黒い炎に包まれたリングの上で、グレタはひとり氷の大鎌を手にして身構える。

　すでに、グレタの喉は灼やけて痛み、ときおり咳せきがこぼれる。肌には火傷やけどが浮かび鈍痛が走っている。

　そんな姉を嘲笑あざわらうように、アーニャはゆっくり攻撃を仕掛けた。

　グレタの後方の炎から飛び出した少女は、黒炎を凝縮した剣を死角から一気に斬り降ろす。

「──っ！」

　しかし、焰ほのおの一撃を避けた姉の制服のリボンを焼き切っただけだ。

「残念ね。次、いくわよ」

　一撃で終わってはおもしろくない。炎を纏まといアーニャは歪いびつに唇を歪めて笑った。

　地面を蹴り、背中から炎の中へ消える。

「あたしがどこにいるのか、わかる？　ねえ、グレタ、あたしは、ここよ、ここにいるわ！」

　姉を中心に、四方八方からアーニャの声がする。

「ねえ、こっちよ！」

　右から声がしたかと思えば、左から斬りかかられる。

　前から声がしたと思い身構えれば、背後から斬りつけられる。

　妹の攻撃を紙一重で避けているグレタだが、襲いかかる熱のせいで体力を奪われつつあった。

　早めに決着をつけるべきだと判断したグレタは、大鎌を振るい全方向に氷の刃を撃ち出した。

　だが、炎の中に隠れるアーニャに届くことなく、蒸発してしまう。

　これは同じ魔術でも妹のほうが、魔力が強いという意味だ。

　資質があることは知っていたが、こうして魔術を使われると、妹は姉を上回る才能を秘めているのだと否いや応おうなく思い知らされる。

　しかし、魔術戦闘の経験から自分に分があるはずだとグレタは考える。

　アーニャが汗を浮かべ、呼吸も荒く、知らずに疲労が蓄積されていることを見抜いた。

「グレタってばこの程度なの？　魔術が使えなかったときは怖いとさえ思ったのに、今は……なにも思わない。条件さえ同じなら、あたしのほうが上じゃない？」

「驕おごらないで。でも、魔術が使えるのようになったのね、おめでとう。姉として嬉うれしく思うわ」

「……なによ、急に」

「本当よ。今までずっと使えなかったあなたの努力が実ったのなら、こんなに嬉しいことはないわ。でもね──魔術を使えるようになった『だけ』で有頂天になっているあなたには負けるつもりはないの」

　その言葉を告げると同時に、グレタから魔力が吹き荒れ、すべての魔力を冷気に変えて一気に放出していく。

　黒炎が凍りつき、砕ける。

　赤黒い視界が白く染まっていった。

　グレタは、すべての炎を凍らせて相殺しようとしたのだ。

「あたしの炎を消させるもんかぁああああ！」

　轟ごうっ、と炎が吹き荒れる。アーニャもまた魔力を放出して黒炎を勢いよく放出していく。

　氷がひび割れ、蒸発した。

　魔術の威力だけならほぼ互角。

　しかし、経験はグレタのほうが上だった。

「ようやく見つけたわ」

　炎の中にいるアーニャの居場所を高まった魔力から察知したグレタは、大鎌を構えて疾走する。

　大きく振りかぶり、氷鎌を一いっ閃せん。

　炎を切り裂き、その中に潜んでいたアーニャに強烈な一撃を叩たたき込こんだ。

「きゃぁああああああああっっ！」

　リングの上を転がっていくアーニャに、グレタは追撃する。

　大きく鎌を振り上げ、倒れたままの妹へ縦一閃。

「──っ、そうやって何度も食らうもんですか！」

　あと少しで刃が当たる直前で、少女は自ら転がって事なきを得る。

　息を切らせ、即座に立ち上がると、

「あたしは負けないんだぁああああああ！」

　怒声と共に、今まで以上に黒々とした今までの比ではない炎を放出した。

　リングが黒一色に染まり、熱波が襲う。

「馬鹿のひとつ覚えね、そうやって炎をいたずらに放ってどうするの？」

「黙れ！　もうっ、これ以上っ、あたしのことを見下すなぁ！」

　姉の挑発とも取れる言葉に、激げき昂こうしたアーニャは炎を変質させる。

　リングの上を暴れていた炎が、意思を持ったように襲いかかる。

「──くっ、厄介な」

　近づくすべての炎を斬り払うが、炎は何度も腕を伸ばし、グレタを執しつ拗ように追い回す。

「ほら、グレタ。捕まっちゃうわよ？」

　炎を再び作り出して笑うアーニャに対し、グレタには限界が近づいていた。

　熱で脆もろくなった氷鎌が砕け、即座に作り直しても、再び砕け散る。

「──ちぃっ」

　アーニャは姉の限界を悟り、花の咲いたような表情となる。

　身を守り続ける姉に向けて、炎剣を放り投げた。

　炎剣は風切り音を立てて、グレタの腹部に直撃する。

「──っっぁぁああああああああっ！」

　爆音が響き、グレタがリングを転がる。

　すぐに立ち上がり、身を守ろうと鎌を構えた姉に、アーニャが次の炎剣を投擲していた。

　まっすぐに飛んでくる炎剣を氷鎌とぶつけて相殺する。直後、武器を失った少女の右腕に、炎が巻きついた。

「ぐっ、あああっ！」

　少女の短い悲鳴と、肉の焼ける不快な臭においが広がった。

「んふふっ、いい声。ずっと聞いていたいわ」

「……知らなかった、あなたって嗜し虐ぎゃく趣味だったのね、趣味が悪いわ」

「減らず口を叩いて！」

　炎がグレタの左腕にも絡みつく。

「──っ、あああっ、ぐあっ！」

　制服を焼き焦がし、火傷を与える。にぃ、とアーニャの唇が弧を描いた。

「つーかーまーえーた。これでもう抵抗できないわね」

「……っ、そのようね。満足？」

「いいえ、まだよ。まだ、こんなものじゃすまないわ！　あたしをずっと馬鹿にしていたツケを払わせてあげる！」

　黒煙を集め、禍まが々まがしい炎の剣を作り、姉の太ももに押し当てた。

「──っ、んっっっ！」

「あら、悲鳴をあげないのね。でもそれじゃつまらないわ。もっと、豚みたいに泣いてもらわないと、あたしの今までの鬱憤が晴れないじゃない！」

　妹の平手が姉の頰を打った。

　一度だけではなく、繰り返し頰を打つ。

　唇を切り、鮮血を流したグレタにアーニャは恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「次はどうしようかしら……迷っちゃうわ」

「……好きにすればいい。ただ、ひとつだけ言っておくわ」

「なによ」

「私は一度だってアーニャのことを馬鹿にしたことなんてないわ」

「……ふ、あははははははっ、なによそれ。痛い思いしたくないからって、そんな噓ついて！　みっともない！　素直に負けを認めるならいざしらず！　……正直失望したわ」

　表情を消し、アーニャは持っていた剣を構えた。

「失望させてくれたお礼に、死ぬほど苦しめてあげる」

　友達と一緒にいたときには決してしなかった、悪意に満ちた歪んだ顔をする。だが、

「やめろぉおおおおおおおおおおっっ！」

「──っ」

　聞き覚えのある大声に、アーニャは動きを止めた。

「……ノア」

「どうしちゃったんだよ、アーニャ！　こんなことする子じゃなかったじゃないか！」

　観客席から立ち上がって声を張りあげていたのは、大切な友達のノア・アレンだ。

　魔術の使えないアーニャを応援してくれた、数少ない友人だ。

「ねえ、ノア見ててね、あたし魔術が使えるようになったのよ！」

　しかし、少年の言葉はアーニャに届いていなかった。

　彼の視線を受け、嬉しそうに、気恥ずかしそうにアーニャは微笑む。

　次の瞬間、強力な魔力が彼女の手のひらに集中した。

　魔力は濁った黒炎と化し、周囲の酸素と魔力を取り込んで大きくなっていく。

　真っ黒な火球を一呼吸で作り上げたアーニャは、観客席に向けて自慢げに微笑むと、

「あたしの魔術を見せてあげる」

　炎に拘束されながら力なくうなだれるグレタに向かって、一切の容赦もなく撃った。

　悲鳴をあげることなく爆炎に包まれ吹き飛んだ姉は、リングを何度かバウンドし、外へと落ちる。

　勝利宣告はされない。

　すでに教師も熱のせいで気絶していたから。

　観客たちは歓声をあげない。落ちこぼれだと思っていた生徒が強力な魔術を使ったから。

　それ以上に、姉を無残に倒してしまったから。

　ヘインズビー姉妹の戦いはアーニャの勝利で幕を閉じたのだった。





◆






　観客席からルームメイトの少女が姉を倒す瞬間を目撃したノアは、驚きに絶叫した。

「……なんだよ、これ。アーニャ、どうしちゃったんだよ!?」

「落ち着いて、ちゃんと見ていなさい、ノア。あれが、違法魔術よ」

　いつのまにか、隣に座っていたのはマルガレータ・グリム。ノアの師匠であり、ここワインバーズ王立魔術学園の学園長だ。
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「違法魔術って、どうして」

「いいから落ち着きなさい」

　マルガレータに窘たしなめられてノアは深呼吸する。

　訳がわからない。いつ、どこでアーニャは違法魔術などに手を出したのだ。

　少なくとも昨日喧嘩別れするまで彼女は魔術が使えなかったはずだ。

　ならば──。

「もしかして、あの後？」

「多分そうでしょうね。あなたたちが喧嘩別れしてから、試験前までのどこかで違法魔術の売人から接触があったんでしょう」

「僕のせいだっ。僕が、アーニャについていれば！」

「ノアのせいじゃないわ。厳しい言い方をするけど、あの子の心が弱かったのよ。だからつけ込まれてしまった、それだけよ」

「それでも！」

　人よりも努力を重ねながら結果が出ず、クラスメイトに馬鹿にされ、落ちこぼれ扱いされていたことを知りながらも、アーニャの気持ちをわかってあげることはできない。

　それでも、傍そばにいることならできたはずだ。

　もし、昨晩、アーニャからなにがあっても離れなければ、違法魔術の誘惑が彼女に届くことはなかったかもしれない。

　後悔する少年の背中を師が慰めるように撫なでた。

「今、悔いてもしかたがないわ。不幸なことに、私の恐れていた未来になってしまったけど、まだなんとかなるわ」

「本当ですか？」

「もちろんよ。違法魔術は体に本格的に馴な染じむまで時間がかかるの。あの子は違法魔術を使いこなしているし、相当な訓練をしたんでしょうけど、それでもまだ許容範囲内よ」

「じゃあ、すぐに」

「だから落ち着きなさい。いきなり飛び出してどうなるの？　今は、生徒たちや他の教師の目もあるわ。少しだけでいいから落ち着いて行動なさい」

　言われてノアは周囲を見回した。

　アーニャの炎に脅威を覚え、すでに観客席にいた生徒の大半が避難している。

　この場に残っているのは、一部の生徒と、リングで倒れる同僚とリングの外で倒れているエミリア、グレタを保護するために残った教師のみ。

　違法魔術の黒炎こそ消されているが、未まだリングの中心にはアーニャがいる。

「……アーニャ」

　迂う闊かつに行動したせいで、アーニャが違法魔術を使用したことが明るみに出ることを恐れ、ノアは動けない。

　そんなことになれば、きっと彼女は学園で居場所をなくしてしまうからだ。

「よく聞きなさい。違法魔術の契約者は、高揚感を覚えるようよ。これは戦争時、恐怖を取り除くために付与したものらしいわ。戦いが楽しくなる作用もあるみたいだけど、どちらにせよ、碌ろくなものじゃないわ」

「……っ、そうか、だからアーニャの様子がおかしかったんだ」

　いくらコンプレックスを姉に抱いていたからとはいえ、後半の嬲なぶるような戦いは決して褒められたものではない。

　試合を見守っていたノアも、ついには我慢できずに叫んでしまった。

「精神がおかしくなっても無理がないのよ。そうなる魔術を使っているのだから」

「師匠、僕はどうすればいいんですか？」

「すでに試験の中止は伝えてあるわよ」

「──でも」

「アーニャのことは隠して、リングの術式の不備にしてあるから安心なさい」

「……よかった」

「私はこれから他の教師たちと生徒を連れてこの場から離れる指示を出さなければならないわ。だから、ノアはその間にあの子を止めてちょうだい」

「止めるって、なにを？」

「見た限りだけど、もうそろそろ感情が暴走してさらに攻撃的になると思うわ」

「──っ、早く言ってくださいよ！」

　言葉の足りない師匠に短く文句を言うと、ノアは観客席からリングに向かって飛んだ。

「まったく。説明にだって順序があるのに……任せたわよ、ノア」

　躊躇ためらうことなく他人のために飛び出した愛まな弟で子しを誇りに思いながら、マルガレータは自分のすべきことをするために立ち上がった。





◆






　教師が同僚の名を呼び、倒れるグレタとエミリアに声を掛け続ける中。アーニャ・ヘインズビーは、無感情に空を見上げていた。

　──なんて青い空……まるで今のあたしの心とは真逆ね。

　憂いも後悔なんて微塵もない。でも、あれほど欲した魔術が、金であっさり買えてしまったことがつまらなかった。

「ふふっ」

　魔術を使うことにムキになっていた自分が滑稽に思えた。

「ふっ、うふふっ」

　たとえ金で手に入れた魔術であっても、一晩訓練しただけで簡単に使いこなせてしまったことに落胆した。

「ふふふっ、あはははっ」

　遥はるか高みにいたグレタも大したことがなかった。魔術を手に入れて一日にも満たない妹に敗北しておきながら、なにが優等生だ。

　偉そうなことを言っていても敵ではなかった。

　もっと痛めつけたかったが、ノアのせいで台無しだ。でも唯一、夢を馬鹿にしなかった友達だから許してあげる。

　──ああ、でも、夢なんてもうどうでもいいわ。

　担架で運ばれていく姉を横目に、そんなことを考えた。

　夢を放棄したおかげで気が楽になった。

　そういえば、念願叶かなって長年苦しめられていた元凶を打ち倒したのに喜んでもいないことに気づく。

「ふふふっ、あはははっ、そう、そうね。勝ったのよ。あたし、あのグレタに勝ったのよ！　なによあの女！　偉そうなこと言ってたくせに、魔術を覚えたてのあたしに負けちゃって！　ばっかみたい！　つまんない女！　ざまーみろっ、あははっ、あははははははっ！」

　この一瞬を味わい嚙みしめるために、魔術を手に入れたのだ。ずっと惨めな思いをしながら努力し続けていたのだ。

　──ようやく報われた。

「あはははっ、あはははあはははははははっっ！」

　泣き笑いのような声をあげて、腹を抱えるアーニャの前に、音もなく誰かが空から降ってきた。

「アーニャ」

「……あはははははは……ああ、ノア。ノアじゃない。ねえ、見てよ、あたし魔術使えるようになったの。あのグレタをやっつけたのよ」

　突然現れたルームメイトに驚くことなく、アーニャは楽しそうだ。

　先ほどまでぼうっとしていたのに、今は高笑いしている少女は、感情をコントロールできていない。

　ノアの知るアーニャらしくない。

「うん。見ていたよ。頑張ったね。だから、ほら、こっちにおいで。保健室にいこう。体を少し休めてほしいんだ」

　少年から差し伸べられた手を見たが、少女はその理由がわからないとばかりに首を傾げた。

「ふふっ、心配性なんだから。怪け我がなんてしてないわ。それよりも、あたしね、今とても気分がいいの。あの血の繫がらない偽者の姉を倒したのよ。今ならなんでもできそうな気がするの」

「お姉さんのことをそんな風に言ったら駄目だ。あとで傷つくのはアーニャ自身なんだよ？」

「あたしは平気よ。だって、こんなに幸せなんだもん」

　想おもい人から愛の告白をされた純真な少女のような笑みのアーニャを見て、ノアは悲しくなる。

（アーニャはどんな想いで違法魔術に手を出したのだろう？）

　魔術が使えないままグレタに敗北し、学園から去っていた可能性だってある。

　でも、今よりはマシだ。

　違法魔術に染まり、感情を高ぶらせて笑うアーニャを見るくらいなら、別の道に進んだ彼女の背中を眺めているほうがずっといい。

「ねえノア。あたしね、考えたの。あのグレタを簡単にやっつけることができたんだから、あたしのことを馬鹿にしてた奴らを懲らしめることだってできるって」

「……アーニャ。それは駄目だよ。そんなことしちゃ駄目だ」

「どうしてよ!?」

　笑顔から一変してアーニャはヒステリックに叫んだ。

「ずっとあたしのこと馬鹿にしてた奴らなのよ！　陰口だけじゃないわ。直接学校をやめろって言われたことだってあるの！　学園の質を下げるって、みんなの足を引っ張るなって！　あたしがなにをしたっていうのっ？　そんなに魔術が使えなかったのが悪いことなの!?」

　まさに悲痛な叫びだった。

　彼女自身が言う通り、なにひとつ悪いことなどしていない。

　アーニャが努力家であったから、魔術を使えないことを誰よりも気にしていたからこそ、周囲の生徒の些細な言動で大きく傷ついた。

　その苦しみは、アーニャ本人にしかわからない。

　ゆえに、アーニャの訴えは正当なものだ。誰でも彼女の立場にいれば同じことを思うだろう。

「駄目だよ、アーニャ。そんなことしちゃ駄目だ」

　もしも仕返しを許してしまえば、あとで傷つくのはアーニャ自身だ。

　ノアの知る、アーニャ・ヘインズビーはいい人間だ。

　快活で、少々口が悪くて気も強い。でもお人ひと好よしな面があって、望まない男子との同居をしぶしぶ受け入れてくれる度量がある。

　ひたむきで努力家で、愚直なまでにまっすぐだ。志が高く、高潔でもある。

　アーニャはいい子だった。すぐに好きになった。

　だから違法魔術の影響に負けないでほしい。

　あとで、苦しむ姿も、後悔する姿も見たくない。

「もういいんだよ。試験は終わったんだ。戦うべき相手もいない。ほら、見てごらん。もうアーニャを馬鹿にしている人はいないじゃないか」

　すでに闘技場はノアとアーニャのふたりきりだ。

「だーめ。せっかく魔術が使えるようになったんだから、ずっと馬鹿にしてきた奴らに教えなくちゃ！　あはっ、あはははっ、あはははははははははははっ！」

　感情を爆発させて高笑いするアーニャに、ノアは力ずくでも止める覚悟をした。

　このまま続けさせれば、アーニャの心が壊れてしまう予感がした。

　大切な友達を傷つけることになっても、彼女のために止めると拳を握る。

　──だが。

「あははははははははははっっ──あれ？　なによ、これ……」

　不意に少女の声が途切れ、糸が切れたマリオネットのように体が傾いた。

「アーニャ！」

　とっさに手を伸ばして少女の小さな体を抱きしめる。

　アーニャの細い体には力が入っておらず、呼吸が弱々しい。

　声をかけても応答がなく、気を失っているのだとわかったのは、返事をしない少女の頰を叩いてからだった。

「どうしてこんなことに」

　たった数時間の間に、違法魔術に手を出してしまった友達の変貌に、ノアは疑問を口にせずにはいられなかった。





五章







　ノアは保健室のベッドで力なく目を瞑つぶるアーニャを静かに眺めていた。

　カーテンで仕切りはされているが、並ぶベッドにはグレタとエミリアの姿もある。ふたりとも意識を失ったままだが、比較的表情は穏やかだ。

　アーニャは汗を浮かべ、ときどき苦しそうに身をよじることもある。その都度、ノアは彼女の汗を拭き、手を握ってそっと声をかけていた。

　すでに試験が中止されて半日が経たち、もう夕方だ。

　目覚めぬ少女たちに共通しているのは魔力疲労だった。

　ただし、アーニャだけは違法魔術の影響を受けているのでいつ目を覚ますのかわからないと保健室を預かる医者から言われている。

「……ノア。まだ保健室にいたのね」

　友達を見守る少年に声を掛けたのは、事後処理を終えたマルガレータだった。

「うん。アーニャが目を覚ましたときに傍そばにいてあげたいから」

　彼女のためだけじゃない。

　友達のために格上の相手と戦ったエミリアの目覚めるのも待っている。

　できることなら、妹に厳しい態度を取るグレタとも言葉を交わしてみたかった。

「未まだ目を覚まさないのは違法魔術を使用した代償のようね」

「医者からもそう聞いています」

「ちょっと見るだけでも、肉体の歪ゆがみ、精神的高揚と混乱、体力と魔力の異常な消費がわかるわ。下手をすれば一生魔術が使えない体になっていてもおかしくないわね」

「違法魔術って、たった一日使っただけでそんなに危険なんですか？」

「違法なんて名前がつく魔術よ。使わせたくない理由は数えたらキリがないわ。でも、それ以上に、アーニャが優秀すぎたんでしょうね」

「え……それはどういう意味ですか？　言いたくないけど、アーニャはその逆になるんじゃ」

　落ちこぼれ扱いされていた少女を優秀という師匠の意図がわからなかった。

「まったくあなたは馬鹿弟子ね。アーニャはただ魔術を使えないだけよ。単純な魔力だけなら資質として素晴らしいし、才能なんて実際に魔術を使わせてみないとわからないものよ。私自身、この子に関しては測りかねていたの」

　マルガレータは語る。

　アーニャを学園に入学させたのは魔術を使えない理由を探るだけではない。

　もし、魔術を使えるようになればひとかどの魔術師になることができると期待していたからだ。

　ハンディキャップを持ちながら、類い稀まれなる魔力量があり、座学面では優れ、筆記テストは堂々の一位だった。

　魔術が使えないだけで未来を断つことは教育者としてできなかったと言う。

「実際、遅咲きの子もいるわ。大人になってから才能が開花する子も少なくないの。それだけで学園で学べないというのは間違っていると私は思っているわ」

　それでも、アーニャの入学に対して反対の声はあったが、なにかあったときの責任をマルガレータが取るということで認めさせた。

　入学してからしばらく経つが、焦りを覚えるアーニャとは違い、学園長は彼女を信じてそのときがくるのを待っていた。

「私の見る目は確かだったわ」

「いや、急に自画自賛されても」

「違うわよ、馬鹿。アーニャとグレタの戦いを見たでしょう。違法魔術とはいえ、手に入れたばかりの魔術であんなにも戦ってみせたわ。訓練時間なんてせいぜい数時間のはずよ」

「──っ、なるほど、魔術を使わせてみれば才能がわかるって言っていましたけど、違法とはいえ実際に魔術を使ってアーニャの才能が証明されたってことですね」

「普通は覚えたての魔術であんなに戦えないわ。今まで魔術を少なからず使ったことがあるならいざしらず、一度も魔術を使えなかったアーニャがグレタを倒すだけの実力を得たことは、違法魔術が強力だっただけじゃないの。アーニャ・ヘインズビーという少女が、優れた魔術師の資質を持っているという証拠よ」

　師の言葉に嬉うれしくなる。

　努力を続けていたアーニャがようやく認められたのだ。

　残念なのは違法魔術に手を出した結果であること。できるなら、アーニャ自身の魔術で認められてほしかった。

「あの子には才能も未来もあるわ。それを台無しにしようとした違法魔術を私は許さない」

　教育者として魔術師として、両者のマルガレータ・グリムの静かな怒りに、ノアは背筋が寒くなる。

　瞳を静かに燃やしていた学園長だったが、不意に困ったような表情を浮かべ、ノアの頰をそっと撫なでた。

「実をいうとね。ノアをこんなことに巻き込むつもりはなかったのよ。口では誰が違法魔術を売っているのか突きとめろと言ったけど、そんなことは建前だったの。ただ、あなたに普通の学園生活を送ってほしかっただけなのに」

「……師匠」

「アーニャのおかげでノアが楽しそうにしてたから安心していたの。だから、触手を暴走させたことや、アーニャとグレタ、ハイディまで触手責めにしたことも、決闘騒ぎでエミリアを触手で辱めた挙あげ句く旦那様呼ばわりさせていることも、さっきの試験で上級生に触手プレイしたことも──引ひっ叩ぱたきたいほど怒っているけど、怒らないでいてあげる」

「あ、あはははは、不可抗力です」

「……あなたね。まあいいわ」

　堂々と触手を使ったことはさておき、寮でしでかしたことが師匠に筒抜けだったことにノアは乾いた笑いを浮かべて誤魔化そうとした。

　マルガレータは腕を組み嘆息すると、少年の頭を一度だけ小突いた。

「アーニャの件だけどね、このまま放置したら遅かれ早かれ魔術の使えない体になってしまうでしょう。まだ始まっていないのに終わってしまうことはノアも望まないはずよね？」

「もちろんです。そんなこと許しません」

「なら、この子に違法魔術を渡した人間を突き止めなさい。魔術術式を刻んだ媒体を見つけて、壊してしまえばいいわ」

　ノアは頷うなずいた。

　実にシンプルでいい。

　犯人を探し、原因を取り除く、それだけだ。

「一応、聞いておきますけど、違法とはいえ過去の魔術を破壊してもいいんですね？」

「構うものですか。所詮、違法魔術は過去の不必要な遺物よ。違法には違法になる理由があるから違法魔術なんて言われているの。喪失したって誰もなにも言うはずがないわ」

「わかりました。では、遠慮なく壊します。ほかに聞いておくことは？」

「実を言うと、アーニャの他にも試験が終わった途端倒れた生徒がいたの。その生徒は状態が酷ひどくて、街の病院へ搬送させたわ。その子の名前は、ケール・ビギング」

「──っ！　その子って、クライスメイトです。アーニャと同じように魔術で悩んでいて、励まし合っていたって」

「みたいね」

　すぐ近くに違法魔術は潜んでいた。

　アーニャがケールに違和感を抱いたときに気づいていれば、早い段階で犯人を捕まえられていたかもしれないと悔やまれる。

「成績が思うようにならない生徒ばかりを狙っているのだから、犯人は教師よね」

「教師なら成績がわかりますね。だとしたら、許せない」

「その怒りは犯人を見つけてからにしておきなさい」

「でも、僕にはわかりません。どうして犯人は、違法魔術なんて売るんですか？」

　純粋な疑問だった。

　違法と名のつく魔術を売ったところで、いずれは尻尾を摑つかまれていたはずだ。

「売る側の理由なんてわかりたくもないわ。でもね、買う側なら想像できる。魔術が苦手で悩んでいる生徒からすれば、違法であっても思い通りに使いこなせる魔術は喉から手が出るほど欲しいんでしょうね。若いからこそ、目の前の誘惑に勝てなかったんでしょう」

「少しだけわかる気がします。僕だって戦闘魔術は苦手ですし、思うこともありますから」

「残念だけど、若い頃から苦労さえ楽しんできた私には、悩む生徒の気持ちはわかってあげられないわ。そんな私はもしかしたら教育者失格なのかもしれないわね」

「そんなことありませんよ。師匠に育てられた俺が言うんです、間違いありません」

「あら、ありがとう。まさかあなたに慰められる日がくるなんてね。私も歳としを取ってしまったわね」

「十分に若いじゃないですか。いえ、実年齢知りませんけど、見た目はほら二十代半ばですし。うん、若い若い」

「……なぜかしら、若いって言われているのに、違う意味に聞こえるのだけど？」

「痛い痛いっ、ほっぺ引っ張らないでくださいっ」

　素直に褒めたはずが、お気に召さなかったマルガレータにお仕置きされてしまう。

　そんなやりとりのおかげで、ノアの胸の中に燻くすぶっていた倒れたアーニャに対する怒りが少しだけ緩和された。

「ノアにひとつだけ忠告しておくわね」

　不意に真面目な表情に戻った師匠からの言葉に、ノアも身を引き締める。

「──戦いなさい」

　あえて言い聞かせるようにマルガレータは言った。

「あなたが戦いを嫌うことも、なぜ触手魔術を使っているのかもよく知っているわ。でも、その上で言うわね。戦いなさい」

「師匠。僕は」

「敵はそれなりに実力を持っているはずよ。いくらノアが触手魔術師として年齢以上に実力を持っていたとしても、相手に触手を絡ませるだけじゃ解決しないわ。もう一度言うわね、戦いなさい」

「──わかりました。師匠がそう言うのなら、戦うしかないんですね？」

「本当にわかっているかしら？　そうね、ずるい言い方をしてあげる。アーニャ・ヘインズビーのために戦いなさい。これなら、ほら、戦う気になったでしょう？」

「……それはちょっとずるいです」

「ふふふっ。なんとでも言いなさい。あなたはただ無事に帰ってくればそれでいいの。そして、またこの学園でアーニャと一緒に楽しい生活を送りなさい。いいわね？」

　ノアは静かに頷いた。

　実のところ、戦いは色々あって好きじゃない。

　それでも少年は、大切な少女のために決意した。

「最後に、ある人物を訪ねてみなさい。まだ証拠はなにも揃そろっていないし、簡単に尻尾を摑ませてくれはしないけど、私の勘が正しければ犯人は──よ」

　その人物の名を聞き、少年は痛いほど唇を嚙かみ締しめる。

　もしも本当にマルガレータの推測が正しければ、ノアは犯人を許せなかった。







「……ねえ、ノア」

　日が沈み、学園が夜の帷とばりに包まれた頃、アーニャが目を覚まし小さく名前を呼んだ。

「アーニャ。気づいたんだね」

「ううん、実はさっきから寝たり起きたりしていたの。だから、学園長先生と、ノアの話もちょっと聞こえてた」

　声には理性があり、落ち着いているようだ。少なくとも、今は違法魔術の影響をうけていないことに、ノアは大きく安あん堵どした。

「そっか、聞いちゃったんだ」

　つまりそれは、副作用で魔術が使えなくなるかもしれないということを耳にしたのだろう。

「どうして、あたしったらこんな馬鹿なことしちゃったんだろ」

　ボロボロと涙を零こぼすアーニャの手を、ノアは静かに両手で握りしめた。

　自分はここにいて、なにがあっても味方だという証しのように、しっかりと強く。

　まだ目覚めていない姉と友達がいる保健室に少女の嗚お咽えつが響く。

　きっと後悔しているのだろう。

　冷静な今だからこそ、違法と呼ばれる魔術に手を出した怖さを感じているのかもしれない。

「馬鹿なことしてごめんね……ノアはあたしのことを応援してくれてたのに、裏切っちゃった」

　嗚咽まじりの声で謝罪するアーニャに、気にしていないよと囁ささやく。

　ノアはアーニャを責めるつもりなんてない。誰にだって心に弱い部分を持っている。

　たとえ、日々気丈に振る舞うアーニャだって、ノア自身だって、みんな同じだ。そこを卑ひ怯きょうな誰かに付け込まれただけ。

「悪いことだってわかってたの。いけないことだって。それでもね、魔術が使いたかったの。みんなのことを見返したかったの！」

「アーニャの気持ちがわからないわけじゃないよ」

　出会う以前の彼女のことは知らないが、魔術の本ばかりの自室や、必死に訓練する姿を見れば簡単に想像できる。

　ノアだって挫折し、魔術が嫌になったこともある。

　だが、所詮ノアとアーニャでは根本が違う。初めから持たざる者の気持ちはどうしても理解できないのだ。

　それでも、アーニャが魔術を求め焦がれていたことや、周りと自分を比較して羨んでいたことくらいは想像がつく。

「魔が差したの……だって、一度くらい魔術を使ってみたかったんだもん。魔術学園にいるのに魔術を使えないあたしが陰でどんなこと言われていたのか知ってる？」

　予想はできる。決して気持ちのいいものじゃないだろう。

「あたしってね、侯爵家だから特別扱いされているんだって。なによそれ、って。ママはできそこないのあたしを甘やかしたりしないわ。学園に入学できたのも、ここにいられるのも、全部学園長先生のおかげなのに」

　マルガレータはアーニャを贔ひい屓きしているわけではない。

　魔術師として教育者として思うところがあるからだ。

　事情を知らない人間からすれば、侯爵家の当主であり騎士団長の母親が権力を使ったように見えるのかもしれない。

　根拠のないでたらめだ。

「悔しかったの。でもそれ以上に見返したかった。いつかきっとあたしにだって魔術が使える。使えさえすれば、負けないって。そして、あたしは違法魔術に手を出したの」

「魔術を使ってみてどうだった？」

「すごく楽しかったわ。気持ちよくてすっきりした。今まで溜たまっていた鬱憤が弾はじけ飛んだ感覚さえあったの。自分でも驚くほど簡単に使いこなせたわ。ちょっと拍子抜けするくらいよ」

　マルガレータが予想していたようにアーニャには魔術の才能があったのだろう。

　でも、今は口にすることはしない。彼女が自分自身の力で改めて魔術を使ったときに知るべきなのだ。

「……でも、でもね……途中から苦しくなったの。どうしてこんなことしているんだろうって、なぜ楽な道を選んじゃったんだろうって」

「……アーニャ」

「今までずっと努力していたことがなかったことになっちゃったわ。ノアの応援も、エミリアが力を貸してくれたことも、全部台無し。でも、やめられなかった」

　一度使った瞬間から、アーニャの心は違法魔術に囚とらわれていたのかもしれない。

「あたしね、魔術を奪われたくないって思ったの。いけないことしているから奪われるって怖くなった。守らなきゃ、あたしだけの魔術を守らなくちゃって──」

　悪いことだとわかっていても、元の魔術の使えない生活には戻りたくなかったはずだ。

「今だから馬鹿なことしたって思うけど、自分のものにしちゃおうって思ったわ。誰がみても、あたしの魔術だって思えるほど使いこなそうって。だから寮に戻らないで訓練したの。ノアと喧けん嘩かしたのにごめんねって言わずに、違法魔術を使い続けたの」

　再びアーニャの瞳から涙がこぼれた。

「気持ちよかった。使えば使うほど、今までのあたしじゃないって思ったわ。でも、心のどこかで間違っているってわかっていたの。そんな気持ちを消したくて、ムキになったわ」

　その結果、アーニャは魔術を使いこなせるようになり、学園の生徒の中でも優秀な姉を倒せる力を手に入れた。

「グレタと戦っているときだって、こんなものかって。ズルしているのに、まるで自分の力で戦っていると勘違いしてたの。グレタと戦えば戦うほど、ほら見ろ！　ほらあたしだって魔術があればって！」

　大きな涙声はまさにアーニャの心からの思いだったのかもしれない。

　違法魔術によって歪んでいたとはいえ、魔術さえ使えればと思ったことは一度や二度ではないはずだ。

「……でも、グレタを傷つけて、いたぶって。あんなことしたかったわけじゃないの。だってグレタはお姉ちゃんなのよ！　厳しくされたって、見下されたって、お姉ちゃんを傷つけたいわけないじゃない！」

「大丈夫。わかっているから。きっとグレタさんだってわかってくれるよ」

　握りしめた少女の手を優しく撫でる。

　大丈夫、大丈夫、と、落ち着きを取り戻すまで繰り返す。

「……ごめんね。気持ちに火がつくと、抑えられないみたい」

「きっと違法魔術のせいだよ。アーニャのせいじゃないさ」

　頰に伝う涙を指で拭う。

　少女はくすぐったそうに少しだけはにかんだ。

「ねえ、ノア」

「うん？」

「ノアって、あたしのことずっと気にかけてくれるわね。どうして？」

「頑張り屋さんのアーニャのことを応援したくなるのは普通だと思うけど。そうだね、気が強いところとか、なんでもひとりで抱えちゃうところとかが田舎の幼おさな馴な染じみに似ているっていうのも気にしちゃう理由かな」

「……そっか。そうなんだ。思えば、あたしってノアのことなにも知らないかな」

　言われて思い返せばあまり自分のことを語った記憶はない。

「ノアのこともっと知りたいかも。どうして魔術師になったの？　触手魔術なんて人とは違うことを選んで後悔しなかったの？」

　なぜアーニャが急に自分なんかのことを気にするのかわからず戸惑ってしまう。

　あまりおいそれと語るほどの過去もないが、ノアばかりがアーニャの過去を知っているのだから一方通行にしておくのもちょっと違うかなと思った。

「そうだね。じゃあ、ちょっとだけ僕の昔話をしようか」

　そう言うと、少女の手を離し、ノアはどこからともなく紙芝居を取り出した。

「あのね、それ、どこから出したの？」

「気にしない気にしない。さあ、はじめるよ。──むかしむかし、とあるアレン領地に、ノアというたいそうかわいらしい少年がいました」
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「やーい！　おまえんち触手ー！」

　十歳になったばかりのノアは内向的な少年だった。

「触手とか気持ち悪いんだよ！」

　代々触手魔術師を輩出してきた複雑怪奇極まりないアレン一族に生まれたせいで、幼馴染みをはじめとした街の子供たちのからかいの対象にあった。

「ううっ、触手なんて大っ嫌いだ」

　今日も子供たちに泣かされて、ノアはひとり街から離れた森の中にいた。

　この森は比較的安全で、少年の隠れ家でもあった。

　ここなら祖父母も家庭教師も探しにこないので、こっそり泣く場所に利用していた。

「家に帰るとマルガが触手魔術使わせようとするから帰りたくないなぁ」

　涙を袖で拭いながら、家庭教師のマルガレータが怒るのを覚悟で暗くなるまで森にいようと決める。

　そんな少年の背後に、なにかの気配がした。

「へ？」

「ぐるぅあああああああああああっ！」

「え？　あ、ひっ、ひぃいいいいいいっ!?」

　背後を振り向くと、そこにはワイルドベアーという巨大な熊のモンスターがいた。

　子供では逆立ちしても太刀打ちできない、肉食の危険なモンスターだ。

　ノアの五倍はある体たい軀くと、大きな口に並んだ鋭い牙が恐ろしく、失禁してしまいそうだ。

「う、うあ……誰か、助けて……おじいちゃん、おばあちゃん……マルガ……」

　ここにはいない大人たちの名を呼ぶが、助けに来てくれるはずもない。

「ガァアアアアアアアアアアアアッッ！」

　唸うなりをあげたモンスターに、死を覚悟して目を閉じた。

　しかし、いつまでたっても痛みも何もなく、恐る恐る目を開けると、目の前には触手に体を締め上げられて泡を吹くワイルドベアーの姿があった。

「え？　え？」

　少年が驚いている間に、白目を向いたモンスターが地面に倒れた。

「僕、助かったの？　でも、誰が……って、触手ぅうううううううううっっ!?」

　動かした視線の先には、蠢うごめく触手の集合体のようなモンスターがいた。

　紫色の太い触手が集まった、人ひとりよりも大きく、まん丸の瞳を真ん中に持つ触手の塊だった。

　触手のモンスターはうねうねと蠢きながら、大きな瞳でこちらを見ている。

（……ううっ、きっと今から僕のお尻が好き放題されちゃうんだ……マルガが大人になったらしてあげるって言ってた怖いことを、今からされちゃうんだ……）

　想像するのも怖い未来に体を震わせていると、ぽん、となにかが頭を撫でた。

「……へ？」

　一本の触手が、腕のように伸びて自分の頭を撫でていた。

「……もしかして、僕のことを守ってくれたの？」

　肯定するように、ぐんぐん、と触手が頷くように上下する。

「僕のお尻にひどいことしない？」

　再び、ぐんぐんぐん、と触手が上下した。

　恐る恐る頭の上の触手を握ってみると、ほんのり温かく、ちょっと湿っている。

「あの、触手さん、どうして僕のことを助けてくれたの？」

　返事の代わりに、大きな瞳が微ほほ笑えむように細まっただけ。

　その仕草に優しさを覚えたノアは、弾かれたように駆け出して触手の集合体に抱きついてわんわん泣いた。

　彼はその間もずっと頭を撫で続けてくれていた。

　──これが、ノア・アレンと触手モンスターの『触手くん』の出会いだった。

「触手くーん！」

　あの日以来、ノアは触手のことを『触手くん』と呼び慕うようになり、森に通い始めた。

　彼はノアの友人であると同時に、兄のような存在になっていた。

　気づけば、あれだけ嫌いだった触手が好きになっていて、触手魔術を前向きに学び出して周囲を驚かせた。

　自分を助けてくれた触手くんのようなかっこいい触手魔術師になると、子供らしい目的ができたのだ。

　ノアと触手くんが出会い、瞬く間に一ヵ月が過ぎた。

　森は少年たちの格好の遊び場となり、内向的だったノアはどんどん快活となった。

　触手魔術師としての才能の片へん鱗りんを見せ、天才と謳うたわれるマルガレータを超えるとまで期待されもしている。

　本人は、そんなことなどおかまいなく、触手くんと楽しく過ごす日々。

　──だが、触手くんとの別れは唐突に訪れることとなる。

　ある日、ノアは森から街で火事が起きていることに気づいた。

　黒煙があがる場所が、幼馴染みの家のある場所だとわかってしまった彼は、居ても立っても居られずに街へ戻ってしまう。

　そんな彼を案じてか、普段は森から出ない触手くんもついてきてくれた。

「あの子がまだ家の中にいるの！」

　ふたりを待っていたのは、想像を超える光景だった。

　幼馴染みの姿はなく、代わりに母親が泣き叫んでいる。

　周囲の大人たちは消火活動の準備をしているだけで、誰も取り残された幼馴染みを助けようとはしない。

　そんな状況を黙って見ていることができなかったノアは、傲慢にも魔術を使えるから幼馴染みの少女を自分なら助けられると考えてしまった。

　いつも自分のことを馬鹿にする幼馴染みがあまりすきじゃない。

　だけど、触手くんと出会って彼がしてくれたように、誰かを助けたいと思うようになっていたノアは、周囲の制止も聞かずに炎の中へ飛び込んだ。

「助けにきたよ！　外に出よう！」

　見知った家の中を駆け抜け、部屋で泣いている少女を見つけると、強引に手を繫つないで外を目指す。

　だが、少年の行動を短慮だと責めるように、家が炎で軋きしみ、屋根が崩れた。

「ううっ、あと少しで出口なのに」

　少女と手を繫ぐ少年の歩みが止まったそのとき、限界を迎えた家が倒壊を始めた。

　悲鳴をあげることもできず、ノアは目を瞑りながらも、せめて少女だけは守ろうと彼女の小さい体を抱きしめた。

「……ん……え？」

　いつまで経っても痛みも衝撃もない。

　恐る恐る目を開くと、かつてと同じように触手くんが触手を伸ばして守ってくれていた。

「触手くん！」

　彼は家の中に触手を巡らせて倒壊を防いでいたのだ。しかし、

「ああっ、そんなぁ！　触手くんが焼けちゃってるよぉ！」

　炎が容赦なく触手くんの触手を焼いている光景に、少年が悲鳴をあげた。

　触手くんは己が焼けることなど気にせず、ノアと少女を触手で絡めて覆うと、外に集まっている大人たちへ触手を伸ばして手渡した。

　二人を無事に救出すると、触手くんも跳ねて家の外へ出ることに成功する。

　次の瞬間、完全に家が崩れ落ちた。

「──触手くん！」

　ノアは大人たちの腕の中で触手から解放されると、近くにある水の入ったバケツを抱えて親友のもとに走り、焼けただれた触手に水をかける。

「……そんな……僕のせいでこんなに火傷やけどして。ごめん！　ごめんねぇ！」

　自分の短慮な行動が大切な兄弟を傷つけたことに激しく後悔して涙する。

　ぼろぼろ涙をこぼす彼の頭をいつものように触手くんが撫でようとするが、彼の体が傾いていく。

「……噓うそだ。噓だよね、触手くん！　触手くーん！」

　地面に倒れた親友の体に少年は抱きついた。

　ノアには知る由もなかったが、触手くんは決して強いモンスターではなかった。

　それでも、炎に焼かれながら、彼はすべての力を振り絞って大切な親友を救ったのだ。

「誰か！　誰か、触手くんを助けて！　お願いっ、助けてぇええええええ！」

　少年が懇願するも、周囲の人間にモンスターの治療ができる者などいない。

　涙を流すノアに、触手くんは弱々しく触手を伸ばすと、いつものように彼の頭をそっと撫でた。

　そのとき、触手くんの声が少年の脳裏に響いた。

　──ノアが無事でよかった。

　それを最後に触手くんは動かなくなってしまった。

　触手は力なく地面に放り出され、微動だにしない。

　親友の死を悟った少年は、次の瞬間、絶叫したのだった。







　家族はノアが短慮なことをしたと𠮟りつけたあと、命の恩人である触手くんを人と同じように葬ってくれた。

　幼馴染みの両親は触手くんにとても感謝していた。

　親友を失ったノアは、少しだけ大人になった。

　二度も命を救ってくれた親友のような心優しい触手魔術師を目指すと彼に誓ったのだ。

　その日から、ノアはどんなに辛つらい修行も泣き言ひとつ言わずに耐え抜いた。

　誰かを守るための技術を学び、心優しく成長していくこととなる。

　数年後、すっかり街中の女性が虜とりこになるほどの触手の使い手となるが、彼の向上心は尽きることはない。

　暴走癖があることもあって、ノアは武者修行の旅に出る。

　各地を転々としながらかつての親友のように人々を助け、触手魔術師として成長していくのだった。

「触手くんは街の英雄として広場に銅像が建てられているよ。今じゃ、すっかりアレン領の守り神さ。今じゃ触手を馬鹿にする人なんて誰ひとりとしていないよ」

「──うっ、んっ、ぐすっ」

「泣かないでよ」

「……泣いてないもん！　別に、いい話だったとか、触手くんかわいそうとか思ってないから！」

「はいはい」

「……でも、触手魔術を使うノアにちゃんとした理由があって驚いたわ。あたしったら、てっきり生まれたときからの触手馬鹿だと思ってたから」

「酷いなぁ。昔は子供心に思うことはあったんだよ。まあ、触手くんと出会わなかったら触手魔術師になっていなかっただろうけどね」

　過去を懐かしむように紙芝居をしまうノアは思う。

（──僕は触手くんのような触手魔術師になれたかな？）

　そうであれば嬉しい。

「……ごめん、ノア。せっかくお話ししてくれたのに……まだ疲れているみたい。眠くなっちゃった」

「眠るといいよ。まだアーニャは本調子じゃないからね。大丈夫。次に目が醒さめるときには全てを終わらせておくから」

「……ありがと」

「でも、ひとつだけ教えてほしいんだ。誰が君に違法魔術を渡したの？」

　薄れゆく意識の中アーニャが口にした人物の名を聞き、ノアはやはりと思った。

　マルガレータの推測は正しかった。彼は決着をつけるために、アーニャの頰を撫でて立ち上がり、保健室をあとにした。
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　保健室でひとりの少女が天井を見つめていた。

　目を覚ましてからしばらくの時間が経過していたが、興味深い話をしていたのでつい聞き耳を立ててしまっていた。

　少年が静かに保健室から出て行くと、少女はベッドの上でゆっくり身を起こす。

　隣に寝ている子を起こさないようにそっと、仕切りを開ける。

　隣のベッドには、見覚えのある赤毛を広げて寝息を立てる少女がいた。

　少女はわずかに彼女を眺めてから微笑むと、ベッドから抜け出し、畳まれている制服の上着に袖を通す。

　彼女の翠みどりの瞳には怒りが宿っていた。少女は誰にも聞こえない小さな声で、

「──許さない」

　呟つぶやくと、少年のあとを追うように保健室を出ていった。
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　ワインバーズ王立魔術学園の校舎にある一角。

　教師や一部の優れた生徒のために研究室として小部屋が解放されている。

　ノアは担任教師のハイディ・マイヤーを訪ねていた。

　突然の訪問にもかかわらず、彼女はにこにことした笑顔で迎えてくれた。

「それで、アーニャさんの具合はどうですかぁ？」

　マグカップを片手に微笑むハイディ。緩やかなブロンドと豊満な肉体を揺らして、ノアの前にコーヒーを置いた。

「おかげさまでよくなっています。ただ……精神的に落ち込んでいます」

「同じクラスのケールさんも違法魔術を使っていたみたいですねぇ。成績が優秀とは言えない子だったからこそ、アーニャさんのように出してはいけないものに手を出してしまったのねぇ」

　ノアは、ハイディの言葉を聞きながら拳を固く握り締めた。

「ふたりとも前々から相談は受けていたんですよぉ。アーニャさんはアレンくんならすでにご存知だと思いますけどぉ、魔術が使えないのに魔術学校にいるっていうのはなかなか辛いんです。ケールさんだって、成績は下から数えたほうが早いですからぁ……危険なものだとわかっていても手を出さなければいられない気持ちはわからないわけでもないんです」

「──あなたのように、ですか？」

「……アレンくん？　どういう意味ですかぁ？」

　不意にハイディの声が強こわ張ばった。同時に、ノアが立ち上がる。

「もう限界です。しらばっくれなくたっていいんですよ。すでにアーニャの証言でハイディ先生から違法魔術を買ったことはわかっていますから」

「ふぅん。それで？」

　淡々とした返事をし、表情が変貌する。

「……それがあなたの本性ですか」

「だったらなぁに？　私が出来損ないの生徒に力を与えてあげたからって、罰しようとでもするつもり？」

「契約破棄をしてください。アーニャは契約しているだけで体に負担がかかっています。もともと違法魔術とは相性が悪いんです。だから、契約を破棄してください、お願いします」

「あらあら、アレンくんはずいぶんとアーニャさんが大事のようねぇ」

「はい。とても。自分でも驚いてしまうほどです。まだ出会って間もないのに」

「でもね、私には別にどうでもいい生徒のひとりに過ぎないわ！」

「──あなたはっ！　教師でしょう！」

　あまりの物言いに、ノアが声を荒らげる。

　ハイディの言葉は、教師として最低な発言だった。許しがたい。

「教師、教師ねぇ。──笑わせないで。給料がいいから働いていたに過ぎないわ。まったく、教師なんてなるもんじゃないわよ」

「……そうですね、あなたのような人が教師になるべきじゃなかった」

「うふふふっ。私だからうまくやっていたのよねぇ。小生意気な生徒、お姉様よばわりする身の程知らず、誰が将来性のないガキなんて相手にすると思ってるの？　波風立てずに、浮かべたくもない笑顔を浮かべて断ってあげるのにどれほど神経を使うと思ってるの!?」

「生徒に慕われたことさえ、あなたにはその程度でしかないんですね」

「ガキが甘ったれたこと言ってんじゃないわよ！　こっちは仕事でお前たちのようなクソガキを相手にしているのよ！　姉になってほしい、だ。馬鹿みたいに夢見てんじゃないわよっ！」

　唾を飛ばしハイディが喚わめく。

　よく今まで本性を隠していたものだと感心してしまう。

　ノアが出会ったハイディ・マイヤーは穏やかで優しい、生徒思いの教師だった。

　まさか彼女の本性が、こうも醜かったなんて思いもしなかった。

　教師ではなく女優にでもなっていたほうが天職だったのではないかとさえ思う。

「私が好きになった生徒はね、勝手に私を信頼して馬鹿丸出しに自分のことを相談するかわいそうな生徒や、違法と知っていながら誘惑に勝てず大金で魔術を買ってくれた金づるたちだけよ」

「──それがあなたの答えだというのなら」

「なら、なによ」

「僕は絶対にあなたを許さない」

「はっ、あはははははははっ！　許さないですって、だったらどうするというの!?　まさかとは思うけど、あなたが私を罰するとでも？　やめておきなさい、触手で女の子を辱めるしか脳がない子が教師をどうにかできるはずがないでしょぉ」

　嘲笑するようにハイディが笑う。

「アレンくん。あなたにできるのは、せいぜい学園長に泣きつくだけよ。もっとも、私はあんな魔女なんて相手にしないからとっとと逃げさせてもらうけどねぇ」

「させると思っているのか、ハイディ・マイヤー！」

「気安く名前を呼ぶな、クソガキ！　お前のような綺き麗れい事ごとばかりを言うガキをいつまでも相手にしてられないんだよっ！」

「──ならば代わりに私を相手にしてもらおう」

　部屋の外から第三者の声がした。

「……この声って」

　聞き覚えのある声に、ノアが窓の外を見た。

　次の瞬間、窓を突き破って氷の大鎌を構えたグレタ・ヘインズビーがハイディに襲い掛かった。







「あーら、出来損ないのお姉さんじゃない！」

「よくも私の大事な妹をっ、アーニャの未来を危険に晒さらしたな！　お前だけは絶対に許さない！」

　鎌を薙ないだ一撃は、ハイディの命を刈り取るのに十分すぎる威力だった。

　首をめがけて放たれた一いっ閃せんが、ハイディの細い首を捉えようとする。

　これから起きうる惨状に、ノアは目を背けた。

「危ないわねぇ。私じゃなかったら死んじゃっているじゃない」

「な、に」

　グレタの大鎌はハイディの首元でピタリと止まっていた。

「……ハイディ先生、あなたが、なぜ」

　ノアまでが驚きょう愕がくに目を見開く。

　彼女を襲撃から守ったのは、『触手』だった。

「どうして触手を」

「あらあら、うふふふ……なに、そんなに驚いちゃうの？」

　大鎌に紫色の触手を絡みつかせながら、ハイディが嗤わらう。

「──くっ、離せ！」

　鎌を奪われかけたグレタが力任せに引っ張るも、動かない。

　たった一本の触手に力負けしてしまっているのだ。

「ねえ、アレンくん。自分だけが触手を上手に使えると思っていたみたいだけど、違法と呼ばれる魔術でも私が使えば、こんな簡単に真ま似ねできるのよ？」

「……あなたも違法魔術を使っていたんですね」

「私は違法魔術と相性がいいみたいなのぉ。副作用なんてない状態でもう何年も使っているわぁ。そう考えると、できの悪い生徒に私の魔術を売るなんてもったいなかったかしら」

　なぜ違法魔術なんてリスクしかないものを生徒に与えていたのか気になっていた。

　その理由がわかった気がする。

　ハイディにとって違法魔術は違法ではない。むしろ、使い勝手のいい魔術なのだ。

　仮に売った生徒になにがあっても知ったことではない。そう割り切っていたのだ。

「お前は教師でありながら私の妹によくも違法魔術をっ、あの子がどれだけ魔術を使えないことに苦しんでいたのか知らなかったわけではないはずよ！」

「うるさいわよ、グレタさん。前々から思っていたけど、あなたちょっと生意気よね」

「──っ、やめっ、なにをするっ、くそっ、離しなさい！」

　抵抗を続けていたグレタの腕にハイディの触手が絡みつく。

　力強く腕を締め付けると、さらにもう一本の触手が足に伸びていく。

　あっという間に触手に拘束されてしまったグレタが身を捩よじるも、抵抗むなしく効果はない。むしろ、ハイディを喜ばせ嗜し虐ぎゃく的な笑顔を浮かばせただけだ。

「悪い生徒にはお仕置きをしないとねぇ。そうそう、アレンくん。君がちょっとでも抵抗したら、グレタさんの首を折るわよぉ」

「私に構わないでアレン！　この女を、アーニャを馬鹿にしたこいつを早く！」

「でも！」

「いいからは早く！　──ぐ、ぁっ、やめ、な、さい」

　首に触手を巻かれ、苦しそうに呻うめくグレタを見てノアは動けなくなった。

　ノアは大人しくするふりをして、反撃のチャンスを窺うかがうしかなかった。

「妹思いのグレタさん。あなたのことはよく知っているわぁ。クールだから下級生に人気よね。そんなあなたを同級生はよく僻ひがんでいるみたいねぇ」

「そんなこと、知る、もの、です、か」

「本当にかわいくない子ねぇ。ねえ、アレンくん。君はグレタさんみたいな子はどうかしら？」

　呻くグレタの頰を舐なめるように、しなやかな指でハイディは撫でる。

「容姿は羨ましいくらい整っているわね。どこか氷のような冷たさも、魅力的なのかしら。大人になると、こんな愛想のない子よりも、愛あい嬌きょうのある子のほうが好かれるんだけど、ふふ、好みって難しいわね」

　頰から、指が首へ伝う。ゆっくりと撫でながら、ブラウスのリボンを抜いた。

「──っ、このっ」

「抵抗しちゃダメよぉ。これはお仕置きなんだから。いつものように冷静な顔をしていられるのかしらぁ。楽しみだわぁ」

　ブラウスのボタンを外されたグレタは、辱めを受けたとばかりに唇を嚙んだ。雪のように白い肌は火がついたように赤く染まっている。

　触手が細いグレタの太ももに絡む。

　肉に触手が食い込み、痛みで少女の顔が歪んだ。ハイディは少女を撫で回していた手を下腹部に伸ばし、弄いじるように動かす。

「や、やめ」

　そして、スカートの裾を摘つまんでショーツを露出させた。

　今まで以上に顔を紅潮させるグレタ。ノアは、彼女の下着を見ないように顔を背けようとしたが、ハイディの隙を窺うために迷い、やめた。

　心の中で謝罪しながら、彼女の代わりに女教師を睨にらみつける。

「……覚えていると、いいわ。必ず復ふく讐しゅう、してやる、から」

「男の子に下着を見られて恥ずかしがっている子に脅されても怖くもなんともないわぁ。どう、アレンくん？　姉妹でどちらが好きかしら？」

「……もう気が済んだのであれば、グレタさんを離してください」

「うーん、どうしようかしらぁ。このまま、こんなかわいくない子で遊んでもつまらないわね」

　スカートをめくられたまま太ももを擦こすり合わせることしか抵抗ができない少女の耳元にハイディが囁いた。

「こんな頑かたくなな態度ばかりで、妹さんにも嫌われて、貴族貴族って他に言うことないのかしらぁ？」

「……これ以上、私を馬鹿にしないで」

「ただ事実を言っているだけよ。貴族らしくあれって妹さんに口うるさく言っているのを見たことがあるけど、それをあなたが言うの？」

「──っ」

　グレタは身を固くした。悪い笑顔を浮かべた女教師がなにを言うのか察したのだ。

「やめろ！　彼女を辱めるな！」

　ノアの叫びを無視して、ハイディが楽しそうに嗤う。

「妾めかけの子が貴族ぶるのってそんなに楽しいのかしらぁ？」

　拘束されたグレタから羞恥の感情が消える。

　代わりに、彼女の瞳から一筋の涙がこぼれた。

「あなたはなんてこと言うんだ！」

「あーら、ごめんなさい。お情けで引き取ってもらった妾の子の気持ちなんてわからなくってぇ」

　心無いハイディの言葉は、グレタの心に容赦なく突き刺さった。

　ノアは、少女がアーニャの腹ちがいの姉であることしか知らない。親がどのような事情を抱えているのか、なぜ侯爵家に引き取られたかもわからない。

　囚われ、女の子として辱めを受けたとしても気丈に振る舞っていたグレタの瞳から、涙がこぼれてくる。

　悲しかったのか、それとも悔しかったのかはわからない。察するに余りある。

　彼女の気持ちは少年には測りきれない。

　ただ、確実に言えることがある。

　涙を流すグレタを目にしたノアが激高するには、理由は十分過ぎた。







　グレタ・ヘインズビーはとめどなく溢あふれてくる涙を止める術を知らなかった。

（──私は大切な妹のためになにひとつしてあげられないっ）

　妹を誤った道へ誘惑した犯人を見つけても、罰するどころか、囚われ辱めを受けている。
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　同世代の少年の前で受ける恥辱は、顔から火が出るほど恥ずかしく、屈辱だった。

（アレンだってアーニャのために戦っているのに、私が足を引っ張ってどうするの？）

　今まで妹のために嫌われることを覚悟のうえで、心を鬼にしてきた。

　その代償に、もう何年も姉妹らしくしていない。

　ノアのように出会ったばかりでアーニャと打ち解けられたことを羨ましいと思うこともある。

（でも、すべてはアーニャのため）

　グレタの実母は、ヘインズビー侯爵家当主の夫の隠れた愛人だった。

　引き取られる以前の記憶は曖昧だが、母は決して褒められた人物ではなかったことを覚えている。

　義母マルティナがなぜ自分を引き取ってくれたのか定かではないが、我が子同然に愛し、育ててくれた。

　かつてはアーニャたちと実の姉妹だと思っていたこともある。

　かわいい妹と一緒に仲良く成長していくのだと信じていた。

　そんな思いが粉々になったのは、十歳の頃。偶然、別の母から生まれた子供だと知ってしまった。

　愛する家族と血の繫がりがないことがショックだった。

　その後、グレタはヘインズビー家の人間にふさわしくなろうと努力した。

　魔術の才能があるとわかったので学び、鍛え、将来家族の役に立とうと、家族を守ろうと決意した。

　血の繫がらない自分を姉と慕ってくれる妹を守り続けると誓った。

　その代償は大きく、姉妹の時間を削り勉学に励んだ。母の厳しい訓練に耐え、力をつけた。

　同じ頃、アーニャのハンデを知り、いっそう彼女を守ろうと決めた。

　歳を重ねるごとに、姉妹の会話がなくなり、グレタもアーニャと顔を合わせれば苦言を呈するようになる。

　魔術の道を頑なに諦めようとしなかった頑固な妹に、貴族らしく生きろと言い続けた。

　意地悪をしたかったわけじゃない。

　彼女の夢を軽んじたわけでもない。

　ただ、安全な世界にいてほしかっただけ。

　侯爵家の三女として、不自由ない穏やかな日々を送って欲しかった。

　しかし、アーニャはグレタの願い虚むなしく魔術師を目指して愚直に進んでいく。

　だから、夢を目指すほど、厳しい現実を突きつけられる大事な妹を陰ながら守ると決めた。

　すべて──愛する妹のため。

（だけど、今はどう？　私はアーニャのために未来を壊そうとした元凶を殴ることさえできずに捕まっている）

　涙が出るほど心を傷つけられた。

　恥辱も、侮辱も、十代の少女が受けるには過分なほど味わった。

　それでも、まだグレタの心は折れきっていない。

（せめて一発だけで構わない、妹を馬鹿にしたこの女を殴ってやりたい）

　だが触手にとらわれながら、グレタは固く拳を握りしめることしかできなかった。







　ノアはグレタを救おうと、ハイディの一挙一動を窺っていた。

　だが、肝心の女教師は少年を警戒しているのか慎重だ。

　たとえ強引な手段を取ったとしてもグレタを奪い返さなければハイディと戦いにならないとわかっていた。

　そのとき、部屋に誰かが近づく気配があった。

　ハイディは舌打ちすると、何者かは音を立てて、扉をあけた。

「……グレタ、ここに、いたのね」

　ふらふらとした足取りで部屋の中に入ってきたのは応援ではなく、保健室で寝ているはずのアーニャだった。

「アーニャ！　どうしてここに!?」

　驚愕に目を見開くノアに対し、ハイディは高笑いした。

「ふ、ふふっ、ふっ、あはははははっ、あらあらアーニャさんじゃないの、どうしたのぉ？　また違法と知りながら私の魔術を大金で買ってくれるのかしらぁ？」

「──やめろっ、私の妹を馬鹿にするな！」

「あーら、妹に嫌われていると自覚していても大事なのね。ちょっと先生にはその感覚はわからないわ。だって、本当の姉妹じゃないのでしょぉ？」

「お前っ、よくもっ、私たちを──許さない！　触手を解とけ、私と勝負しろ！」

「やーよ。これだから馬鹿真面目な子って困っちゃうわ。もう勝負がついているのに戦ってなんてあげるわけがないじゃないのぉ」

　ハイディが嘲笑を続ける中、アーニャは聞こえていないのか不安定な足取りで歩いてくる。

「こないでアーニャ！　──っ、違法魔術の影響なの？　ねえ、ちゃんと私の声を聞きなさい！」

「……グレタ、あたし、あたしね、ごめんなさい」

「──っっ!?」

　突如、謝罪した妹に姉は驚いた顔をした。

　今、この瞬間だけは、囚われの身になっていることも、最愛の妹が危険地帯に足を踏み込んできたことも、すべて頭の中から消えてしまった。

「アーニャ？」

「ごめんね、グレタ。あたし、あんなことするつもりはなかったの。でもね、自分じゃ抑えられなくて……ごめんね、ごめんなさいっ」

「謝らなくていいわ。アーニャは悪くない。私が間違っていたの。大切な妹に突き放すような態度をとるべきじゃなかった。せっかく同じ学園にいるのだから、手を取り合ってあなたの力になるべきだった。私こそ、ごめんなさい」

「──ぷっ、ぶふっ、あはははははっ、ひぃっ、苦しいっ、なにこれ、なにこの三文芝居っ！」

　姉妹の和解が間近だという瞬間に、ハイディが堪えきれず吹き出した。唾を飛ばし、心底おもしろいとばかりに笑う。

「本当の姉妹でもないくせにっ、あーっ、本当におもしろい！　やめてよね、姉妹ごっこなんてっ、あははははははっ」

　笑い転げる寸前のハイディは、ようやくここで大きな隙を作った。

　姉妹を馬鹿にした結果、作ってはいけない隙を露あらわにしてしまった。

　ノアは見逃さなかった。考えるよりも先に、触手を動かした。

「もうっ、いい加減にしろ！　あなたはいつまで生徒を馬鹿にするつもりだ！　どれだけふたりの心を傷つければ気がすむんだ！」

　少年の怒声とともに放たれた触手が、グレタに絡みつく触手をちぎって代わりに巻きついていく。

　部屋の入り口でふらついていたアーニャの体にも同時に絡みついた。

　声をあげて嘲笑していたハイディが目を見開いたがもう遅い。すでにノアの触手によって姉妹は力まかせに引き寄せられていた。

　ふたりを腕の中に抱えたノアは、グレタが破壊した窓から校舎の外へ脱出した。







　学園の中庭にアーニャとグレタを触手から解放して降ろす。

「アーニャ！」

　グレタは弾かれたように妹の体を力強く抱きしめる。そんな姉に、アーニャも自らの手を回して力を込めた。

「お姉ちゃんごめんなさい。今日のことも、昨日のことも、全部っ。なにもかもごめんなさい！」

「もういいわ、謝らないで。本当なら謝るのは私よ。冷たくしてごめんなさい、アーニャの力になってあげられなくてごめんなさい」

　泣きじゃくりながら謝罪し合う姉妹。

　長年すれ違っていたふたりが、ようやく向き合えた瞬間だった。

「アーニャのことをずっと考えていたわ。でも、本当にあなたが大切なら、手を繫いであげるべきだった。ずっと握っていなければいけなかった手を離してしまってごめんなさい。こんな私を許して」

「あたしのほうこそごめんねっ。お姉ちゃんのこと大好きなのに、素直じゃないから嫌な態度たくさんとったわ」

「もう間違えないわ。私はもうアーニャを離さない。これからは私が傍で支えるから」

「うんっ、うん！　ありがとう、お姉ちゃんっ、大好きっ」

　和解できた姉妹を守るようにノアは背中を向けた。

　静かに校舎を睨んでいると、禍まが々まがしい紫色の触手を蠢かせてハイディが追ってくる。

「あぁら、まだ寸劇していたの？」

「口を閉じていてください。せっかく姉妹が和解したんだ、あなたなんかの声で水を差さないでほしい」

「言ってくれるじゃないの。女性に失礼な態度をとる子は、将来モテないわよぉ？」

「ハイディ先生のような女性に好かれるくらいなら生涯独身で構いません。さて、こんなくだらない話はやめましょう。正直、あなたが僕たちを追ってくるとは思いませんでした」

　ノアはアーニャたちのことを第一に考え、逃げに徹した。

　ハイディはその隙に逃げ出せばよかったはずだ。

　すでにノアに所業がバレているのだ、学園長がいずれ応援を送ってくることくらい察しているはずだ。しかし、彼女は逃げるどころか追いかけてきた。

「逃げるですって？　まさか！　私が青臭いガキを相手に尻尾を巻くとでも思ったら大間違いよぉ。でもね、せっかくだからアーニャさんに売った魔術を回収しようかと思ったのよぉ」

「なるほど。ハイディ先生はかなりがめついらしい」

「失礼ねぇ。どうせもうアーニャさんは私の売ってあげた魔術を使わないでしょう。あれ、とっておきなのよ。炎属性と闇属性が重なり合って封じ込めた一級品。私には使えなかったから生徒で試しても誰も相性がよい子がいなかったの。でもまさか、アーニャさんに資質があるなんて不思議ねぇ」

「……炎と闇、もしかしてアーニャは」

　違法魔術に本来、相性は必要ないはずだ。

　しかし、ハイディの話が本当なら、アーニャに渡された魔術は使い手を選んだ。

　そして、封じられている属性はふたつ。

　ノアは、ひとつのことに思い当たった。

「アーニャは炎属性だ。それは間違いない。でも魔術が使えなかった。理由はわからない。魔力量には恵まれている、ならばなぜ？　ずっと考えていました。だけど、今なら推測できる」

「私だってきっと同じ推測をしていると思うわぁ」

「……アーニャはふたつの属性持ちだ。だから炎を使おうとしても駄目だ。炎と闇を一緒に使おうとしないといけなかったんだ」

　推測でしかないことだらけだが、アーニャは数少ない複数の魔術属性持ちだ。

　歴史上、名を残した偉大な魔術師の中に、同じように複数の魔術属性を持った人間がいた。

　ノアの胸の中に、希望が湧いた。

「ここでアレンくんに相談があるんだけど、先生ねぇ、アーニャさんがほしいの」

「なにを、言っているんですか？」

「私の知り合いってねぇ、色々なものを売り買いしてくれるのよね。その中に、どうしてもほしいけど手に入れにくいものがあるのよぉ」

「まさか……あなたは……」

「それはね、若い魔術師よぉ。それも才能に恵まれた子じゃないといけないわ」

　ハイディが望んでいるのは人身売買だ。

　違法魔術が流は行やった過去の時代に優れた魔術師を売買していたことがあったと歴史を学べば知ることができる。

　だが、現代にそんなことを行おうとする人間がいることが信じられなかった。

　理解の範はん疇ちゅうを超えている。

「僕がそんな愚かなことを見逃すと思っているのか！」

「そうよね……残念だわぁ。若い魔術師を買ってなにするつもりなのかしらないけど、すっごく大金になるのよ。先生ね、ほら、これから逃亡するから資金が必要でしょ？」

「アーニャに手を出そうというのなら、僕を殺してからにしろ。僕が生きている限り、彼女には指一本触れさせない」

「あらあら、ナイト様気取りね。ちょっとウザいわぁ。でもいいわ。アレンくんがそこまで言うのなら──あなたを殺してから、アーニャさんをもらっていきましょうっと」

　この学園にきてから、ノアははじめて誰かに敵意を抱いた。

　心が冷え切っている。悪党を前に、感情が死んだ気がした。

　戦いは嫌いだ。傷つけるのも、痛い思いをするのも大嫌いだ。

　戦わないですむなら戦いたくない。

　亡き親友のように困っている人に触手を差し伸べるだけの人間でありたかった。

　だけど、我慢の限界だ。

「もういい、あなたは口を閉じてくれ」

「あら怖い。そんな顔もできるのね。でも、君のように触手で女の子にいたずらするしか能がない子が、怖い顔をしたくらいでどうするっていうの？」

「戦うんだ。あなたを倒して、違法魔術の契約を破棄する。ついでに、くだらないことを考えている悪党を全員捕まえておしまいだ。それ以上、あなたみたいなくだらない人間に時間を割く必要はない！」

　啖たん呵かを切ったノアの影から大量の触手が解き放たれる。

　学園内に違法魔術をばら撒まこうとする最悪の教師との戦いの幕が切って落とされたのだった。





◆






　ノアの影から二十を超える触手が飛び出した。

　一本一本は人の腕よりも細く、しなやかな動きでハイディに殺到する。対し、女教師は対抗するように同じ数の触手を伸ばしてぶつけてきた。

　黒い触手と紫の触手が互いに絡み合う。

　敵の触手がこちらの触手を千切ろうと力を入れてくるが、その程度でどうこうなるほど柔な触手を編んでいない。

「アレンくんは、触手でいやらしいことしかできないと思っていたけど、少しはやるようねぇ」

「お褒めに与あずかり光栄です。僕も驚いていますよ、違法魔術がまさか見せかけではなく本当に触手を再現しているなんて」

「魔術に決まった形なんてないわ。むしろ、君のように触手なんて低俗なモンスターの形を維持しようとしているほうがナンセンスよ！」

「……僕の前で触手を馬鹿にしないほうがいいですよ」

「あら、馬鹿にしたらどうするつもりぃ？　ふふっ、少し力比べができるからって強気になっているようだけど、生徒が教師に勝てるなんて思わないことね！」

　さらにハイディが増やした触手が先端を尖とがらせて槍やりと化して襲いかかってくる。

　ノアは、即座に触手を霧散させ回避行動を取ろうとする。

　だが、背後に抱き合う姉妹がいた。戦いが始まっていることには気づいているようだが、少年が攻撃を避よけた場合どうなるのかわからない。

　地面を蹴ったノアは少女たちを抱きかかえ大きく後方へ跳躍した。

　次の瞬間、触手が姉妹のいた場所に容赦無く突き刺さる。

　十分に距離をとったことを確認すると、姉妹を降ろした。

「悪いけどここにいてほしい」

「……ノア」

　不安げに少年を見上げるアーニャに、微笑んでみせる。

「そんな顔しないで。僕が全部終わらせるからね」

「う、うん。ノア……怪け我がなんかしちゃ嫌だからね」

　心配してくれる少女を安心させるように彼女の頭を撫でる。

「アレン……お願いがあるわ。あの女を、私の分まで殴ってきてほしいの」

「任せてください。グレタさんはここでアーニャのことをお願いします」

「ええ、妹のことは私がなにをしてでも守るから安心して」

　力強くアーニャを抱きしめて頷いてくれるグレタに、ノアも頷き返す。

　ふたりのことはこれで心配がいらない。あとは、事件の元凶を倒してしまえばいい。

　ハイディは、追ってくるわけでもなく触手を蠢かせて待っている。

　余裕の表れか、自分のほうが強いと確信しているのか、どちらにしても傲慢に歪んだ顔をしている。

「お待たせしました」

「気にしなくていいわよぉ。どうせ結果は変わらないもの。それにしても、少し心外よね。アーニャさんをあんな遠くに移動させなくてもいいじゃない。私が商品を傷つけるわけがないでしょう」

「あなたって人は、まだそんな戯言たわごとをっ」

　アーニャを生徒どころかそれ以下に軽んじているハイディに、何度目になるかわからない怒りを抱く。

　ノアは触手を出すことなくハイディに無防備に突撃した。

「馬鹿な子っ！」

　女教師は再び触手を槍にして放った。

　容赦無く襲いかかってくる触手槍にノアは怯ひるむことなく突き進む。

　一本を躱かわし、二本目を避け、三本目に至っては勝手に外れてくれた。

（やっぱりそうだ。この人はまだ触手を使い慣れていない）

　ノアとハイディの触手は、似て非なる触手であるが、根本は同じだ。

　ならば、幼いころから触手の訓練をしている自分よりも使いこなせているはずがない。

　実際、ハイディは本来触手使いではないにもかかわらず、傲慢にもノアの真ま似ね事ごとをした上でこちらを降くだしたいのだ。

「僕が戦えないと思っているのなら大間違いですよ」

　一本の触手を伸ばし右手に構えると、魔力を込めて槍に変化させる。殺傷能力を極力削った槍状の触手を突き出し、ハイディに肉薄した瞬間彼女の肩を突き打った。

　撥はねられるような衝撃を受けた女教師は、一回転して地面に倒れる。

　だが、彼女はすぐに立ち上がり、肩を押さえて数歩距離を置くと、無数の触手を解き放つ。

　少年の動きを封じ込めようと触手が襲いかかるも、彼は足を止めることなく一本一本丁寧に触手を避けていく。

「どうして!?」

　なんとかしてノアを捕まえようとする触手を叩き落とし、少年は嘆息した。

「ハイディ先生の触手はよくできています」

　頭上から十を超える触手が降り注ぐも、ノアは慌てることなく自らも触手を出して応じた。

「しかし、あなたは所詮、触手を真似ているだけの違法魔術師でしかない」

　真まっ直すぐ迫り来る触手を、ノアの触手が左右から搦からめ取とり、力任せに引きちぎっていく。

　ぶちぶちと音を立て無力化された触手は術者の魔力が行き渡らず霧となって消えていった。

「その証拠に触手の動きが実に単調だ」

「くっ、このっ！」

　ノアを狙っていた触手たちが殺意を持って槍と化す。だが、襲いかかってくるのは同時ではない。一本一本が順々に迫ってくるだけなのだから、ひとつずつ避ければいい。

　普段から複数本の触手を手足のように操っているノアなら、近づく触手を目で追うことなど実に容易たやすかった。

「触手の先端を尖らせたくらいで勝った気になるなんて滑稽だ。しかも、他になにもしてこないじゃないか」

「ガキがっ、生意気なことをっ、言うなっ！」

　紫の触手が襲いかかるが、ノアに触れる寸前に少年の黒い触手が伸び巻き取って動きを封じた。

「遅い。正直、残念です。触手魔術師は珍しいので、こうして触手同士をぶつけることは少ないんですよ。だから、あなたを許せない以上に楽しみにしていたんですが……実につまらない」

　ノアはハイディの触手に触れると魔力を流し込み干渉する。

　すると、触手たちは内側から膨張し、音を立てて破裂した。

「違法魔術は誰にでも使える。だから僕でも簡単に干渉できます。普通に魔術を使う分には問題なかったんでしょうけど、触手という形をとったことが失敗でしたね。所詮、違法魔術なんて自分のものではない魔術を借りる人などこの程度です」

「馬鹿にするなぁ！」

　生徒に傷ひとつ作ることができない女教師は感情に任せて触手を暴れさせようとした。

　だが、

「──ぁっ……どうして……体が、動かない」

　ハイディは指一本動かすことができず、固まってしまった。

　動くのは口と目だけ。自分の身になにが起きたのか把握できない彼女は、脂汗を額に滲にじませる。

「ああ、言い忘れていましたけど、ハイディ先生はすでに僕の触手の中にいます」

「……なん、ですって」

「よく目を凝らしてください。細い触手が身体からだ中に纏まとわりついているでしょう？」

　ノアに言われるがまま女教師は目を凝らした。すると、彼の言葉通り、うっすらとした細い糸状のなにかが自分の腕や足、そして指先にまで絡みついている。

「魔術に形なんてない、ええ、その通りです。触手は触手でも、太さを自在に変えることだって可能なんですよ。それに、ほら、この触手ってどこから先生に近づいたと思いますか？」

　もったいぶった言い回しをするノアを、ハイディは睨みつけた。

「地面の中からですよ。僕はあなたと戦いながら、触手を地面へ侵入させていたんです。あとは、先生が少し足を止めたときに絡ませればいい。結構前から先生は触手に覆われていたんですけど、気づかなかったでしょう？」

　糸よりも細い触手を操ることには苦労した。ここで暴走癖が出なくてよかったと心底思う。

　すでに触手はノアの意思がなければ外せないほど、二重三重にハイディに絡みついていて、このまま力を入れて全身の骨を砕くことさえ可能だ。

　だが、ノアがハイディに求めるものは死ではなく、償いだ。そして、グレタとの約束もある。

「ハイディ先生の敗因は、違法魔術で僕の魔術を真似たことです。そんな一朝一夕で触手が扱えるなら苦労しない！　触手をなめるな！」

　ノアは右腕に一本の触手を出現させて力強く握りしめた。

　その触手を軸にして、次から次に触手が集まり太さと硬さをましていく。

「なによりもあなたには触手に対する愛情が足りていない！　触手を愛していない人間に、僕は絶対に負けたりしないっ！」

　集まった触手たちは術者の意思を反映させてぐにぐにと形を変えていく。

　一本の棒状だった触手が、巨大な大おお槌づちへと変化した。

「──ひっ、やめて、おねがい、そんなので殴られたら死んじゃうっ！　アーニャさんのことは諦めるから、もういらないからっ、たすけてぇ」

　許しを請うハイディの声を無視して、力の限り触手の大槌を振りかぶって一撃を放った。

　全身を殴打され、動けないまま吹き飛んだハイディ。

　彼女は宙を舞ったあとに、地面に背中からぶつかり濁った悲鳴をあげた。







　意識は保っているものの、全身を強打した痛みと絡みつく細い触手のせいでのたうちまわることさえ許されないハイディは、欲を出すべきではなかったと後悔していた。

「あなたの負けよ、ハイディ・マイヤー」

　いつの間にか姿を現していた学園長マルガレータ・グリムが、動けない女教師を見下ろしていた。

　彼女の背後には、腕章をつけた生徒会役員たちが控えている。

「違法魔術師さんったら、ずいぶん私の学園で好き放題してくれたわね」

「……マルガレータ……グリム……」

「あらあら、その状態で声が出せるのはさすがかしら。それにしても無様ね。あなたのような人間に、私の可か愛わいい弟子が負けるはずがないでしょう？」

「……ちく、しょう……お前、みたいな、才能に、恵まれた人間に、私の、なにが、わかる……私はかつて魔術を、失ったんだ……お前たちが、違法と言う、魔術が、なければ、のたれ、死んでいた、のに」

　息も絶え絶えに自らの境遇を理由にしようとしたハイディに、マルガレータは冷酷な目をして言い放つ。

「なら死んでいればよかったのよ。あなたのせいで、何人の生徒が道を誤ったと思っているの？」

　学園長は腕を伸ばし、女教師の髪を摑んで無理やり立ち上がらせた。

「生徒を不幸にした分だけ償わせてあげるわ。死ぬよりも辛い目に遭わせてあげるから覚悟しておきなさい」

　背後の生徒たちに頷くと、少女たちで構成された生徒会役員はハイディの体を引きずって校舎の中に連行しようとする。

「ノア・アレン！　触手魔術師がっ、お前だけだと思うな！　奴やつらは他にもまだいる！」

　少し離れていた場所で事の成り行きを見守っていたノアに、力を振り絞ってハイディが叫んだ。

　彼女は意味ありげな言葉を残すと、限界が訪れたのか、体から力を抜き意識を失った。







「ノア！」

「アレン！」

　背後からアーニャとグレタがぶつかるように抱きついてきた。

「おっと……急に危ないなぁ。でも、もう終わったよ」

「ありがと！」

「私もお礼を言うわ。約束通り、あの女を殴り飛ばしてくれたわね」

　揃ってノアに感謝を述べた姉妹の表情は、心なしか晴れやかだ。

　でも、まだすべてが終わったわけじゃない。

「あとはアーニャの違法魔術を契約破棄することだけど……ハイディ先生からなにか受け取らなかった？」

「……これよ。魔術が封印されているって聞いたわ」

　アーニャが手渡してきたのは、禍々しい魔力を感じる古びた短剣だった。

「師匠、わかりますか？」

「見せてごらんなさい」

　マルガレータは懐から眼鏡を取り出すと、ノアから渡された短剣をまじまじと見つめる。しばらくしてなにか納得がいったのか頷いた。そして、

「これでよしっと」

　力の限り短剣を握り締めて、へし折ってしまった。

「ちょっ、師匠!?　なに力業で解決しようとしているんですか！」

「違うわよ、この馬鹿弟子！　違法魔術が封じ込められている媒体は壊してしまえばそれでおしまいだって言ったでしょう。ほら、もうアーニャから違法魔術は消えているじゃない」

「え？　本当？」

　身振り手振りで自分の体を確認しようとするアーニャだが、はっきりとした確証を得ることができずにいる。

「あのね、そうじゃなくて魔術を使ってちょうだい。契約が切れているはずだから、きっと魔術は使えないわよ」

　言われたまま魔術を使おうと試みるアーニャだったが、マルガレータの言葉通り、魔術は一切発動しない。

「……あ、使えない。もうあたし、魔術が使えないんだ……はは、あはははは……よがっだぁぁぁあああ！」

　違法魔術から解き放たれた安心感からか、少女は大粒の涙をこぼしてしまう。グレタはそんな妹の肩を優しく抱きしめた。

「よかったわね、アーニャ」

「うん。うん！　ありがとうっ、お姉ちゃん！」

　二人の関係がどうなったのかなんて無粋なことを尋ねる必要はなかった。

　アーニャがグレタのことを名前ではなく、姉と呼んでいる。

　それがすべてだ。

「お疲れ様、ノア。よくやったわね」

　和解した姉妹を温かく見つめるノアと学園長は、事件が終わったことにようやく肩の力を抜いた。




　こうして違法魔術事件は触手魔術師の活躍で幕を閉じたのだった。
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Epilogue







　事件から一夜明けて、ノアは学園長室に呼ばれていた。

「お疲れ様。今朝方、ハイディ・マイヤーを魔術協会に送り届けたわ。あの女には厳しい取調べと、後悔するような処罰が待っているでしょうね。ついでに、違法魔術の出所と、人身売買に手を染める悪党のことも全部吐かせて捕まえることになるはずよ」

　事後処理に追われていたのか、マルガレータの顔には疲労が浮かんでいる。

「二度とこんなことが起きないように、一網打尽にしてもらいたいです。ねえ、師匠。あの人は反省すると思いますか？」

「さぁ？　私はあの女なんかに興味なんてないのよ。ただ、そうね、生徒たち以上に苦しんでくれれば嬉うれしいわね。それにしても、本当に違法魔術師を捕まえてくれたノアには、どう感謝していいのかわからないわ」

「お礼なんて。アーニャが巻き込まれなかったらこんな展開になっていなかったと思いますよ」

「それでも、よ。そうそう、ところで、アーニャとグレタの母親のマルティナ・ヘインズビーが栄えあるワインバーズ王国騎士団団長ってことは知っているかしら？」

「アーニャから聞いていますけど。彼女のお母さんがなにか？」

　王国騎士団といえば、ワインバーズ王国が誇る精鋭たちだ。

　魔術師や騎士見習いなら誰もが憧れる花形であると同時に、国の守護を担っている。

　近年では大きな戦争がないため出番は少ないが、モンスターの異常発生などが起きれば最前線で活躍している。

「その騎士団長様が、今回のノアの功績を耳にしたみたいなの。ぜひ、騎士団にスカウトしたいって言っているわ」

「──は？」

「ふふっ、異例のことだものね、驚くのも無理はないでしょうね。ノアの年齢で騎士団に入団できた前例はなかったはずよ。確か、最年少騎士として話題なったメルディ・ヘインズビーだって十八歳だったかしら。あら、すごい。記録更新じゃない」

「ちょ、ちょちょちょっと待ってくださいよ！」

　ノアは己の耳を疑った。

　騎士団に入団できるのはごく僅かだ。

　魔術でも剣でもなんでもいい、優れた人間の中でもさらに頭ひとつ抜きん出た者だけが入団を許可されるという。

　実際の入団試験は厳しく、入団が叶かなったとしても多くの者が普段の厳しい訓練から続かないと聞く。

　そんな騎士団が十六歳の少年をスカウトなど前代未聞だ。

「そんなに慌てても、どうせなるようにしかならないわよ」

「そんな適当なぁ」

「私にもコネはあるけど、騎士団だと手が出せないのよね。あの鬼き女じょには融通も利かないし。ま、そんな怖い人に見込まれたんだから、将来は安泰……くらいに思っていればいいのよ」

「鬼女ってなんですか!?　聞き逃せない単語を聞いてしまうとそこまで前向きになれませんよ！」

　楽しそうに微ほほ笑えむマルガレータだが、スカウトされた張本人はそうはいかない。

　突然降って湧いた出来事にノアは頭がおかしくなりそうだった。

　喜び、困惑、同様、あとは騎士を目指すアーニャへの申し訳なさが心の中でひしめきあっている。

「騎士団長様ばかりにいいところを持っていかれてもおもしろくないから、私からもご褒美をあげちゃうわよ？　きっと今のノアなら、間違いなく喜んでもらえると思うわ」

　そう言って彼女が一枚の書類を机から取り出し、少年に渡した。

　書類には──『入学許可書』と書かれていた。

「これって。いいんですか？」

「前にも言ったけどね、私はあなたにもっと年頃らしい日常を送ってほしいの。今回みたいな事件が起きれば手伝ってもらうこともあると思うけど、それまでは楽しい学園生活を送りなさい」

　師匠の言葉に、ノアの瞳が潤む。

　学園生活に憧れたことがないといえば噓うそになるが、触手魔術師としての修行の旅に出ていた少年には縁がないものだった。

　だからこそ、この数日は慌ただしくも充実した日々だった。

　学園生活がこんなにも心躍るものだと知ってしまったのだ。

「ノアもそれなりに強くなったけどまだ未熟よ。それは、魔術の技術だけじゃなくて、人として、男の子としてもね。この学園で心と体を鍛えて、たくさん成長しなさい」

「──はい！　立派な触手魔術師になってみせます！」

　この日、ノア・アレンは正式にワインバーズ王立魔術学園の生徒となったのだった。







「ノアー！」

　学園長が用意してくれていた生徒手帳を制服にしまいながら嬉しそうに廊下を歩くノアにかけられる声があった。

　ルームメイトのアーニャと、その姉のグレタ。クラスメイトのエミリアだ。

　三人は、この学園で出会ったかけがえのない友達であり、大切な少女たちだ。

　ノアはアーニャの表情が出会ったときよりも軽く、輝いていると感じた。

　理由は、昨晩、事件解決後、無理を言ってマルガレータにアーニャの魔術属性を調べ直してもらったのだ。

　その結果、彼女の持つ属性は炎属性と、闇属性のふたつだった。

　複数の属性持ちは稀まれなため、検査するときにもあまり注目されない。

　マルガレータ自身が知る中でも、アーニャが初めてだと驚いていた。

　学園長はそんな少女が魔術を使えない理由を、炎属性だけ使おうとしていたのでバランスがとれずに発動しなかったと推測した。

　今後、闇属性のことをしっかり学び、両方の属性を平等に使えるようになれば、そう遠くないうちにそれぞれの魔術を使いこなせるだろうと期待されている。

　明るい未来を手にしたアーニャは生き生きとしていて、今後も努力し、優れた魔術師になるだろう。

「学園長先生はノアにどんな用事だったの？」

「旦那様だけ呼ばれたのが不思議ですね。なにかあったのですか？」

「えっとね、騎士団にスカウトされちゃったかも」

　少女たちは一瞬言葉を失ったあとに、大きな声を発して驚いた。

「じゃあ、なに、ノアったらママにスカウトされたってこと？」

「アーニャとグレタさんのお母さんから直接学園長に話があったみたい。正直、僕も驚いているよ」

「学園もやめるの？」

　不安そうな顔をするアーニャに、首を振って少年は応える。

　内ポケットにしまっていた生徒手帳を取り出して少女たちに自慢するように掲げた。

「今日から正式にこの学園の生徒になったよ！」

「……よかった」

　心底安あん堵どしてくれるアーニャにノアは照れ臭くなってしまった。

　他にも胸の中を感じたことのない感情が走り回っているのに気づくが、少年はそれらを隠そうとしていつも通りに振る舞った。

「そんな喜んでくれるなんて……っ、まさか、アーニャ」

「な、なによ？」

「もしかして僕の触手が忘れられなくなっちゃったんだね」

「馬鹿っ！　そんなわけないでしょ！　死んじゃえっ、この変態っ！　触手馬鹿っ！」

「お待ちください旦那様！　アーニャさんばっかりなんだかずるいですわ！　そんなに触手プレイをご所望でしたら、このエミリア・ウェインがいつでもどこでもこの豊満な肉体を差し出しますわ！　だって妻ですもの！」

「……あんたまだそんなこと言ってるのね」

「事実ですもの！」

　触手によって辱められてからエミリアは相変わらずだ。

　アーニャと口くち喧げん嘩かするのは変わらないが、かつての強い口調はもうなく、友達として他愛ないコミュニケーションの一環となっている。

「では、私にするといいわ」

「お姉ちゃんまで!?」

「この身はすでにあなたの触手で穢けがされているのだから、思う存分好きにしていいわ。遠慮しないで」

「まるで僕が酷ひどい男のように聞こえるんですけど！」

「実際酷いじゃない！　私を含めて女の子に触手で、あ、ああ、あんなことしたんだから責任とりなさいよ！」

　グレタに続き、ついにはアーニャまでそんなことを言い出してしまった。

「わかった、わかりました。みんな平等に触手マッサージしてあげるから」

「責任ってそうじゃないから！　この鈍感！　へたれ！　触手馬鹿！　あんた、たまには触手から離れなさいよね！」

「無理です、無理無理！　絶対に無理！　だって僕は──触手魔術師なんだから」

　新たな日々を送りはじめた少年は、自信満々に言った。彼の表情は希望に満みち溢あふれている。

　少女たちはどこか呆あきれた様子で、でも彼らしいと思ったのだろう。

　破顔し、声をあげて笑い始めた。

「あーもうっ、ノアったら本当に触手馬鹿なんだから！」
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あとがき







　初めまして、飯いい田だ栄えい静せいと申します。

　この度は、『触手魔術師の成り上がり』を手にとってくださり、どうもありがとうございました。

　本作は触手を愛する触手馬鹿の主人公と、触手でエッチな目に遭ってしまうヒロインたちが繰り広げる学園触手ラブコメとなっております。楽しんでいただけたら幸いです。




　実は、私はかつて触手が嫌いでした。しかし、コーヒーを飲めなかった子供が大人になってコーヒーを好きになるように、触手嫌いだった私は大人となり今ではすっかり触手好きだったりします。

　そのきっかけになった作品の担当編集者様とイラストレーター様が、本作を担当してくださったという素晴らしいご縁に恵まれたことに、感謝しかございません。

　本作を手にとってくださった方の大半は、触手が好きだと思います。そうでない方でも、少しでも興味を持っていただけたのであれば、あなたには触手を好きになる可能性があります。

　ぜひ、私のように触手好きに目覚めて、楽しい触手ライフを送っていただきたいと思います。




　以下、謝辞です。

　担当の庄しょう司じ様。あなたがいなければ、私は触手を好きになりませんでしたし、本作も世に出ませんでした。書かせていただけるチャンスをくださったこと、この場をお借りして御礼申し上げます。多くのアドバイスをいただけて、触手作家として少し成長できたと思います。

　イラストを担当してくださった、〆しめ鯖さばコハダ先生。登場人物に命を吹き込んでくださりどうもありがとうございます。ヒロインたちは可愛く魅力的に、主人公もイメージ通りに、そして触手シーンは最高の一言でした。先生が描いてくださったイラストに何度も胸を高鳴らせていただきました。

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様をはじめ、多くの方々にお世話になりました。




　そして、本作を手にとってくださった読者の皆様にも、心から御礼申し上げます。

　あなたのおかげで、飯田栄静がいます。




　もっとたくさんお伝えしたいことはありますが、今回はこの辺りで筆を置かせていただきます。

　──愛する皆様にまたお目にかかれることを信じて。





飯田栄静　　
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『触手魔術師の成り上がり』

電子版特典書き下ろしショートストーリー

「アーニャの眠れぬ夜」





　深夜、アーニャ・ヘインズビーはベッドの上で静かな寝息を立てていた。

　男子とルームメイトになった当初は、緊張して夜も眠れなかったが、今はもうすっかり慣れてしまい熟睡することができる。

　魔術が使えるようになったアーニャは、充実した毎日を送っている。

　明日も、姉と友達と一緒に魔術の訓練をすることを楽しみにしていた。

「──んぅ」

　そんなアーニャの身体に、何かが触れた。

　ぬるり、という柔らかくも湿った独特の感触だ。

　少女は無意識に手を伸ばし、その「何か」を払う。

　再び、すうすう、と寝息を立てていると、また何かが触れた。

　今度は足首から太ももにかけて絡みついているようだった。

「……なによ、もう……まさかノアじゃないでしょうね」

　しつこく身体を触ってくるなにかに、アーニャは目を覚ましてしまう。

　以前、ルームメイトの少年が寝ぼけてベッドを間違え、抱き枕にされてしまったことを思い出し、まさか、と思う。

　恐る恐るシーツを捲った少女は、

「──ひっ」

　思わず息を飲んだ。

　それもそのはず、黒い触手がベッドの中にいたのだ。

　両足に絡みつくだけは飽き足らず、触手はアーニャの上半身にも伸びつつあった。

「ま、待って、ちょっと待ちなさいよ！　こら！　ノア！　あんたね！」

　寝込みを襲われたのだと勘違いした少女が、隣のベッドで寝ているはずの少年を責めるように大きな声を出す。

　しかし、反応がない。

　おかしいと思い、視線を向けると、

「ぐぅ……むにゃむにゃ」

　気持ちよさそうに眠るノアの姿が。

「──まさか、寝ぼけてるの!?」

　顔を真っ青にしたアーニャは、これから起こるであろう惨劇を回避すべく逃げようとする。

「……え？　噓……動けないんだけど!?」

　しかし、足を触手にこれでもかと拘束されてしまっているため、ベッドから起き上がることすらできなかった。

「ちょっと、噓でしょ。待って待って、お願いだから、やめて！　ていうか、起きて触手を引っ込めなさいよっ、ノアぁ！」

　少女の悲鳴が部屋に木霊するも、少年が起きる気配はなかった。

　その代わりと言わんばかりに、触手がアーニャの腕に絡みつき、完全に動きを封じ込める。

　続いて、胸に触手の先端を伸ばした。

「やめっ、そこっ、だめぇ！」

　就寝中ということでブラを身につけていない少女の胸は、あまりにも無防備だ。

　抵抗できぬまま、四肢を拘束されながら、小ぶりな乳房に触手が舐められるようにいじられていく。

「あんっ、胸ぇ触らないでよぉっ。にゅるにゅるいやぁ！」

　本当に術者のノアが眠っているのかと疑問に思うほど、的確に触手が責めてくる。

　細く幾重にも分かれた触手が、乳房を摑むように広がると、ぐにぐにと力強く揉んでくる。

「いやんっ、強いっ、強いからぁ！　ひうっ、ああっ、はぁあんっ！」

　甘い声が出てしまうのを止められない。

　触手とはいえ、元となっているのがノアの魔力だと思うと、まるで彼に愛撫されているのではないかという錯覚さえ覚えてしまう。

　呼吸が荒い、顔が熱い。火照った身体がどうにかなってしまいそうだ。

「──ひぁぅっ、だめっ、先っぽつかんじゃらめぇったらぁ！」

　びくんっ、と大きく背を反って、少女が喘ぐ。

　触手が敏感になったアーニャの乳首を摘んだのだ。

　乳房の先端から電気が流れたような刺激が身体に駆け巡り、視界が真っ白になった。

「強くしちゃぁだめぇぇっ、とれちゃうぅっ、ちくびっ、とれちゃうからぁぁ！」

　執拗に先っぽばかりが責め立てられ、アーニャの息は絶え絶えとなる。

　痛いのに気持ちいという未知の快感が少女の中を駆け巡る度、幼さを残す身体が小刻みに震える。

「ノア……起きて……これ以上されたら、あたし……あたしぃ」

　限界に近づいていたアーニャは少年に懇願するも、彼が起きる様子はないため、触手に弄ばれるのをただ耐えるしかなかった。

「もう限界なのっ、ノアっ、おねがい……あたしぃっ、もうっ──ひぐぅっ」

　切ない声を上げる、アーニャの乳首を触手がさらに強い力で引っ張った。

　甘い痺れと痛みが交わり、強い快感として駆け巡る。

　今まで触手の責めに耐え続けていたアーニャだったが、執拗に乳房を揉まれ、乳首をいじられつづけたことで、ついに限界を迎えた。

「もうっ、だめぇえええっ、きちゃっ、なにかきちゃうぅううううっっ!?」

　──びくんっ、びくんっ、びくんっ！

　身体を何度も痙攣させながら、少女は絶頂を迎えた。

「……ら、らめ……身体から力、ぬけちゃう……」

　大きな快感を味わったせいで身体が弛緩していく。

　体力を使い果たしてしまったせいで、まぶたが重い。

「……ノア……ぜったい、ゆるさないん、だから……」

　いくら寝ぼけているとはいえ、乙女の寝込みを触手で襲うなど言語道断だ。

　アーニャは絶対にノアを引っ叩いてやると決意しながら、意識を失うのだった。




　翌朝、ルームメイトの少年が頰っぺたに真っ赤な紅葉を作りながら、少女に土下座する姿が目撃されるのだが、それはまた別のお話。
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本作品は、二〇二〇年三月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







触しょく手しゅ魔ま術じゅつ師しの成なり上あがり
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